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理」（15年度第 1四半期・ 4～ 6 月），『め
ざせ！2020年のオリンピアン』「トランポ
リン元世界王がジュニア王者にライバル宣
言！」について

9月　  15年度後半期の国内放送番組の編成，16年
度の番組改定，『NHKスペシャル』「きの
こ雲の下で何が起きていたのか」について

10月　  経営計画における「達成状況の評価・管
理」（15年度第 2四半期・ 7～ 9 月），『浦
沢直樹の漫勉』「さいとう・たかを」につ
いて

11月　  『クローズアップ現代』などに関する
BPO意見，国内放送番組の種別の実績お
よび種別ごとの放送時間（15年 4 ～ 9 月），
「平成28年度国内放送番組編集の基本計画
（案）」について

12月　  『クローズアップ現代』に関するBPO勧
告，「平成28年度国内放送番組編集の基本
計画（案）」－諮問－，『フランケンシュタ
インの誘惑　科学史　闇の事件簿』「放射
能　マリーが愛した光線」について

1月　  経営計画における「達成状況の評価・管
理」（15年度第 3四半期・10～12月），「平
成28年度国内放送番組編成計画」「平成28
年度インターネットサービス実施計画」に
ついて

2月　  『BS1スペシャル』「もうひとつのショパ
ンコンクール～ピアノ調律師たちの闘い
～」について

3月　  『ETV特集』「書家・金澤翔子30歳～娘と
母　新たな旅立ち～」について

　番組審議会の活動内容の公開については，各番
組審議会の議事録を毎月，放送やインターネット
などで公表しているほか，各放送局で議事録の備
え置きを実施するなど積極的に行っている。

2．地方放送番組審議会

　全国 8つの地域ごとに「地方放送番組審議会」
が設けられ，各地域の放送番組の基本方針を審議
している。
　15年度中に各地域とも11回開催し，会長の諮問
に応じて「平成28年度各地方向け地域放送番組編
集計画」について審議し，答申したほか，番組全
般について意見交換し，その適正化を図った。

2 節 放送番組の制作

報道・スポーツ番組

Ⅰ．取材・制作・放送システム

1．ニュース取材・制作設備

　 5年ぶりにNC-A，B，Cフロアのセット全面
更新を実施した。
　今回，自発光で境界線がなく，サイドからの視
野角も広く，照明の写り込みもないLEDの特性
を生かしたラウンド型LEDディスプレイを整備
した。NC映像システム系統との結合で，映像コ
ンテンツ制作の自由度が増し，カメラ・照明・ア
ートの工夫によって 3次元的な空間を生かした演
出が可能となった。
　N7セットは，曲線を多用したセットデザイン
に刷新した。N7メイン席（緊急席）も新規製作
し，更に140吋

インチ

再撮プロジェクターを 2式整備し
て，Viz映像システムと連携させるとともに， 2
面再撮手前の空間を確保することによって，演出
の自由度を大幅に広げた。
　『おはよう日本』セットでも，ラウンドLED
や 4 K再撮モニターを活用し，INDEXソフト改
修や，ハンディカメラも使った演出を開始した。
　Cフロアの『首都圏ネットワーク』もセットを
全面更新し，キャスターが自由に移動できる演出
が可能となった。グリーンクロマキーも新規整備
してフルバーチャル演出の要望に応えた。
　今回は， 4年後の東京五輪を見据えたセット更
新を目標にして，かなり大がかりなセット更新と
なったが，通常の放送や緊急報道を維持しながら，
無事にセット更新を実現させた。
　本部ニュースセンターの映像サーバーシステム
の利用が定着した。ニュースセンターから送出す
るニュース・緊急報道・情報番組，15年 4 月の統
一地方選挙開票速報において，ほぼすべての映像
素材を本システムから送出した。また，14年度に
引き続き映像交換システムの整備を進め，北海道，
東北，東海・北陸，中国，九州・沖縄地方の放送
局との映像交換が可能となった。
　本部ニュースセンターでは， 7つの送出卓（電
子台本運用卓：5台，マニュアルスイッチング卓：
2台）を配置し，送出制御装置によりニュース項
目単位で送出卓を切り替えながら送出している。
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13年度から，これらの設備の老朽更新を進めてお
り，15年11月に送出制御装置と電子台本運用卓 1
台，16年 1 月にマニュアルスイッチング卓 1台を
更新した。
　海外総支局の設備整備について15年度は，アジ
ア総局の制作・伝送設備，中国総局の移転にとも
なう制作・伝送設備の更新を行い，信頼性に加え
運用性の向上を図った。また， 3か年計画で実施
する海外総支局取材カメラや編集機のファイルベ
ース化更新の 2年目で，PCベースのノンリニア
編集機を，順次各総支局に配備した。同時にファ
イルベースの取材用カメラを導入し，ファイルベ
ース化の基本を確立させた。さらに，衛星伝送設
備であるBGANなど順次整備・拡充をすすめた。
　これらの対応により，海外総支局における機材・
設備の安定運用と国際情報の発信力を強化した。

2．緊急報道設備

　 8月 4日から気象庁は噴火速報の運用を開始し
た。これは，登山等で火山に立ち入っている人や
周辺の住民に対して火山が噴火したことをいち早
く伝えることにより，命を守るための行動を取っ
てもらうための情報である。運用開始にあわせて，
気象庁入電データをもとに速報スーパーとアナウ
ンサー向け原稿を自動生成するよう，関連設備の
改修を行った。

3．報道情報システム

　報道情報システムは，ニュース原稿の作成から
制作，送出までを担うNHKの報道を支える基幹
システムである。多くのホストコンピューターと
サーバー群を中核とした大規模なネットワークシ
ステムである。
　ニュースセンターのハイビジョンビデオサーバ
ーシステムの地上放送（総合・Eテレ）でのニュ
ース制作・送出の開始に合わせて，多数の報道情
報端末にサーバー映像の試写とテロップの電子発
注ができるアプリケーションを導入し，迅速かつ
効率的なニュース制作が行える環境を整えた。

Ⅱ．緊急報道
　15年度は，大雨による河川の氾濫や火山噴火な
ど，災害が相次いだ。
　公共放送として国民の生命・財産を守る立場か
ら被害の軽減や復旧に役立つ放送に総力を挙げて
取り組んだ。特設ニュースやL字放送，データ放
送など，さまざまな手段で情報を伝えた。さらに，

関連ニュースのインターネットへの同時提供など
を通じて，テレビを見られない状況の被災者にも
情報を届けた。
　ロボットカメラや，ヘリ中継，インターネット
回線を使う「IP中継」などを活用し，現場の様子
を迅速かつ機動的に伝えた。地域放送では，被災
者に役立つ生活情報などを詳しく伝えることにも
力を入れた。

1．自然災害

（1）地震・津波
　15年 4 月から16年 3 月末までに震度 5弱以上を
観測した地震は10回あった。また，津波注意報が
4回発表された。
　 5月30日に小笠原諸島西方沖の深さ682kmを震
源として発生した巨大地震（マグニチュード
8.1）で，小笠原諸島や神奈川県で震度 5強，埼
玉県で震度 5弱の揺れが観測された。総務省消防
庁によると，この地震で東京都と埼玉県，神奈川
県で合わせて13人がけがをしたほか，エレベータ
ーの停止が相次いだ。
　 9月17日に南米チリ沖を震源として発生した巨
大地震（マグニチュード8.3）で，翌18日，気象
庁は北海道から九州にかけての太平洋沿岸，沖縄・
奄美，伊豆諸島，小笠原諸島などに津波注意報を
発表した。地震発生から丸 1日たって津波が到達
し，岩手県の久慈港で80cmの津波が観測された。
（2）火山噴火等
　各地の火山で，噴火や活発な活動が相次いだ。
　 5月29日，鹿児島県口永良部島の新岳で爆発的
噴火が発生した。噴煙は9,000m以上の高さにま
で上がり，火砕流が海岸線まで達した。気象庁は
噴火警報を発表し，噴火警戒レベルを「レベル
5」に引き上げ，全島民など137人が島外に避難
した。噴火警報の発表は，07年の噴火警戒レベル
導入後初めてとなった。
　 6月16日には，浅間山で 6年ぶりにごく小規模
な噴火が発生した。
　 6月30日と 7月 1日には，箱根山で観測史上初
めてごく小規模な噴火が起きたことが確認され
た。
　 8月15日には桜島で火山性地震が多発し，山体
膨張を示す急激な地殻変動が観測された。気象庁
は，規模の大きな噴火が発生する可能性が非常に
高くなったとして噴火警報を発表し，噴火警戒レ
ベルを初めて 4に引き上げた。
　 9月14日には阿蘇山で，それまでよりもやや規
模の大きな噴火が発生した。気象庁は， 8月に運
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用を始めた「噴火速報」を初めて発表し，噴火警
戒レベルを 2から 3に引き上げた。
　NHKは，各地の火山にロボットカメラを機動
的に設置するなどして噴火の様子をとらえ，噴火
警報の発表をはじめとする防災・減災情報を随時，
特設ニュースなどで伝えた。
（3）関東・東北豪雨
　 9月 9日から11日にかけ，台風18号から変わっ
た低気圧などの影響で，「線状降水帯」と呼ばれ
る発達した帯状の雨雲が関東と東北にかかり続
け，記録的な豪雨になった。
　気象庁は 9月10日に茨城県と栃木県に，11日に
宮城県に，それぞれ大雨の特別警報を発表し，最
大級の警戒を呼びかけた。
　茨城県常総市を流れる鬼怒川や，宮城県大崎市
を流れる渋井川で堤防が決壊するなど，あわせて
72の河川で氾濫が発生した。総務省消防庁による
と，宮城県と茨城県，栃木県であわせて 8人が死
亡し，全国であわせて80人がけがをし，浸水など
で被害を受けた住宅は茨城県や栃木県などであわ
せておよそ 2万棟に上った。
　一連の豪雨災害を，気象庁は「平成27年 9 月関
東・東北豪雨」と名付けた。
　NHKは約43時間にわたって特設ニュースを放
送し，ヘリ中継やIP中継を駆使して防災・減災報
道に努めた。水戸局は16日間にわたって総合テレ
ビとFMでライフライン放送を行い，地域情報を
きめ細かく伝えた。
（4）台風
　15年に日本に上陸した台風は 4つ（11号，12号，
15号，18号）で，14年と並んで，この10年で最も
多くなった。
　 7月16日に高知県に上陸した台風11号は，自転
車並みのゆっくりした速度で西日本を縦断した。
紀伊半島などで記録的な雨量となり，総務省消防
庁によると，全国で 2人が死亡し，59人がけがを
した。500棟近くの住宅が被害を受けた。
　台風15号は， 8月23日から24日にかけて先島諸
島に接近した後，25日に熊本県に上陸し，強い勢
力を保ったまま九州北部を北上した。総務省消防
庁によると，熊本県で 1人が死亡し，全国であわ
せて140人余りがけがをした。2,700棟余りの住宅
が被害を受けた。

2．映像取材体制

（1）航空取材
　15年度は札幌・仙台（花巻空港で運用）・東京・
新潟・静岡・名古屋・大阪・高松・広島・福岡・

鹿児島・沖縄の12基地で15機のヘリコプターを運
用し，災害などの緊急報道に対応した。 9月の
「関東・東北豪雨」では，茨城県常総市を流れる
鬼怒川の堤防が決壊した状況を，東京機が特設ニ
ュースでいち早く伝えた。また，長距離洋上飛行
が可能な固定翼機については優先契約を継続し
た。 5月の鹿児島県口永良部島噴火では固定翼機
で取材要員を屋久島に搬送するなど，災害取材体
制の構築に活用した。
（2）IP中継・伝送体制
　インターネット回線を利用して，映像伝送や生
中継が可能なIP機器は，14年度にすべての放送局
に整備されたが，15年度にも追加の整備を進め，
全国で合計470式以上となり，短時間に複数のIP
映像を放送に生かせるよう体制が強化された。 9
月の「関東・東北豪雨」では，連続した 3日間で
延べ64クルーのカメラマンが大雨の現場や浸水被
害の現場，救助作業の状況など，IP機器を使用し
た生中継を116回行った。
（3）空撮映像・画像立体化システム
　データジャーナリズムの柱の 1つである空撮立
体化システムについて，映像取材部と各拠点局に
機材を配備し，全国に点在する原子力発電所や噴
火の可能性のある活火山を立体化し，防災・減災
報道に役立てる取り組みを始めた。また，津波の
被害を受けた東北地方沿岸部での空撮立体化は16
年 3 月放送の震災テレソンや『BS1スペシャル』
「定点映像　 4年半の記録」において地形の変化
を分かりやすく伝える上で大きな役割を果たし
た。
（4）東日本大震災
　震災 5年目となる15年度も，東北 3県への全国
応援を継続した。その日数は年間およそ2,700人
日で，発生からの 5年間で延べ 2万4,000人日を
超えた。

Ⅲ．選挙システム
　選挙システムは，ホストコンピューターと全国
のサーバー・端末などをネットワークで結んで出
口調査や最新の開票データなどを集計し，当選確
実の判定や，番組・データ放送・インターネット
などの開票速報画面の作成などを行うものであ
る。
　 4月の第18回統一地方選挙では，候補者情報を
一元管理する候補者データベースで全国の立候補
状況を管理し，告示日の候補者紹介等に活用した。
特にインターネットでは議員選挙も含めてすべて
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の選挙の立候補者情報を掲載した。投開票日の総
合テレビでは，前半戦は午後 8時から，後半戦は
午後 9時から開票速報特別番組を編成し，選挙シ
ステムと連動した速報画面のほか，バーチャル
CGや大型タッチスクリーンを活用した動きのあ
る演出により，開票状況を迅速かつ分かりやすく
伝えた。また，BS1・R1・データ放送・インター
ネット・携帯コンテンツでも選挙システムと結ん
で開票速報を実施した。データ放送やインターネ
ットでは，すべての選挙の開票状況を掲載して番
組では紹介しきれない，きめ細かい情報を提供す
るとともに，検索機能や受信機の郵便番号による
絞り込みなどにより，数多くの選挙の中から目的
の情報に簡易にたどり着けるよう操作性の向上に
努めた。なお，携帯電話からのアクセスが少なく
なったことから，携帯 3キャリア向けコンテンツ
を廃止し，「読み上げ版」のみとした。逆に増加
傾向にあるスマートフォン向けの画面構成の充実
に配慮した。
　従来，選管が開票所で発表する得票資料は
FAXで開票速報本部に送付していたが，全国的
にFAXのレンタルが困難になりつつあることに
加え，文字の小さい資料が読みづらいなどの課題
があった。このため，スマートフォンのカメラで
撮影した選管発表の資料を送信して自動印刷する
仕組みをほぼ全局で活用した。

Ⅳ．国際回線ネットワーク
　海外からの中継や映像収集に24時間体制で対応
するため，海外総支局を結ぶ国際回線ネットワー
クを構築して運用している。

1．ネットワークの仕組み

　ニューヨークのアメリカ総局，パリのヨーロッ
パ総局そして東京の放送センターは，光ファイバ
ーと衛星を組み合せた基幹回線で結ばれている。
欧米の各支局は，それぞれの総局と回線が結ばれ，
迅速かつ安定的な映像収集が可能である。
　この基幹ネットワーク上には，映像ファイルを
実時間より短い時間で高速転送したり，ファイル
転送中に生中継が発生した際，自動的に両者を最
適な速度に変更し同時並行で伝送を続行できる機
能も搭載している。
　ファイルで番組配信する海外の放送局も出始め
ていることなどから，映像ファイルを自動的に基
幹システムに取り込むシステムも構築している。
このような最新技術は効率的なネットワーク運用

を可能にするだけでなく，より迅速な緊急報道を
可能にしている。
　このほか，アジア・アフリカ・中東地域の支局
も東京まで迅速に映像を伝送できる回線を整えて
いる。

2．緊急報道と映像収集

　海外の政情不安・テロ・災害等の緊急報道では，
NHKの海外総支局や取材現場だけでなく，世界
各地の放送機関や通信社などからの映像を迅速に
入手することが重要となるため，放送センターに
は，海外からの映像入手を専門に扱うチームを24
時間体制で運用している。NHKでは世界19の国
と地域，24の放送機関から映像を受信しBS1の放
送などで利用しているため，緊急時にはこれらの
映像を利用したり，現地の放送機関や通信社・映
像プロダクションなどに直接連絡をして映像入手
を行っている。
　15年度はシリア情勢，ネパール地震，チリ地震，
イラン関連，パリ連続テロ，ベルギー連続テロ，
欧州難民関連，TPP協議，北朝鮮関連など，さま
ざまな国際ニュース映像を扱った。MLB・プレ
ミアリーグ・テニスなどの多岐にわたるスポーツ
中継にも対応した。15年度に世界各地から届いた
映像は 4万5,000時間余りとなった。

3．映像伝送から映像データ共有へ

　通信のデジタル化が進み，映像素材の収集方法
は大きな変革期を迎えている。送り手と受け手を
線で結び映像を送る，これまでの「伝送」から，
あらゆる所で自在に映像をアップロード・ダウン
ロードする「共有」に変わりつつある。技術の進
歩により，衛星・光ファイバー・インターネット・
携帯通信など多様な手法で国境を意識することな
く映像を共有できる時代になった。
　先端技術を効率的に運用するため，先端技術を
常に把握し，映像をより迅速に安定的に収集（共
有）するシステム設計・構築をコンスタントに行
う業務体制が求められている。
　一方，最新技術が十分に取り入れられていない
地域は通信インフラが脆

ぜい

弱
じゃく

であるため，従来型の
衛星伝送を利用したり，小型の衛星通信端末など
を持ち込んで対応している。
　全世界から自在に映像を入手するためには，従
来型から最新技術まで幅広い知識とノウハウが不
可欠になっている。また，NHK報道の信頼性向
上には，極めて高度なサイバーセキュリティ対策
が不可欠なため，強力に対応策を展開している。
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4．国際間の映像素材交換

　NHKは，国際回線を使って内外のニュース映
像を海外の放送機関にも提供している。
　このうち「アジアビジョン：AVN」は，ABU
（アジア太平洋放送連合）傘下の29の国と地域，
30の放送機関（16年 4 月現在）が参加している。
15年度から衛星による素材交換をすべてインター
ネット経由に切り換え，毎日，素材ファイルを相
互に交換している。ファイル交換にしたことで，
回線時間に縛られない，即時性の高い交換を実現
した。
　15年度に交換したニュースは13年度から微減し
1万1,207項目，このうちNHKは1,117項目のニュ
ース映像をAVNに提供した。
　その貢献度の高さで15年も 2年連続で「アジア
ビジョン年間賞 1位」に選出された。アジアビジ
ョンに提供された映像は，ジュネーブのEBU（欧
州放送連合）本部へもインターネットを経由した
ファイルで送られ，欧州域内の放送機関に連日，
配信された。

Ⅴ．ニュース
　政治では，政府が 8月，戦後70年にあたっての
総理大臣談話を決定し，歴史認識をめぐって歴代
内閣の立場を継承する方針を，村山談話でキーワ
ードとなった文言をすべて使うことで打ち出し
た。また，将来の世代に謝罪を続ける宿命を背負
わせてはならないという考えも盛り込まれた。
　 9月，集団的自衛権の行使を可能にすることな
どを盛り込んだ安全保障関連法が成立し，戦後日
本の安全保障政策は大きく転換することになっ
た。
　10月，安倍総理大臣が成長戦略の柱に据えるT
PP交渉が大筋合意に達した。
　12月，ソウルで日韓外相会談が行われ，慰安婦
問題をめぐって，韓国政府が設置する財団に日本
政府の予算でおよそ10億円を拠出し，元慰安婦へ
の支援事業を行うことなどで合意するとともに，
この問題を「最終的かつ不可逆的に」解決するこ
とを確認した。
　経済では，円安を追い風にした企業業績の改善
を受けて景気は緩やかな回復を続け， 4月には日
経平均株価が15年ぶりに 2万円台を回復した。し
かしその後，中国経済の減速などを背景に回復の
動きは鈍化し，政府は10月の月例経済報告で景気
判断を 1年ぶりに下方修正した。そして年が明け

て16年になると，世界経済の先行き懸念から円高・
株安が急激に進み，景気は停滞感を強めた。こう
した中，日銀は 1月末，初のマイナス金利政策を
決定したが金融市場の動揺は収まらず，政府は 3
月，再び景気判断を下方修正した。
　災害では 9月の関東・東北豪雨で鬼怒川などが
氾濫，大きな被害が出た。噴火も相次ぎ， 5月の
口永良部島の噴火では全住民が半年間にわたって
島外へ避難した。 6月には箱根山が噴火， 9月と
2月には阿蘇山と桜島の噴火に伴い噴火速報が発
表された。
　東日本大震災については，国の集中復興期間が
終わり，岩手県や宮城県では住宅の高台移転工事
や災害公営住宅への入居，防潮堤の再建などの動
きが進む一方，進

しん

捗
ちょく

率は国の見通しを大きく下
回った。沿岸の自治体では人口減少が進行，福島
県では各地で原発事故による放射性物質の除染な
どが進められたが，帰還の見通しの立たない被災
者も多く，避難の長期化が課題となっている。
　海外では，過激派組織IS・イスラミックステー
トによるテロがヨーロッパ・中東で相次ぎ，世界
に衝撃を与えた。内戦が続くシリアなどからヨー
ロッパに難民や移民が押し寄せ，各国の間で受け
入れか否かをめぐり意見が対立し，大きな政治・
社会問題となった。中国は，南シナ海，東シナ海
への海洋進出など国際社会での影響力をさらに強
めた。アメリカ大統領選挙の候補者選びは民主党・
共和党ともに空前の接戦となり，サンダース上院
議員やトランプ氏など異色の候補が注目を集め
た。
　スポーツでは， 6月にカナダで開幕したサッカ
ー女子W杯で，なでしこジャパンが準優勝，また，
9月にイングランドで開幕したラグビーW杯で
は，日本が初戦で強豪南アフリカを破るなど 3勝
をあげ，次回19年の自国開催に弾みをつけた。
　東京五輪を巡っては， 7月に新国立競技場の建
設計画が大幅なコストの上昇などから白紙撤回，
9月には，エンブレムが盗作疑惑などで白紙撤回
される異常事態となった。新国立競技場は，12月
に総工費や工期を明確にした公募で設計・施行グ
ループが決定，エンブレムは一般公募の 1 万
4,000件から 1月に最終候補 4件に絞り込んだ。
　プロ野球では，10月に巨人 3投手の野球賭博関
与が発覚，無期限の失格処分となった。さらに 3
月にも新たに巨人の投手 1人の関与が判明し， 1
年間の失格処分となった。
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1．主なニュース番組

（1）総合テレビ
　毎正時のニュースのほかに早朝から深夜まで，
視聴者の生活サイクルを踏まえ，それぞれの時間
帯に即したニュース番組を放送した。
　朝一番の『NHKニュース　おはよう日本』や
午前中の動きをまとめた『正午ニュース』，夕方
には最新ニュースやネット上のトレンド，生活情
報を伝える『ニュース　シブ 5時』，国内外のニ
ュースを深く，多角的に掘り下げて伝える夜のメ
インニュース『NHKニュース 7』や『ニュース
ウオッチ 9』，そして深夜にはニュースとインタ
ーネットを連動させた『NEWS WEB』を放送し
た。
　さらに 1週間のニュースをまとめて伝える『週
刊　ニュース深読み』，海外のニュースに特化し
てわかりやすく伝える『これでわかった！世界の
いま』，これらの番組で幅広い視聴者層の関心に
応えた。
　大きな事件・事故，災害，政局などの際は，放
送枠の拡大や特設ニュースによって分厚く速報し
た。15年度の放送枠の拡大回数は133回・約42時
間45分，特設ニュースは227回・約84時間47分に
達した。また，視聴者にいち早く情報を知らせる
ため画面に文字で第一報を伝えるニュース速報は
全国向けだけで504回に及び，主要なニュースの
ほか地震情報や交通情報など安心・安全に直結す
る情報を伝えた。
（2）Eテレ
　手話ニュースは，毎日伝える『NHK手話ニュ
ース』と平日夜の『NHK手話ニュース845』，土
曜の『週間手話ニュース』，日曜の『こども手話
ウイークリー』の 4番組を放送した。また，台風
接近の際には，定時枠とは別に特設ニュースを立
ち上げるなど，防災報道に力を入れた。
（3）BS1
　『BSニュース』は，毎日毎時50分から10分間
を基本に24時間，国内外のニュースや各地の話題
をコンパクトにまとめて伝えた。
　『BS列島ニュース』は，平日の午後 1時から
1時49分までの49分間で，全国各地のNHKの放
送局がその日の昼に伝えたニュースや地域放送で
伝えたリポートをまとめて全国に発信した。
（4）R1・FM
　ラジオニュースは，東日本大震災の災害報道を
教訓に，災害時やそのおそれがある時に“減災”
に役立つ「安心ラジオ」の機能を高めるため，15

年度もソフト・ハード両面で緊急対応力の強化を
図った。
　ハード面では 1月に北朝鮮が核実験を行い，防
衛相がミサイルを発射する可能性に言及したこと
などから，JアラートとEmネットを確認できるモ
ニターを新たに設置した。実際の発射では一報の
原稿が先行したが，直後に作動したJアラートな
どを確認しながら全中 3波（R1，R2，FM）で速
報を立ち上げ放送した。
　地震の強振動や火災でラジオセンターの機能が
停止した時の本部の代替スタジオが決まり，緊急
報道態勢が強化された。
　ソフト面では 5月，首都直下型地震など発生時
の本部機能停止に備え，さいたま報道別館で緊急
時の要員となる，さいたま局の徒歩圏在住の報道
出身者及び技術の本部職員，北関東の各放送局，
川口アーカイブスのニュースデスクなどが集合
し，さいたま報道別館の概要や放送手順などを確
認するともに，実際に午後 8時のニュースを送出
した。
　 8月には首都直下地震に備えた，さいたま報道
別館からの送出訓練を実施するなど 2か月に 1回
の間隔で，さいたま報道別館から訓練を兼ねたニ
ュース送出を実施した。さらに11月に東日本大震
災を想定した大規模な訓練を実施した。具体的に
は発生直後やラジオ単独放送開始時の対応，震災
発生から 5時間以上経過した時点での対応につい
て訓練し緊急対応力の強化を図った。
　15年度の主なニュース対応としては， 9月の関
東・東北豪雨では関東ローカルの特設ニュースで
雨への警戒を呼びかけたほか，10日に栃木県に大
雨特別警報が発表されてからは全中ニュースで全
面的に展開した。このうち特設ニュースではラジ
オ独自の放送のほか，テレビの音声を活用するこ
とで情報をさらに厚く伝えた。10日午後には茨城
県常総市の鬼怒川の堤防決壊現場のヘリコプター
中継を的確に伝えた。
　 9月17日に発生したチリの巨大地震で日本にも
津波注意報が発表された際には午後 7時からの全
中ニュースを15分間延長し，参議院特別委員会で
の安保法案の審議の模様を含めて伝えた。
　 1月18日の未明から都心など首都圏各地で積雪
を記録し朝の通勤時間帯を中心に交通などに影響
が広がった。18日の『ラジオ深夜便』の番組中か
ら降雪の見通しを伝えたほか，関東ローカルの特
設ニュースを午前 4時台から 8時台まで随時放送
した。全中ニュースでも新宿駅からの中継を交え
て最新情報を伝えた。午前 9時から国会中継に入



第２部　NHK｜第１章　放送｜2 節　放送番組の制作

NHK年鑑’16 72

ったが，毎正時に 3分以内の関東甲信越エリアの
特設ニュース枠を設けて雪による影響の情報を放
送した。
　 1月24日から25日にかけての西日本の雪につい
ても全中ニュース枠を拡大したり羽田空港から中
継を出したりして対応した。とくに九州は道路交
通が重要な輸送路であるため各時間の定時ニュー
スでも日本道路交通情報センターとつないできめ
細かい情報を伝えた。
　このほか 4月 8日の天皇皇后両陛下のパラオ訪
問， 4月25日に発生したネパール大地震を全中ニ
ュースで放送した。 5月29日に口永良部島の新岳
が噴火し火砕流が発生。全島民が避難し全中ニュ
ースで放送した。 6月30日には箱根山でごく小規
模噴火が発生し，観光への影響などを全中ニュー
スや関東ローカルニュースで伝えた。 7月の新国
立競技場の計画白紙， 9月の東京五輪・パラリン
ピックのエンブレム使用中止，10月のTPP協定大
筋合意，11月の日韓首脳会談，12月の日韓外相会
談で慰安婦問題合意もそれぞれ分厚く伝えた。
　 5月から 9月にかけての安全保障関連法案の国
会での審議・採決については特設を含む全中ニュ
ースで長時間にわたり放送したほか，米軍普天間
基地の移設問題についても年間を通じて全中ニュ
ースで放送した。
　東日本大震災の発生から 5年になることから，
16年 1 月から 3月にかけて『NHKきょうのニュ
ース』の「列島リレーニュース」枠でシリーズ特
番「東日本大震災 5年・被災地は今」を計10本放
送した。仙台・盛岡・福島局などが制作したテレ
ビのニュース企画を取材記者やカメラマンの出演
を交えラジオでも放送した。 3月11日当日は宮城
県南三陸町からの中継や記者リポートを交えニュ
ース時間を枠広げするなどして詳しく伝えた。

2．ニュースサイト「NHK NEWS WEB」

　政治，経済からスポーツまで各分野のニュース
をインターネットで原則 1週間公開している。大
きな事件や事故，災害などは「JUST IN」として
速報しているほか，注目ニュースは取材記者が深
く掘り下げた署名記事「WEB特集」として掲載
している。
（1）放送同時提供，ライブストリーミング
　15年度から始めた放送同時提供は，5月の口永
良部島噴火，9月の関東・東北豪雨，2月の北朝
鮮ミサイル発射など8回実施した。このうち関東・
東北豪雨は500万アクセスを超え，緊急時の同時提
供の認知度を飛躍的に高めた。一方，ライブスト

リーミングは18回行い，緊急ニュースに加え，10
月のノーベル賞受賞会見，3月の北海道新幹線開
業などでも実施した。
（2）特設コンテンツの展開
　ウェブの特性を生かした新しいコンテンツを相
次いで公開した。戦後70年談話や今さら聞けない
TPPでは，海外の最新サイトを参考にカード形式
のデザインを採用した。台湾総統選やパリ同時テ
ロでは，事態の推移を時系列で表示するライブブ
ログ形式のサイトを制作した。また，SNSに多く
書き込まれた話題などを深掘りするネット
Newsupも開始した。
（3）デザインを4年ぶりにリニューアル
　16年 3 月22日にデザインを全面的に刷新し，普
及が進むスマートフォンにも最適化するととも
に，動画や特設コンテンツを前面に出すことで，
アクセス数の底上げを図った。

3．支局

　NHKの全国取材網には各地の放送局のほかに
支局がある。事件・事故・災害・選挙報道はもち
ろん，地域の暮らしに密着した取材の最前線とし
て活動している。
〔北海道〕
　広大なエリアを抱える北海道で日夜地域に密着
した取材を続ける支局は，重要な役割を果たして
いる。
　札幌局・千歳支局は，新千歳空港で 2月に発生
した日航機から発煙し乗客が緊急脱出した事故に
ついて詳報した。また，外国人観光客の増加に伴
い相次いでいる国際線就航の動きや深夜早朝枠の
拡大に伴う羽田空港を結ぶ深夜便就航の動きを伝
えた。
　札幌局・小樽支局は，海の家の法令違反に端を
発した道内最大の海水浴場「おたるドリームビー
チ」の開設見送り問題を伝えたほか，豊浜トンネ
ル崩落事故から20年になるのにあわせ救助活動に
当たった元現地対策本部長に当時の状況をインタ
ビューした。
　札幌局・岩見沢支局は，家族 5人が死傷する飲
酒事故のあった砂川市での飲酒運転撲滅条例成立
の動きを伝えた。
　旭川局・稚内支局は海を挟んで国境を接するロ
シア・サハリンに関わるニュースを数多く放送し
た。 7月には稚内とサハリンを巡る国境観光ツア
ー，12月には日ロフェリーの運航継続断念につい
てリポートした。また，日本とロシアによるカニ
の密漁や密輸を防ぐための協定の締結から 1年が
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たったことを受けて地域への影響などを多角的に
伝えた。
　北見局・網走支局と紋別支局，それに釧路局・
根室支局はこの冬も「ストップ！暴風雪被害」キ
ャンペーンで中心的な役割を果たした。警戒が必
要な低気圧の接近の際などは，いち早く注意を呼
びかけたほか，中継も交えて現地の状況を伝えた。
　根室支局は戦後70年にあわせて北方領土の元島
民の思いを伝える「北方領土わたしの証言」を毎
週取材し，放送を続けた。また，地域経済を支え
たロシア排他的経済水域のサケマス流網漁禁止に
伴う地元の動きや影響を中継なども交えて多角的
に伝えた。
　室蘭局・苫小牧支局は， 7月に苫小牧沖で起き
たフェリー火災の際，乗客・乗組員の救助や消火
活動の状況などを中継も交えて伝えた。また， 8
月にはヨシキリザメが漁具を食い荒らす被害につ
いてリポートも交えて伝え，温暖化が原因ではな
いかと注目を集めた。
〔東北〕
　東北の支局は，東日本大震災と東京電力福島第
一原発事故からの復興の動きや課題を伝えたほ
か，人口減少や過疎化が進む中での地域の取り組
みや戦後70年に合わせて戦争と平和を考えるニュ
ースなどを伝えた。
　仙台局・石巻支局は，東日本大震災の津波で被
害を受けたJR仙石線の 4年ぶりの全線運行再開
や女川町の駅前商店街のオープンなど被災地の復
興を伝えるとともに，児童など84人が犠牲になっ
た石巻市の大川小学校の旧校舎の保存といった震
災遺構問題を取り上げ，震災 5年の被災地の現状
と課題を伝えた。
　仙台局・気仙沼支局は，震災の記憶を伝える南
三陸町の防災対策庁舎の保存を巡る課題や津波で
全壊した公立病院の再建，それに減少傾向にある
震災ボランティアの現状と対策などを伝えた。ま
た，防災庁舎で奇跡的に助かった男性の思いを初
めて取材するなど，被災者の心に迫る取材にも力
を入れた。
　盛岡局・大船渡・陸前高田支局は，住宅再建を
果たした被災者が孤立を深める実態や，復興のシ
ンボルと呼ばれたベルトコンベヤーの解体のほか
中心市街地に人が戻らずスプロール現象が起きて
いる実情を中継なども交え全国に発信した。
　盛岡局・宮古支局は，宮古市田老地区に完成し
た高台への集団移転事業のまち開きや震災遺構を
活用した観光振興の取り組みを取材，復興事業が
減速する中，ポスト 5年を視野に地域経済の活性

化に向けた企業や金融機関の動きを伝えた。
　盛岡局・釜石支局は，復興が遅れる大槌町で始
まった復興計画の見直しや被災した旧役場庁舎の
保存の課題についてニュースや番組で放送。また，
釜石市が復興道路を活用して始めた物流拠点の整
備を地元の期待の声を含め伝えた。
　福島局・郡山支局は，郡山市を中心に原発事故
の避難指示区域の一部を担当し，役場が今も郡山
市に避難している富岡町の行政や住民の動きを追
い続けたほか，再生可能エネルギーやロボットな
ど，産業復興に関わるニュース・企画を発信した。
　福島局・会津若松支局は，行政や事件だけでな
く，独自の文化を持った会津地方の祭りなどを発
信した。また，会津若松市に役場が避難している
大熊町も担当し，帰還困難区域や中間貯蔵施設の
予定地を抱える自治体の苦悩を伝え続けた。
　福島局・いわき支局と南相馬支局は，福島第一
原発が立地する浜通りを拠点として，楢

なら

葉
は

町の避
難指示解除とその後の課題やJR常磐線の再開通
に向けた動き，サッカーのナショナルトレーニン
グセンターであるJヴィレッジの復旧などについ
て発信し，原発事故の後の被災地の姿を追った。
　秋田局・大館支局は，人口減少が進む中，貴重
な伝統芸能を後世に受け継ごうと，地域の人たち
が世代を超えて継承に取り組む姿を伝えた。また，
廃止された寝台特急「あけぼの」の車両がテーマ
パークの宿泊施設として活用され，地域ににぎわ
いをもたらしている現状も伝えた。
　秋田局・横手支局は，72歳の医師が地域で唯一
の診療所で住民の生活を支えている姿を取材し，
過疎化が進む中での地域医療の在り方を問題提起
した。また，美郷町内の水田の中にのびる 1本の
道路が，太平洋戦争末期に飛行場として整備され
ていたことを掘り起こし，戦争の爪痕を今に伝え
る戦争遺跡であることを明らかにした。
　山形局・鶴岡支局はイタリアで開かれた国際博
覧会を現地取材，出展した鶴岡市の戦略をミラノ
からの中継を交えて伝えた。また，発生から10年
が経つJR羽越線脱線事故を救急医療や再発防止
の視点で検証した。
　山形局・酒田支局は戦後70年にあわせて，画家
として将来を嘱望されながら24歳で戦死した酒田
出身の画学生と遺族の思いを伝えた。また，日本
海で地震が起きると津波が到達する酒田市で消防
団の取り組みを報じた。
　山形局・米沢支局は原発事故の避難者が避難先
の長井市で酒造りを始めた思いを震災 5年の節目
に伝えた。また，琉球王国の首里城の内部を明治
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時代に撮影したと見られる写真が米沢市で見つか
った話題を全国発信した。
　青森局・八戸支局は，震災の津波でアメリカ西
海岸に流れ着いた神社の鳥居が 4年半ぶりに地元
に戻ってきたことや蕪

かぶ

島
しま

にある蕪嶋神社が全焼
し，市民から出てきた支援の動きなどを伝えた。
　青森局・弘前支局は，弘前公園のさくらが早咲
きして観光に与えた影響を伝えたほか，弘前城の
石垣の大規模な修理に伴って，およそ100年ぶり
に行われた天守を移動させる曳

ひき

屋
や

の様子を全国に
発信した。
　青森局・三沢支局は，米軍の新型輸送機オスプ
レイが三沢基地に飛来したことや十和田市で開催
されたB-1グランプリの様子を伝えた。
　青森局・むつ支局は，下北地方の建設業者が福
島県内の除染で違法に労働者を派遣していた事件
や東通原発周辺の小・中学校で避難訓練が初めて
実施されたことを報じた。
〔関東甲信越〕
　長野局・松本支局は戦後最悪の火山災害となっ
た御嶽山噴火の取材拠点として， 7月末から 8月
にかけての不明者再捜索， 9月の追悼式などを精
力的に取材，関連ニュースを地域，全国に発信し
た。
　長野局・飯田支局は初の国産小型ジェット旅客
機に部品を供給したメーカーの取り組みなど，地
域産業の現状を伝えた。
　新潟局・佐渡支局は 7月に佐渡金銀山の世界文
化遺産登録への国内推薦を目指す地元の取り組み
を伝えた。
　新潟局・長岡支局は戦後70年の 8月，ハワイ・
真珠湾で打ち上げられた「長岡花火」について打
ち上げを実現した人たちの平和への願いを現地か
らの中継をまじえた地域特集番組や国際放送のリ
ポートなどで伝えた。
　新潟局・上越支局は 3月に開業 1周年を迎えた
北陸新幹線の開業効果や今後の課題を伝えた。
　甲府局・富士吉田支局は富士山周辺で進められ
ている噴火対策を詳しく伝えたほか，急増する外
国人観光客の受け入れをめぐるさまざまな動きを
全国に発信した。
　甲府局・大月支局は 7月の台風接近時に上野原
市で起きた土砂崩れの瞬間を撮影，全国に伝えた。
　横浜局・横須賀支局は原子力空母で事故が起き
た場合の避難基準の見直しをめぐる動きや安全保
障関連法の施行に対する地元の反応を伝えた。
　横浜局・厚木支局は 8月，相模原市にある米軍
の補給基地で発生した爆発事故の状況や原因究明

の動きについて中継を交えて全国に報じた。
　横浜局・小田原支局は箱根山の火山活動の活発
化が観光業に及ぼした影響について継続取材し，
『クローズアップ現代』などの番組で伝えた。
　横浜局・鎌倉支局は東日本大震災の発生以降，
地元のボランティア組織が宮城県女川町で続けて
きた復興支援の取り組みを全国や海外に発信し
た。
　前橋局・沼田支局は 1月から 3月にかけて大雪
に見舞われた群馬県北部で山岳遭難が相次いだこ
とを受け，警察などの捜索・救助のもようを取材
し，十分な装備の重要性などを詳しく報じた。
　前橋局・両毛広域支局は東京五輪エンブレムの
白紙撤回問題に関連し，同じアートディレクター
が考案した公共施設のロゴを地元自治体が使用断
念するまでの経緯について解説を交えて伝えた。
　宇都宮局・両毛広域支局は 9月，関東・東北豪
雨の被害状況の取材にあたるとともに，農業や学
校の復旧，消防団の活動の課題など，地域の防災・
減災をテーマに発信した。また，観光振興に向け
た取り組みやまちおこしについてリポートした。
　水戸局・つくば支局も 9月の関東・東北豪雨で
いち早く常総市や筑西市など被災地取材に入り，
最新のIP機器を駆使しリアルタイムで浸水域の拡
大を伝え，安全の確保を呼びかける減災報道に努
めた。その後も被災者に生活情報や復旧状況を伝
え，生活再建や自治体の初動対応の課題などを掘
り下げた。
　千葉局・成田支局は 4月，LCC＝格安航空会社
専用の第 3ターミナルのオープンにあわせて，空
港会社のねらいやLCCの戦略などを多角的に伝え
た。また， 7月には中国人観光客の“爆買い”が
出発の遅れにつながっている問題を掘り起こし
た。
　千葉局・銚子支局は 7月，震災による津波で大
きな被害を受けた旭市で被災したホテルが営業を
再開したことを元従業員の思いとあわせて伝え
た。また， 3月には震災から 5年を経た津波の犠
牲者の遺族の思いをリポートした。
　千葉局・房総支局は戦後70年となった 8月，終
戦直前に木更津海軍航空基地から出撃した特攻機
を見送った元整備兵の思いをリポートした。
　千葉局・東葛支局は10月，全国初の振り込め詐
欺の被害防止に特化した条例制定を目指す柏市の
ねらいをリポートした。
　さいたま局・秩父支局は年間の外国人観光客
100万人を目指す埼玉県の取り組みを取材し，秩
父地方の農村ツアーなど，観光資源の認知度アッ
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プに努める県の奮闘と課題を伝えた。
　さいたま局・所沢支局は 2月に所沢市で起きた
31階建ての高層マンション火災を取材し，高層階
における消火活動や避難誘導の課題を伝えた。
　さいたま局・熊谷支局は行田市の特産品である
足袋作りを取材し，斬新なデザインとブランド化
で海外に活路を見出す業者や職人の活動を伝え
た。
　さいたま局・春日部支局は太平洋戦争の激戦地
パラオ・ペリリュー島での戦闘について戦後70年
を経て語り始めた元兵士と孫との交流を伝えた。
　首都圏放送センター・多摩支局は，13年に三鷹
市で女子高校生が元交際相手の男に殺害された事
件で，いわゆるリベンジポルノの刑事訴追をめぐ
りやり直しとなった裁判員裁判を取材し， 1審と
同じ懲役22年の判決が言い渡されるまでの審理過
程を報じた。
〔中部〕
　愛知県では，5月，新城市の新庁舎建設計画を
巡って住民投票があり，結果，現状計画より規模を
縮小することになった。名古屋局・豊橋支局は，投
票前から計画の変更まで行政課題を正確に報じた。
　 6月，戦後70年の節目の年，軍都と呼ばれた愛
知県豊橋市で空襲の犠牲者名簿が新たに見つか
り，豊橋支局は，独自性の高い記録を関係者の話
とともにリポートにして放送した。
　 9月，戦後最大の火山災害となった御嶽山の噴
火から 1年になった。名古屋局・小牧支局は，息
子を失った男性を 1年間取材し全国番組で遺族の
思いを放送した。
　10月，愛知県小牧市で民間と連携した図書館の
建設計画が住民投票の反対で白紙に戻った。公立
図書館の在り方に一石を投じた問題を小牧支局が
長期にわたり伝えた。
　 1月，愛知県の中部空港で国際線の便数が過去
最高となった。名古屋局・中部空港支局は空港側
の戦略とともに，外国人観光客の増加を背景にし
た航空会社の路線開設の動きを放送で展開した。
　 1月，中部空港のホームページにサイバー攻撃
とみられる大量アクセスがあった。中部空港支局
は，中継を行うなどして迅速に報じた。
　 2月，新東名高速道路の愛知県豊田市と静岡県
浜松市の区間が開通した。名古屋局の岡崎支局と
豊橋支局は，開通による交通量の変化や地元の期
待を取材しリポートした。
　石川県では， 3月，加賀市と福井県あわら市の
県境で隣どうしの自治体の住民が行政の壁を越え
て津波対策に乗り出した。金沢局・小松支局は，

全国的にも注目された取り組みを全国に向けて詳
しく伝えた。
　10月から11月を中心に石川県輪島市などの日本
海沿岸に木造船が相次いで漂着し，船内から多く
の遺体が見つかった。金沢局・輪島支局は，許可
を得たうえで船内を撮影し，専門家や地元の漁師
などにも幅広く取材し，北朝鮮の漁船の可能性が
あることを全国や世界に向けて詳しく発信した。
　11月，金沢局・能登支局は，後継者不足に悩む
能登半島の漁師たちが手作りのマニュアルによる
若手育成や回転ずし店の直営などの新たなビジネ
スに取り組んでいる姿をきめ細かく取材し，全国
に発信した。
　 1月，金沢局・小松支局は，温暖化の影響など
で生息地域が広がり，農林業への被害が深刻化し
ているシカの対策について，石川県がシカの侵入
などを防ごうと，福井県との県境に柵を設置する
計画を立てたことに福井県とその住民が反発した
ことなど，現状や課題などについて全国の視聴者
に伝えた。
　静岡県では，中部電力・浜岡原子力発電所で全
国に先駆けて進む廃炉に向けた作業を，静岡局・
浜松支局が継続取材し， 1月にその現状と課題を
『クローズアップ現代』で全国に伝えた。
　静岡局・沼津支局は，埼玉県で女子中学生が連
れ去られ 2年ぶりに保護された事件で， 3月，容
疑者が身柄を確保された後一時入院した伊豆の国
市の病院から中継を含めて全国ニュースで伝え
た。
　 7月，静岡県の韮山反射炉が世界文化遺産に登
録された。静岡局・伊東支局は，喜びに沸く現地
の反応を取材し全国ニュースで伝えた。
　全国最多の11基（「もんじゅ」含む）の原発が
集中する福井県では，関西電力高浜原発の運転再
開を巡って司法の判断が二転三転し，運転中の原
発が止まるなど目まぐるしい一年となった。
　 4月，福井地裁で，高浜原発 3，4号機の運転
差止めの仮処分が出されたが，12月には関西電力の
異議申し立てたが認められ，3，4号機は再稼働し
た。しかし，4号機は間もなく送電トラブルが発生。
その瞬間の映像が全国に伝えられた。3月には大
津地裁が，高浜 3，4号機の運転差し止めの仮処
分を決定。順調に運転を始めていた3号機が，司
法判断で停止する全国で初めての事態となった。大
量の機器の点検漏れが相次ぎ，運転禁止命令が出
されていた高速増殖炉もんじゅは，12月，原子力規
制委員会から運営主体を見直す勧告が出された。
　福井局・嶺南支局は，高浜原発の再稼働を全国
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中継。トラブルも全中で速報した。また，再稼働
の課題については管中番組や全国リポートで伝え
た。司法判断については記者解説や地元の反応を
伝えた。もんじゅの勧告は，現場に唯一カメラが
入り，『クローズアップ現代』で特集した。
　富山県では，北陸新幹線の開業に伴い，黒部宇
奈月温泉・富山・新高岡の 3駅の運用が始まった。
富山局の魚津・高岡の両支局は，観光地を訪れる
人数やレンタカー利用の増加など多様な“新幹線
効果”を開業半年・ 1年の節目をとらえて報じた
一方，こうした効果を今後につなげるための新た
な取り組みや課題を随時伝えた。
　人口減少対策や地域の活性化が課題となる中，
魚津・高岡の両支局は，富山県朝日町で進められ
る空き家を活用した移住推進や，地域の魅力を発
信する南砺市でのツアーなど町おこしの動きを重
点的に取り上げた。
　三重県では， 6月，伊勢志摩サミット開催が決
まった。津局・伊勢支局は，サミット本番の取材
準備に務めるとともに，サミットを迎える地域の
動きをこまめに伝えた。また，サミットを機会に
地域特産の養殖真珠のPRに取り組む動きをリポ
ートするとともに，海外への販路拡大の動きなど
を伝えてきた。
　津局・四日市支局は， 8月に江戸時代から続く
鯨船行事を守る地域の姿を，12月にはサルの獣害
対策にITを活用する取り組みを，『NHKニュース　
おはよう日本』などでリポートした。また，サミ
ット関連のジュニアサミットが三重県桑名市で開
かれることになり，準備にあたる地元の動きを取
材し発信した。
　津局・尾鷲支局の担当エリアは，南海トラフ巨
大地震への津波対策や過疎化への対応が課題とな
っている。過去の災害に学ぶ子どもたちの活動を
継続取材してリポートなどで伝え，地域の防災意
識向上に貢献した。また，農林水産業の活性化や
熊野古道への外国人観光客誘致の課題などをリポ
ートし，地方創生への取り組みを伝えた。
　岐阜県では， 7月，戦後最悪の火山災害，御嶽
山の噴火災害で行方不明になった人の捜索が再開
された。岐阜局・高山支局は，捜索に向かう岐阜
県警の機動隊を登山道入り口で連日取材した。長
野・岐阜両県警の捜索で，唯一 1人の遺体を発見
した岐阜県警の機動隊が下山した際には，夕方の
ニュース番組で，隊長の思いをインタビューで他
社に先駆けて伝えた。
　10月，東京大学宇宙線研究所所長の梶田隆章さ
んのノーベル物理学賞受賞が決定した。高山支局

は，研究施設のある岐阜県飛驒市神岡町で，研究
所の関係者や受賞の喜びに沸く地元の様子を全国
に伝えた。また，梶田さんが日本での重力波の観
測に向けて取り組んでいる重力波望遠鏡
「KAGRA」の詳細を丹念に取材し，リポートで
全国に報じた。
〔近畿〕
　近畿の各支局は，悠久の歴史・文化をロマンた
っぷりに伝えるとともに，減災・防災・災害報道
や事件・事故報道に奔走する日々を送った。
　年度初めは，平成の大改修を終えたばかりの世
界遺産，国宝・姫路城の公開が大々的に始まった
ことで幕をあけた。白く生まれ変わったその姿を
一目見ようと外国人観光客を含む大勢の人が訪
れ，一般公開後 1年間の入城者は280万人を超え，
国内の城としては最も多くなった。神戸局・姫路
支局は，3Dマッピングやオペラといった，城で
行われた種々のキャンペーンやイベントをこまや
かに取材したほか，外国人観光客向けの免税サー
ビスや観光ガイド，それに地元グルメ姫路おでん
の韓国への進出といった，大天守の一般公開をき
っかけに始まった地元のさまざまな動きを取材
し，全国に紹介した。
　弘法大師・空海が和歌山県の高野山を開いて
1,200年。 4 月からの 1か月間，和歌山局・橋本
支局は記念行事の取材に追われた。大型連休中に
高野町を訪れた観光客は前年の倍近くに増え，多
くの人が，この地に息づく伝統と信仰を体感した。
また，真田幸村（信繁）が10年余りを過ごした九
度山町で進められる地域活性化の動きなど，『大
河ドラマ』「真田丸」と連動した取り組みの取材
も進めた。
　 5月，和歌山県太地町で行われている「追い込
み漁」を巡り，日本動物園水族館協会は加盟する
水族館などがこの漁で捕獲されたイルカを入手す
ることを禁止した。国際組織からの通告を受けた
もので，イルカを飼育している水族館からは懸念
する声も上がった。太地町を取材エリアとする和
歌山局・南紀新宮支局ではこの問題について継続
取材を行い，イルカの飼育について情報交換する
新団体の設立など，地元の動きを詳しく伝えた。
　 6月，韓国でMERSコロナウイルスの感染者が
増加，関西の空の窓口・関西空港の水際対策が注
目を集め，大阪局・関西空港支局では，その具体
的な取り組みを分厚く伝えた。一方で，イギリス
の民間会社が世界的規模で行ったアンケート調査
で，「関西空港の手荷物の取り扱いが，世界一サ
ービスが良い」と評価された理由などを記者が解
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説したほか，第 3ターミナルビル着工のタイミン
グに合わせ，LCCのさらなる呼び込みを狙う空港
側の算段や課題を詳しく伝えた。
　同じ 6月，1890（明治23）年に，トルコの軍艦
「エルトゥールル号」が和歌山県串本町の沖合で
沈没，地元の住民によって69人の乗組員が救出さ
れた美談から125年。事故の犠牲者を悼む記念式
典が両国の関係者が出席して串本町で開かれ，和
歌山局・南紀串本支局が，感動あふれる式典を詳
細に報道，加えて新宮や田辺の支局と連携しなが
ら，巨大地震が発生した場合，最短 2分で到達す
ると想定される津波への対策などを取材し，リポ
ートや番組として継続的に放送した。
　 7月，台風11号が接近，奈良県天川村で住宅の
裏山に亀裂が見つかり避難勧告が出されたことを
受け，奈良局・奈良やまと路支局では，避難の呼
びかけとともに，連日，暮らしや観光への影響を
伝えた。さらに紀伊半島を襲った豪雨災害から 4
年となった 9月，特集シリーズを組み，十津川村
などの防災の取り組みや復興の動きなどをリポー
トで紹介した。また，年間を通じて明日香村など
を中心とした発掘調査の成果を詳しく伝えた。
　同じ 7月，滋賀県彦根市の国宝・彦根城と城下
町では，江戸幕府の大老・井伊直弼が生誕200年
となったのにあわせてさまざまな催しが行われ
た。大津局・彦根支局ではその「井伊直弼生誕
200年祭」に加えて，あわせて開かれた「ひこね
菓子選手権」に関わった人たちの取り組みを伝え
た。また， 9月に台風18号が滋賀県に最接近した
際は，彦根城の被害の状況を中継で伝えた。
　 8月，お盆の時期に急増するアジアなどからの
外国人旅行客の受け入れ対策について，大阪局・
関西空港支局が最新の動きをリポート，間髪をお
かずに，関西空港の運営権の民間譲渡でオリック
スなどの企業連合が新会社の概要などの審査書類
を提出したニュースで，空港の姿がどう変わるの
かや，今後の見通しなどもあわせて詳しく解説し
た。
　 9月，秋風が吹き始める中，鵜飼いで有名な京
都府の宇治川では，人工ふ化したウミウが観光客
を前に初めての漁を披露した。京都局・学研都市
支局は誕生からデビューまでを伝えた。「ウッテ
ィー」という軽妙な名前とともに人気者となり，
宇治川名物の一つとなっている。
　また，和歌山局・南紀田辺支局では双子パンダ
の成長や，「みなべ・田辺地域」の世界農業遺産
認定といった話題が続く一方，防災・減災への取
り組みに力を注いだ。南海トラフの巨大地震に備

える動きや，70年前の昭和南海地震の教訓などに
ついて，ニュースや番組などを通じて伝えるとと
もに，11年 9 月に発生した紀伊半島豪雨の被災地
の取材も継続し，現地の人たちの思いを発信した。
一方，ドローンを巡る問題に注目が集まる中，姫
路城にドローンが衝突，飛行が禁止される事態と
なり，神戸局・姫路支局が全国発信した。
　10月，京都府舞鶴市の引揚記念館で保管してい
るシベリア抑留などの資料が，ユネスコの世界記
憶遺産に登録がされることになり，京都局・舞鶴
支局では地元の受け止めを詳しく取材し報道し
た。
　同じ10月，テロ対策強化の流れの中，関西空港
で全国の空港に先駆けてボディースキャナーの試
験運用が開始されたのを機に，大阪局・関西空港
支局では，プライバシーの問題なども含めて掘り
下げて放送した。
　兵庫県北部エリアを担当する神戸局・豊岡支局
では，この地域ならではの農業・観光問題の掘り
下げに全力をあげた。国の農業分野の国家戦略特
区に認定された養父市を巡って，農業生産法人を
設立する動きや，特区に進出した農業法人が始め
た事業，それに特区の制度を利用したファンドに
よる資金調達などについて取材し，それぞれのタ
イミングで放送に結びつけた。また，若者が少な
い中，シルバー人材センターを活用して農業の人
員を確保していく動きや，耕作放棄地を利用して
新たな農業に乗り出す企業などを取材し番組で紹
介した。さらに，兵庫県北部のスキー場が，15年
から16年にかけての暖冬で雪の少ない状態に悩ま
された現状を報道した。
　 1月，豊臣秀吉が家臣の脇坂安治にあてた30通
以上の手紙が兵庫県たつの市の神社で見つかった
ことが発表された。分析の結果，本能寺の変後，
織田家の主導権争いの中で起きた小牧長久手の戦
いの状況を示したものや，朝鮮半島に出兵した際
の指示など，秀吉の天下取りの過程がわかるもの
であり，神戸局・姫路支局は，その意義を詳しく
取材して全国発信した。
　同じ 1月，関西空港の利用者数が開港以来過去
最多になり，大阪局・関西空港支局では，受け入
れ態勢の強化策などについて解説で伝えたのに続
いて，春節に激増する東アジアからの外国人観光
客に備える空港のさまざまな対策をリポートし
た。
　 2月，福井県にある関西電力高浜原発の 3号機
に続いて 4号機が再稼働， 5キロ圏内に入る京都
府舞鶴市の課題などを，京都局・舞鶴支局が多角
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的に伝えた。一方，兵庫県赤穂市で，19歳の息子
が60代の父母を殺害する事件が発生，神戸局・姫
路支局は，事件の背景に迫った。
　 3月，センバツ高校野球で奈良県の智弁学園が
初優勝を果たし，奈良局・奈良やまと路支局は地
元・五條市での祝福の動きを伝えた。
〔中国〕
　中国地方の各支局は，災害報道や地域の課題な
どについて，最前線で取材にあたり，全国に発信
した。
　広島局・福山支局は，福山市の伝統産業の畳表
や「かすり」の再興を目指した地元の取り組みを
シリーズで取り上げたほか，福山市内の中小企業
が，高齢者の従業員を積極的に登用して，業績を
伸ばしていることを取材し，多様な人材を活用す
るダイバーシティ経営の地方での動きを紹介し
た。
　広島局・呉支局は，各地で人口減少が進むなか，
瀬戸内海の離島で，統廃合に直面している高校を
再生して人口減少に歯止めをかけようとする動き
を伝えた。
　広島局では，原爆が投下されてから70年になる
のにあたり， 1年にわたって，シリーズ企画を放
送したが，広島局・尾道支局は，被爆者を描き続
けてきた画家を取材し，核兵器廃絶を願う被爆者
の思いを全国に発信した。
　岡山局・倉敷支局は 7月，台風11号が倉敷市付
近に再上陸した際，上陸前から市内の状況を中継
で繰り返し伝えるなど，最前線で災害報道にあた
った。また，業績回復で人手不足に悩む倉敷市の
水島コンビナートの企業で始まった女性作業員確
保に向けた取り組みなどを伝えた。
　 2月，島根県益田市中心部で未明に竜巻が発生
し，住宅など15棟に被害が出た。松江局・益田支
局は，竜巻が発生した際の市内の様子を撮影した
映像をいち早く入手し，自然災害の恐ろしさを全
国に伝えた。
　鳥取局・倉吉支局は，担い手不足が深刻化する
農業の現状や経営不振による大手メーカーの子会
社閉鎖などをリポートし，地域経済のいまを伝え
た。
　鳥取局・米子支局は，北朝鮮による拉致被害者
の家族を継続的に取材し，帰国を長年待ち続ける
家族の思いを全国に伝えた。
　 6月，山口県下関市の知的障害者の福祉施設で
職員が利用者に虐待を行っていた問題が発覚し
た。山口局・下関支局は，虐待の実態や市の行政
処分などの動きを継続的に伝えた。

　山口局・萩支局は， 7月に萩市の松下村塾や萩
反射炉などを含む「明治日本の産業革命遺産」の
世界遺産への登録が決定したのを受けて，喜びに
沸く地元の様子を全国に伝えたほか，地元住民が
観光ガイドを発足させた動きをリポートした。
〔四国〕
　四国地方の各支局は，この一年，台風などの災
害報道の拠点として大きな役割を果たしたほか，
伊方原発の再稼働問題など地域の課題に密着した
取材を続けた。
　伊方町を担当する松山局・八幡浜支局は，伊方
原発の再稼働問題を巡る地元自治体や住民の動き
の取材に力を入れた。また，地震・津波による原
発事故を想定した住民避難の課題などを番組やリ
ポートで伝えた。一方，みかんなどの特産物を生
かした活性化の取り組みや多発するイノシシ被害
など地域に密着した話題を伝えた。
　松山局・新居浜支局は， 7月，四国に上陸した
台風11号の被害状況などを取材し，災害報道の拠
点として大きな役割を果たした。また，地域の課
題を掘り起こし，民間の「自立援助ホーム」で自
立を目指す子どもたちの現状について詳しく伝え
た。
　松山局・今治支局は， 4月，統一地方選挙の投
票箱を運び，戻る途中の海上タクシーが火災を起
こし 2人が死亡した事故で，現場の状況を詳しく
伝えた。また，今治市の山あいの地区で年に 1度，
かつての住民が集まる花見の催しなど過疎地を支
える人々の取り組みをリポートした。
　高知県西部を担当する高知局・くろしお支局は，
5月から 8月にかけて，台風が接近した際などに
災害報道の拠点となったほか，住民の防災・減災
の取り組みを伝えた。また，関東・東北豪雨を受
けて，地域を流れる四万十川の洪水対策の現状と
課題をリポートした。
　徳島局・阿南支局は，徳島県上勝町で高齢の農
家が栽培する日本料理の「つまもの」や那賀町の
特産のゆずが，世界的な和食ブームを背景にフラ
ンスに輸出され注目を集めていることを，海外取
材をまじえ伝えた。 7月には，台風による大雨で
広く浸水した阿南市や那賀町で，被害の状況や復
旧の動きを伝えた。
　香川県西部を担当する高松局・丸亀支局は，増
加する空き家の対策など地域の課題と向き合う取
材を続けたほか，ITソフトの世界大会に出場し
た高専生の活動を紹介するなど，地域の話題を伝
えた。



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ

第２部　NHK｜第１章　放送｜2 節　放送番組の制作

79 NHK年鑑’16

〔九州・沖縄〕
　 5月 1日の水俣病公式確認の日にあたって，熊
本局・水俣支局は慰霊式の取材とともに，語り部
の男性の思いをリポートとして伝えた。
　長崎局・島原支局は， 6月 3日の雲仙普賢岳・
大火砕流の日の慰霊の動きや普賢岳の研究者の回
想などを放送し，減災報道に努めた。
　 7月，ユネスコの世界遺産委員会が「明治日本
の産業革命遺産」の世界遺産登録を決定。構成資
産の 1つ，三池炭鉱関連の施設がある地元・大牟
田市の喜びの表情などを福岡局・大牟田支局が伝
えた。
　 7月13日未明，大分県南部を震源とする地震が
あり，佐伯市で震度 5強を観測した。大分局・佐
伯支局は，発生直後から市内で取材を開始し，電
話リポートなどでいち早く状況を伝えた。
　 9月14日，熊本県の阿蘇山が爆発的噴火を起こ
し，噴火警戒レベルが 2から 3（入山規制）に引
き上げられた。気象庁は全国で初めてとなる「噴
火速報」を発表し，熊本局・阿蘇支局は，入山規
制の情報をはじめとするさまざまなニュースを中
継やリポートを交えて発信した。
　同じく 9月，沖縄県与那国島では台風21号の接
近で，81.1ｍの最大瞬間風速を記録。沖縄局・八
重山支局は，300棟以上の住宅への被害など八重
山地方を中心に大きな被害をもたらした台風の最
新の動きを伝え，防災・減災に向けた情報を発信。
被害の状況を迅速に伝え，復旧に向けた動きも継
続的に伝えた。
　 8月から10月にかけて，九州電力川内原子力発
電所の 1号機と 2号機が全国の原発に先駆けて，
相次いで再稼働した。その際，鹿児島局・薩摩川
内支局は，現地からの中継や再稼働に反対する市
民グループの声などを伝えた。また，万が一事故
が起きた際の避難にあたっての課題などについて
も全国ニュースや番組で発信した。
　10月，沖縄の米軍普天間基地の移設計画を進め
る政府は，名護市辺野古沿岸部の埋め立て工事に
着手した。沖縄防衛局を担当する沖縄局・沖縄中
部支局と本島北部を担当する沖縄局・名護支局が
中心となって取材を進め，工事の状況とともに，
移設計画に反対する市民グループの抗議活動，そ
れに名護市や市民の反応などについてもきめ細か
く伝えた。
　11月 1 日，宮崎県都城市で 3階建ての店舗兼住
宅で火災が発生し，この家に住む母親と小学 6年
生の長男のほか，遊びに来ていた長男の同級生 2
人のあわせて 4人が死亡した。宮崎局・都城支局

は，ただちに取材を開始し，火災を目撃した住民
へのインタビューを含め，当時の緊迫した状況を
伝えた。
　国内では根絶したとされていた柑橘類の害虫
「ミカンコミバエ」が鹿児島県の奄美大島で相次
いで確認され，国は12月，島の外への果実の持ち
出しを制限した。鹿児島局・奄美支局は，果実を
廃棄せざるをえない農家の苦悩や経済的影響をニ
ュースやリポートで発信した。
　 1月，文化審議会が，福岡県と大分県にまたが
る旧豊前国の地域に伝わる「豊前神楽」を国の重
要無形民俗文化財に指定するよう文部科学大臣に
答申した。北九州局・行橋支局は，保存会の活動
や関係者の喜びの声を伝えた。
　 1月下旬の記録的な寒波と大雪では，九州の各
地でも水道管が破損し大規模な断水が発生した。
福岡局・大牟田支局，熊本局・水俣支局，鹿児島
局・鹿児島空港支局は，交通への支障のほか，病
院や農家への影響など，広がった被害の実態を全
国に発信した。
　 2月，北朝鮮が発射した，事実上の弾道ミサイ
ルが沖縄県の先島諸島付近の上空を通過した。沖
縄局の八重山支局と宮古島支局は，防衛省の破壊
措置命令に基づく迎撃ミサイル「PAC3」の部隊
配備の動きや発射時の行政の対応，市民の反応な
どを迅速に取材し，発信した。
　長崎局・諫早支局は，被爆直後，爆心地付近に
駆けつけて決死の救援活動を展開し，負傷者を長
崎市外に運んだ「救援列車」の歴史を掘り起こす
市民の動きについて， 2月，全国に向けて発信し
た。
　地方創生をめぐる自治体の動きが注目される
中， 3月，化粧品関連産業の集積地づくりを目指
す佐賀県唐津市などが，大手印刷会社や化粧品メ
ーカーと相次いで協定を締結。佐賀局・唐津支局
は，特殊な薬草の栽培や連携の動きなどを通して，
地方創生をめぐる現状を具体例とともに県内外に
発信した。

4．海外総支局

　16年 3 月31日現在， 4総局・26支局，計30の総
支局に計81人の特派員がいる。
　各総局がカバーする主な地域は，アジア総局が
アジア・オセアニア。中国総局が中国・台湾・モ
ンゴル。ヨーロッパ総局が欧州・ロシア・中東・
アフリカ。アメリカ総局が南北アメリカとなって
いる。
　アジア総局管内では，15年11月に行われたミャ
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ンマーの総選挙で，アウン・サン・スー・チー氏
率いる野党が圧勝。16年 3月に，ミャンマーで54
年ぶりに軍出身ではないティン・チョー大統領が
就任する歴史的な政権交代までミャンマー情勢を
詳しく報道した。各国が領有権を主張する南シナ
海で，中国が人工島の造成を進めているほか，軍
事的な活動を活発化させ，周辺国だけでなくアメ
リカとの間でも緊張が高まっている現状を伝えた。
　韓国ではパク・クネ（朴槿恵）政権が国交正常
化50年を迎えた日本との間で，世界遺産登録を巡
る対立を経て，15年11月，ソウルで 3年半ぶりの
首脳会談を開催。12月末の外相会談で慰安婦問題
を巡る合意に至るまでを詳しく伝えた。
　北朝鮮は15年10月，朝鮮労働党創立70年に合わ
せて軍事パレードを行い，現地入りした取材班が
中継などで伝えた。16年に入ると 4回目の核実験
と事実上の長距離弾道ミサイル発射が強行され
た。さらに米韓合同軍事演習に対抗し，弾道ミサ
イルやロケット弾が相次ぎ発射され，その思惑な
どを速報態勢で継続的に追った。
　中国総局管内では，南シナ海，東シナ海への海
洋進出，習近平国家主席の訪米，上海株の大幅下
落，一人っ子政策の見直し，天津での大規模な爆
発，深圳

せん

の土砂崩落など，国際社会で影響力を強
める中国の内政外交の動向を多面的に伝えた。日
中関係では，15年 9 月に「抗日戦争勝利70年」を
記念した軍事パレードが行われ，中国側は歴史問
題などで日本へのけん制を続ける一方，習近平国
家主席，李克強首相との間で日中首脳会談が行わ
れるなど日中関係改善に向けた動きもあった。
　台湾では16年 1 月に行われた総統選挙で， 8年
ぶりに政権交代となり，議会選挙でも民進党が初
めて単独過半数を握ったことを取材班が伝えた。
　ヨーロッパには，15年夏以降，内戦が続くシリ
アなどから難民や移民が押し寄せ，各国の間で受
け入れか否かをめぐり意見が対立するなど，大き
な政治・社会問題となった。寛容さや自由を尊ぶ
EUの理念も揺らぐ事態を各地で精力的に取材し，
放送した。15年11月にフランス・パリで劇場や飲
食店などが襲われる同時テロ事件が発生。130人
が犠牲になり，さらに16年 3 月にはベルギーで連
続テロ事件が起きた。いずれも過激派組織IS・イ
スラミックステートが犯行を認めた。こうしたテ
ロの脅威にさらされるヨーロッパ社会の分断の危
機や難民問題への影響を多角的に伝えた。
　中東でも，過激派組織ISが犯行を認めるテロ事
件が相次いだ。ISはシリアの世界遺産都市パルミ
ラを破壊した。15年 9 月，ロシアがシリアで空爆

を開始した。アサド政権と反政府勢力の間で停戦
が実現し，和平協議が進められた。イランは核協
議の合意で，経済制裁が解除された。イエメンで
は，サウジアラビアとイランの代理戦争の様相を
呈し，両国は，16年 1 月，国交を断絶。中東和平
交渉が行き詰まる中，イスラエル人とパレスチナ
人の間で襲撃事件が頻発した。アフリカの南スー
ダンでは，政府軍と反政府武装勢力の衝突が続き，
「世界で最も深刻な人権侵害」と指摘された。
　アメリカ総局管内では，15年 7 月，アメリカと
キューバが54年ぶりに国交を回復し，16年 3 月に
はオバマ大統領が現職大統領としては88年ぶりに
キューバを訪問した。双方の思惑や期待について，
首都ハバナからの中継もまじえて詳細に伝えた。
アメリカ大統領選挙の候補者選びは民主党・共和
党ともに空前の接戦となり，各州での予備選挙・
党員集会の度に速報体制をとるとともに，トラン
プ氏やサンダース上院議員など異色の候補が支持
を集める背景について掘り下げて伝えた。
　海外総支局では，国際放送の拡充に合わせて，
現地のニュースをきめ細かく出稿し，NHKの海
外発信力の強化に貢献している。NHKのネット
ワークを生かして，グローバル化が進む世界の最
新情勢や，日本の参考となるような海外の事例な
どを，正確かつ速やかに視聴者に伝えようと努め
ている。
NHKの海外総支局（16年 3 月31日現在）
■アジア総局（バンコク）：マニラ，ジャカルタ，
ハノイ，ニューデリー，イスラマバード，シンガ
ポール，シドニー，ソウル
■中国総局（北京）：上海，広州，香港，台北
■ヨーロッパ総局（パリ）：ロンドン，ブリュッ
セル，ベルリン，ウィーン，カイロ，ドバイ，ヨ
ハネスブルク，エルサレム，テヘラン，モスクワ，
ウラジオストク
■アメリカ総局（ニューヨーク）：ワシントン，
ロサンゼルス，サンパウロ
　以上の30総支局に，記者，ディレクター，カメ
ラマン，技術担当，経理担当，計81人の特派員が
いる。

Ⅵ．気象情報
　総合テレビの気象情報の放送時間は，平日はお
よそ 1時間20分で，12人の気象予報士が各番組に
出演した。台風や大雨などの際には定時ニュース
に加え特設ニュースで気象解説を行い，防災・減
災報道に努めた。新しい気象画面の導入を進め，
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7 月から気象衛星「ひまわり 8号」による高画質
の雲動画の放送を開始した。大気の状態の不安定
さを示す「発雷確率」，暖かく湿った空気の流入
を示す「暖湿気流」，土砂災害警戒判定メッシュ
を表示する「土砂災害危険度」などの画面を新た
に開発し，放送に活用した。『ニュース 7』と午
後 7時前の関東向け気象情報の解説にバーチャル
演出を本格的に取り入れ，わかりやすさを追求し
た。

Ⅶ．スポーツ

1．サッカー

〔Jリーグ〕
　04年以来11年ぶりに 2ステージ制，チャンピオ
ンシップ方式が採用され，Jリーグは大幅に観客
動員を伸ばした。チャンピオンシップは，リーグ
戦での年間勝点上位 3チーム，ステージ優勝 2チ
ームの最大計 5チームで争う，以前の大会方式と
は異なる全く新しい仕組みで行われた。この試合
は10代～30代といった若い世代にもよく見られ，
視聴者層の拡大と接触率の向上につながったとい
える。
　BS1ではJ1・J2あわせて合計42試合を放送。総
合テレビではJ1開幕や優勝争いを中心に 7試合を
放送。また，NHK地方局によるローカル放送は，
J1・J2・J3をあわせ54試合を数えた。
〔天皇杯〕
　NHKが96年から共催する天皇杯全日本サッカ
ー選手権は大会方式の変更により，Jチームが 1
回戦から出場した。 1回戦から準々決勝までの計
16試合をBS1で，準決勝・決勝の 3試合をGTVと
R1で放送した。
〔皇后杯〕
　皇后杯全日本女子サッカー選手権は，準々決勝
から決勝までの計 5試合をBS1で放送した。
〔FIFA女子ワールドカップ2015〕
　女子日本代表（なでしこジャパン）が連覇をか
けて挑んだ女子ワールドカップは， 6月 6日から
7月 5日までカナダ 6都市で開催され，日本は決
勝でアメリカに敗れたものの準優勝に輝いた。時
差がマイナス12～14時間あり，日本時間の午前帯
にBS1で，日本戦 7試合を含む計25試合を放送し
た。
〔リオデジャネイロ五輪アジア最終予選〕
　23歳以下の選手によって争われる男子の予選
は，16年 1 月12日から31日までカタール・ドーハ

で行われ，日本は日韓対決となった決勝を制し，
優勝でオリンピック出場を決めた。参加16チーム
のうち 3チームが獲得するオリンピック出場権は
日本，韓国，イラクが獲得。BS1で日本戦全試合
を含む計15試合を放送した。
　 6月の女子ワールドカップ準優勝メンバーを揃
えた女子の予選は，16年 2 月29日から 3月 9日ま
で大阪・長居で開催された。女子は参加 6チーム
による総当たりリーグ戦方式で行われ，日本戦 5
試合を，引退したばかりの澤穂希さんをゲストに
迎えて総合テレビ夜 7時半から放送した。残念な
がら日本はオリンピック出場を逃し，11年女子ワ
ールドカップ優勝から躍進を続けてきたチームに
一区切りをつける結果となった。オリンピック出
場権はオーストラリア，中国の 2チームが獲得し
た。
〔FIFAワールドカップ2018予選ほか〕
　ワールドカップのアジア 2次予選が15年 6 月か
ら16年 3 月にかけて， 5チームによるホーム＆ア
ウェー方式で行われた。このうち日本で開催され
た 4試合をBS1で放送した。
　16年 2 月には，FIFAフットサルワールドカッ
プ2016のアジア最終予選がウズベキスタンで行わ
れ，日本戦 5試合をBS1で放送した。
　アジアのクラブチームナンバーワンを決める
AFCチャンピオンズリーグには，日本から 4チ
ーム（ガンバ大阪，浦和，鹿島，柏）が参加。こ
のうち準決勝まで進出したガンバ大阪の準々決
勝・準決勝のホームゲームを，いずれもBS1で録
画放送した。

2．野球

　プロ野球は 3月27日に開幕した。
　パ・リーグは工藤新監督を迎えたソフトバンク
が 2年連続17回目の優勝を果たした。最終的には
2位に12ゲーム差をつける圧倒的な力を見せつけ
た。以下，2位日本ハム，3位ロッテ，4位西武，
5位オリックス， 6位楽天だった。
　セ・リーグは，シーズン途中に全球団が勝率 5
割未満となるNPB史上初の出来事もあり，最後
まで優勝の行方がわからない大混戦となった。最
終的にはヤクルトがシーズン141試合目で，14年
ぶり 7回目の優勝を決めた。以下， 2位巨人， 3
位阪神，4位広島，5位中日，6位DeNAだった。
　また，ソフトバンクの柳田悠岐選手とヤクルト
の山田哲人選手が打率 3割，30本塁打，30盗塁を
クリアする“トリプルスリー”を達成した。
　クライマックスシリーズのファーストステー
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ジ，パ・リーグでは 3位のロッテが 2位日本ハム
を 2勝 1 敗で下し，ファイナルステージに進出。
ファイナルステージでは， 1位ソフトバンクが 4
勝 0敗（ 1勝のアドバンテージ含む）で 2年連続
の日本シリーズ進出を決めた。
　セ・リーグのファーストステージは， 2位巨人
が 3位阪神を 2勝 1敗で振り切り，ファイナルス
テージへ駒を進めた。ファイナルステージでは，
初戦を落とした 1位ヤクルトがその後 3連勝。日
本シリーズ出場を決めた。
　日本シリーズは 2年ぶりにレギュラーシーズン
優勝チーム同士の対決となった。ソフトバンクが
4勝 1敗で投打ともに圧倒して 2年連続 7回目の
日本一に輝いた。
　15年は「高校野球100年」の節目であった。第
87回センバツ高校野球は敦賀気比（福井）が決勝
で東海大四（北海道）を下し，春夏通じて初優勝
した。北陸勢の優勝も春夏通じて初めてだった。
北海道勢初のセンバツ優勝を目指した東海大四は
及ばなかった。
　第97回全国高校野球選手権は，東海大相模（神
奈川）が決勝で仙台育英（宮城）を破り，45年ぶ
り 2回目の優勝を果たした。
　全日本大学野球選手権は，早稲田大が流通経済
大を 8対 5で逆転勝ちし 3年ぶり 5回目の優勝。
　社会人の都市対抗野球は日本生命が大阪ガスと
の大阪市対決を制し 4回目の優勝。日本生命は秋
の日本選手権ではホンダにサヨナラ勝ちで優勝
し，史上 3チーム目となる都市対抗との 2大タイ
トル制覇を果たした。

3．大リーグ

　2015シーズンはレギュラーシーズン210試合，
ポストシーズン32試合，オールスターゲーム 1試
合を放送。レギュラーシーズンではヤンキース田
中将大，マリナーズ岩隈久志の試合を中心に放送
した。レッドソックスの上原浩治，田澤純一の試
合もカバーしていった。また，ジャイアンツの青
木宣親やマーリンズのイチローの活躍も独自の映
像を加えて伝えたほか，総合テレビでは，14試合
の中継放送を実施した。

4．ラグビーワールドカップ2015

　 9月18日から10月31日（現地時間）までの44日
間，ラグビーの母国イングランドを舞台にワール
ドカップが開催された。大会には日本を含む20チ
ームが参加。 1次リーグは 5チーム× 4グループ
の総当たり戦で行われ，各グループの上位 2チー

ムがベスト 8に進出。以降は一発勝負のトーナメ
ント戦で， 3位決定戦を含め全48試合がイングラ
ンド各地（一部ウェールズの会場あり）の11都市
13会場で行われた。
　名将エディー・ジョーンズヘッドコーチ率いる
日本代表は 1次リーグの初戦で世界ランク 3位，
W杯で 2回の優勝を誇る南アフリカと対戦，序盤
から五郎丸歩選手の安定したキックなどで接戦に
持ち込むと，終了間際，カーン・ヘスケス選手の
逆転トライで34対32で勝利，「大会史上最大の番
狂わせ」として世界中のファンを驚かせた。次の
スコットランド戦には敗れたものの，続くサモア
戦，アメリカ戦にも勝利，通算 3勝 1敗で 1次リ
ーグを終えた。勝ち点の差でベスト 8進出は逃し
たものの，過去 7大会の通算成績が 1勝21敗 2 分
だった日本代表の躍進に日本中が熱狂し，空前の
ラグビーブームが沸き起こった。
　大会を制したのはニュージーランド・オールブ
ラックス。キャプテンのリッチー・マコウ選手を
中心に華麗なラグビーで観客を魅了した。準決勝
で南アフリカに20対18で競り勝ち，決勝でも宿敵
オーストラリアに34対17で快勝，大会史上初の連
覇を果たした。 3位決定戦では南アフリカがアル
ゼンチンを24対13で下した。南半球勢がベスト 4
を独占したのは史上初めてのことだった。また，
開催国（イングランド）の 1次リーグ敗退も史上
初，日本が 1次リーグで 3勝を挙げながら決勝ト
ーナメントに進めなかったことも史上初…など記
録づくめの大会ともなった。

5．大相撲

　年 6場所90日間にわたる本場所の熱戦をGTV，
BS102ch（サブチャンネル），R1で放送。幕内の
時間，副音声では英語放送を実施。総合テレビで
は生字幕放送も行い，さまざまなニーズに応えた。
また，ハイライト番組の『大相撲　幕内の全取
組』は早朝の定時放送にしたことで，視聴者から
好評を得ている。
　横綱・白鵬が 6場所全て優勝した14年度から一
転，15年度は 5人が優勝する混戦となった。 5月
の夏場所では，照ノ富士が初優勝。場所後，大関
に昇進した。 7月の名古屋場所は横綱・白鵬が優
勝。 9月の秋場所では，鶴竜が横綱昇進後初とな
る 2回目の優勝。九州場所は横綱・日馬富士が 7
回目の賜盃を抱いた。そして15年 1 月の初場所で
は，大関・琴奨菊が日本出身力士として10年ぶり
の優勝を果たした。取組前に身体を大きく反らせ
る“琴バウアー”が話題となった。 3月の春場所
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は，横綱・白鵬が自身の記録を更新する36回目の
優勝。一方，大関・稀勢の里が初日から10連勝し，
13勝をあげる活躍を見せた。今後の横綱昇進に期
待が高まっている。

6．ゴルフ

　五輪の正式競技となったゴルフ，男子では，若
手とベテランの戦いが数多く繰り広げられた。80
回目を数えた日本オープンは兵庫県の六甲国際ゴ
ルフ倶楽部で開催された。
　マスターズチャンピオンのアダム・スコットが
2年連続の参戦を果たし，関西圏ということで，
注目度の高い大会となった。アダム・スコットも
3日目までは首位争いを繰り広げたが，去年の覇
者・池田勇太と若手の注目株・小平智が熾

し　れつ

烈な優
勝争いを繰り広げた。最終的には小平が粘り，初
優勝を果たした。
　日本女子オープンは石川県片山津ゴルフ倶楽部
で開かれた。五輪に向けて注目度の高い宮里美香
やアマチュア勢，さらに直前にUSLPGAがキャ
ンセルした関係で多くの世界トッププロが参戦し
た。菊池絵理香と 1打差 2位の柏原明日架の最終
組は柏原が途中脱落し，菊池の優勝かと思われた
が全米女子オープンチャンピオンのチョン・イン
ジ，韓国若手のイ・ミヒャンが猛追し，プレーオ
フとなった。 3ホール目にイが脱落， 4ホール目
に菊池が力尽き，全米女子オープンの覇者チョン・
インジがメジャータイトルを手にした。ローアマ
チュアでは勝みなみが初のタイトルとなった。
　三重県で行われた日本シニアオープンは，過去
最多となる 1万3,849人のギャラリーを集めた。
優勝争いは室田，渡部司，米山，平石と混戦を極
めたが，最終ホールまで安定したプレーをした平
石武則が初優勝を果たした。

7．2020年東京オリンピック・パラリンピ
ック準備状況

　20年に開催される東京大会の放送・サービスの
円滑な実施に向けて，必要な諸準備を計画的かつ
機動的に推進するため，15年 6 月，「2020東京オ
リンピック・パラリンピック準備室」が設置され
た。体制は10人，過去の大会の放送に携わった経
験者を中心に構成されている。
　15年度は主に，大会組織委員会など20年の東京
大会開催に向けた対外組織との交渉・調整をはじ
め，全体の放送システム，最新技術の開発・活用，
16年のリオ大会後をにらんだ関連番組やプロモー
ション展開等の検討を行った。

　また，｢インターネットを活用した新たなサー
ビス｣「障害者スポーツの理解促進につながる新
しい演出」など，東京大会を見据えてリオ大会で
試行する施策を関係部局と連携し，実現に向けた
サポートを行った。

番組制作の委託

1．関連団体等への番組制作委託

　NHKは，質の高い放送番組の安定的確保を図
るとともに，外部の専門的能力を効果的に活用す
ることで，番組の一層の多様化を推進する視点か
ら，関連団体へ番組制作委託を行っている。
　2015年度も，NHKエンタープライズ・NHKエ
デュケーショナル・NHKグローバルメディアサ
ービスに，大型企画をはじめ各分野の番組制作を
委託，NHKサービスセンターに広報番組の制作
を委託，NHKプラネットに全国放送および地域
放送番組の制作を委託，日本国際放送に国際放送
番組の制作業務を委託した。
　また，NHKでは，多様な番組を送り続けるた
めに，関連団体を通じて番組制作会社への番組制
作委託も行っており，外部のさまざまな制作パワ
ーを効率的に活用している。

15年度の主な番組制作会社への制作委託
○地上波
　総合では，『総合診療医　ドクターG』『キッチ
ンが走る！』，Eテレでは『ETV特集』『Eテレ
0655・2355』などを制作・放送した。
○衛星波
　BS1では，『ドキュメンタリーWAVE』，BSプ
レミアムでは，『世界で一番美しい瞬間（とき）』
などを制作・放送した。

2．  番組制作会社への直接委託（外部制作委
託・本体）

　番組制作会社が，関連団体を経由することなく，
直接編成部門に提案する窓口として，06年 6 月に
編成局内にソフト開発センターが設立され，12年
6 月からは組織改正に伴いコンテンツ開発センタ
ーがその窓口になった。特集番組や新番組の提案
について，NHK，NHKの関連団体，それに番組
制作会社の 3者が，番組の企画提案や制作・演出
手法を競い合うことで，より高品質，効率的，多
様な放送番組を創造することを目的としている。
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　15年度は，「企画競争」として 1年間で15回の
募集を行った。テーマや期間を決めず通年募集し
ている企画競争を含めると，参加した番組制作会
社は16年 3 月末現在で，延べ391社で，830件の企
画が寄せられた。企画競争から生まれた番組とし
ては，『総合診療医　ドクターG』（総合・木，
22:00），『仮説コレクターZ』（BSP・木，21:00），『ド
ラマ10』「デザイナーベイビー」（総合・火，
22:00），『プレミアムドラマ』「ボクの妻と結婚し
てください。」「ある日、アヒルバス」「鴨川食堂」
（BSP・日，22:00），『プレミアムよるドラマ』「ラ
ンチのアッコちゃん」「オンナミチ」「仮カレ」「は
ぶらし／女友だち」「初恋芸人」（BSP・火，
23:15）などを番組制作会社制作の定時番組とし
て放送した。また，『NHKお笑い脳自慢』（総合・
6.7，9.19），『地球おさいふ』（総合・5.28，8.18），
『ザ・プレミアム』「玉音放送を作った男たち」
（BSP・8.1），『プレミアムドラマ』「ドラえもん、
母になる～大山のぶ代物語～」（BSP・12.13），「44
歳のチアリーダー！！」（BSP・12.20），『特集ド
ラマ・クロスロード』（BSP・2.25～3.31），『本当
にあった幸せ物語』「“84歳女子アナ”ふみちゃん
の挑戦」（BS1・3.16），「もう一度、会いたい～亡
き夫の人生を追って～」（BS1・3.17）などを特集
番組として放送した。
　番組制作会社との委託契約などにあたっては，
下請法に準拠した手続きをとっている。また，「番
組制作会社との取引基準」に基づき，公共性・透
明性を高めるとともに，「NHK放送ガイドライ
ン」を周知し，公共放送としての質の確保に努め
ている。

情報番組

Ⅰ．経済・社会情報番組
　戦後70年を迎え，さまざまな価値観が揺れ動く
なか，経済・社会情報番組部は15年度も，時代と
向き合い，混迷のなかを生き抜く道標となる番組
を放送し続けてきた。
（1）定時番組
　15年度は『クローズアップ現代』『サキどり↑』
『週刊　ニュース深読み』『プロフェッショナル
仕事の流儀』『ドキュメント72時間』『ファミリー
ヒストリー』（以上，他部局との共管番組含む）
の 6番組を定時番組として担当した。また，『NHK
スペシャル』などの特集番組に加えて，定時化を

目指す開発番組も制作した。
　『クローズアップ現代』は，国谷裕子キャスタ
ーとともに激動の世界と目まぐるしく変化を遂げ
る社会を見つめ，23年間にわたって放送を重ねて
きた。最終回の放送は16年 3 月17日。
　15年度は，視線を低く保ち親しみやすさにこだ
わった。事故が多発するネット時代の登山ブーム，
賛否渦巻く町内会の運営，痩せすぎが健康にもた
らす悪影響。さらには地方発の日本酒ビジネスの
トレンド，新型音楽配信ビジネスの波紋など，身
近で関心の高い問題を徹底して取り上げた。一方
で，世界規模の課題にも真正面から取り組み，ギ
リシャ債務危機やイランの核協議合意，COP21
や70周年を迎えた国連の課題なども特集した。ま
た，一貫して労働者が働く環境に問題意識を持ち
続け，深刻化するブラックバイト，内部告発の制
度上の欠陥，保育をはじめとする公的サービスの
現場で進む労働崩壊などを取り上げ，外部からも
高い評価を得た。
　『プロフェッショナル　仕事の流儀』は，あら
ゆる分野で活躍する一流の“プロ”の仕事を徹底
的に掘り下げるドキュメンタリー番組。15年度は，
大相撲横綱・白鵬，俳優・渡辺謙，映画監督・細
田守など各界のトップランナーをはじめ，「清掃」
「青果店」「自動車整備」など暮らしを支える巷

ちまた

のプロをフィーチャー。身近な職業を通して，仕
事の奥深さと哲学を伝えた。また，放送開始10年
を迎え，お笑い芸人・岡村隆史が 3人のプロを訪
ねて流儀の神髄に迫るトークドキュメントや，テ
ーマソングの作詞を担当したスガシカオの創作現
場への密着など， 4本の特別番組を放送した。
　『サキどり↑』は総合テレビで唯一の経済番
組。低成長時代を豊かに生き抜く情報を分かりや
すく伝えた。「“米”から作る新素材」「すし最前
線」など食をめぐる最新の取り組みから，「フィ
ンテック」や「猫ブーム」などのトレンド，そし
て「宇宙ビジネス」「人工知能」など，日本のも
の作りの動向に至るまで，生活者の目線で新しい
価値観やビジネスの潮流を伝えた。
　『ドキュメント72時間』は，一つの場所に 3日
間密着し，そこを行き交う人々の人間模様や知ら
れざるドラマを記録するドキュメンタリー番組。
神戸の駄菓子屋や茨城の霊園，東京下町のフィリ
ピンパブ，沖縄のドライブインなど，全国各地に
カメラを据え，人々のリアルな暮らしを切り取っ
た。さらに，初めて海外に飛び出し，ニューヨー
クのコインランドリーと中国・大連の日本食材ス
ーパーを舞台に“72時間”を見つめた。
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　『ファミリーヒストリー』は，著名人の家族の
歴史を取材，本人も知らないルーツや真実に迫る
番組。先祖が薩摩藩で篤姫の世話をしたという
「加山雄三」，戦前にカメラ開発に従事した父の
人生を紹介した「萩本欽一」，地中海のマルタ島
から明治時代に英語教師としてやってきた曽祖父
を持つ「中山エミリ」，北海道開発に深く関わり，
高祖父がクラーク博士から直接教えを受けた「中
川翔子」など，時代に翻弄されながらも力強く生
きた人々の「家族の絆」を描いた。
（2）特集番組
　経済・社会情報番組部では，終戦から70年の節
目の年にジャーナリスティックな切り口で，多彩
な特集番組を制作した。
　『NHKスペシャル』「戦後70年　ニッポンの肖
像　豊かさを求めて」，シリーズ初回の「“高度成
長”何が奇跡だったのか」を制作。世界から“奇
跡”と称された高度成長を日本はなぜなし得たの
か，膨大に残る関係者の音声テープと発掘資料か
ら検証。高度成長の真の姿を明らかにし，今に生
かせる教訓を探った。
　『NHKスペシャル』「“終戦”知られざる 7日
間」は，70年目の戦争と平和を見つめるシリーズ
企画の 1本。終戦というと 8月15日という認識が
定着しているが，実は100万を超える日本軍の武
装解除をめぐり，米軍や徹底抗戦も辞さない国内
指導層との間で緊迫の 7日間が存在した。日米の
新資料と証言取材をもとに，知られざる歴史の真
実に迫った。
　ほかにも，関東・東北豪雨やパリ同時テロ事件
でも報道局などと連携して『NHKスペシャル』
を制作，大規模災害や事件・事故に即応，視聴者
の安心・安全を守るべく，必要な情報を届けた。
　また，開発番組として『ジドリ』を制作。森山
未來・斎藤工という30代の人気俳優にビデオカメ
ラをわたし，日常を自由に撮影してもらったドキ
ュメンタリー。全編“自撮り”という挑戦的な演
出で，テレビに新たな可能性を切り開いた。
　『魅惑のソノタ』は，スタンダードから外れた，
一風変わった数々の“その他”を全国に求めて面
白がるバラエティー。NEP・共同テレビととも
に制作。司会はさまぁ～ずと雨宮萌果アナ，NHK
らしくないテンポの良さと家族一緒に視聴できる
楽しさにこだわった。
　定時番組の国際展開として，『ドキュメント72
時間』をもとに，韓国KBSと国際共同制作「日韓
72時間　くらべちゃいましたSP」を放送。それ
ぞれの国のテレビ文化や国民性の違いにもこだわ

りながら，番組の新たな可能性を広げた。
　さらに，自閉症の子どもの知られざる世界観と
家族の物語を描いた『君が僕の息子について教え
てくれたこと』（14年制作・放送）が，15年 9 月イ
タリア賞特別賞を受賞，国際的に高い評価を得た。

Ⅱ．生活・食料番組
　生活・食料番組部は，現代社会のさまざまなテ
ーマを「生活者の視点」から見つめ，視聴者の関
心や疑問に答える情報番組を制作した。
　15年度は，月～金曜朝の『あさイチ』，月～水
曜昼の『ひるブラ』，日曜朝の『うまいッ！』，土
曜夕方の『マサカメTV』を定時番組として放送
した。
（1）定時番組
　『あさイチ』は，視聴者が“一番欲しい”“も
っと知りたい”と考える情報がたっぷり詰まっ
た，“市場”のような活気ある番組。主なターゲ
ットは家庭を守る主婦。長引く不況やセーフティ
ネットの綻びによるかつてない不安な時代を賢く
生きていくための「信頼できる情報」を， 6年目
も，いち早く家庭に届けた。社会問題，政治の話
題からエンタメ，生活実用情報までを，ニュース
とはひと味違う「生活者の視点」から掘り下げて
伝えた。また，視聴者からの質問や意見をファッ
クスやメールで受け付け，生放送の中で積極的に
紹介。番組は視聴者の身近な存在となり，確実な
支持が得られた。
　中継番組『ひるブラ』は，「行ってみたい！」「見
てみたい！」「食べてみたい！」四季折々の姿を
見せる全国各地の“旬”な場所を訪ね，その地域
の魅力を生中継でダイレクトに届けた。東京のス
タジオ出演者が画面の小窓で登場し，率直な質問
や反応を投げかける演出スタイルで放送した。
　土曜夕方の『マサカメTV』は，一流の達人が
持っている，アッと驚く“まさか”の「目の付け
どころ！」，“マサカメ”をクイズ形式で紹介しな
がら「物事の意外な着眼点」を楽しむ番組。どん
なマサカメなのか，親子で気軽に視聴できる番組
として楽しまれた。
　『うまいッ！』は“うまいッ！”と思わず言っ
てしまうような日本各地の絶品食材をテーマに，
おいしいものを届けたいと奮闘する生産者に密
着。味を極める技や工夫を伝えるとともに，健康
効果や歴史文化などのうんちく，とっておきの調
理法を紹介。多角的に食材の魅力を描き，食を支
える人々と産地を応援する番組として，好評を得
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た。
　 5年目を迎えた『サラメシ』は，取材を希望す
る視聴者からの投稿がコンスタントに来ており，
「サラリーマンの昼メシを通して日本の今が見え
る」ユニークな番組として多くのファンをつかん
でいる。
（2）特集番組
　朝の情報番組『あさイチ』では，東日本大震災
直後から被災者支援の放送を続けてきた。震災か
ら 5年になる節目の年，NHKのテレソン「震災
キャラバン」（3.12）にも参加。柳澤解説主幹と
俳優・篠山輝信さんが現地のサテライトスタジオ
に出演，VTRを紹介しながら地元の人と対談し，
反響を呼んだ。震災関連では，被災地で介護を必
要とする人が増加している要因として浮かび上が
ってきた“生活不活発病”の特集を発展させ
『NHKスペシャル』「東日本大震災　元気に老い
る～生活不活発病・被災地の挑戦～」（6.13）と
して放送。体を動かさないことで全身の機能が衰
える生活不活発病対策に取り組む宮城県南三陸町
を取材し，高齢化が進む中，生き生きと老いてい
くためのヒントを探った。他にも，『大河ドラマ』
「真田丸」のナレーションを担当する有働由美子
アナが『あさイチ』のキャスターということか
ら，「あさイチ×真田丸コラボSP」（2.13）を制作。
草刈正雄さんに見どころなどを伺い，好評を得た。
　『うまいッ！』は番組の認知度アップと視聴者
層の拡大を目指し，正月特集番組として『2016年
はコレ　超うまいッ！SP』（1.3）を午後 6時台に
放送。マグロ・牛肉といった人気の食材のいまを
伝えるとともに国産のスーパーフードを取材。家
族で楽しめる食のエンターテインメント番組とし
た。
　土曜午後10時台には，『2030年　家族がなくな
る？』（10.3）を放送。家族の形が15年後にどう
多様化するかを生放送で紹介。ドラマ部が制作し
た『特集ドラマ　2030かなたの家族』と連動した
番組で，共同でホームページを立ち上げるなど，
部の垣根を越えて制作するという試みを実現し
た。

Ⅲ．科学・環境番組
　科学・環境番組部は，総合テレビ・Eテレ・BS
プレミアムで12タイトルの定時番組と，『NHKス
ペシャル』18本など数多くの特集番組を制作。「科
学報道」「科学ロマン」「生活科学」を 3本柱とし
て，先端技術，医学，宇宙，自然，健康，食品な

どの最新情報を科学的な視点で分かりやすく伝え
た。東日本大震災関連番組にも継続して取り組み，
地震，津波や原発事故について科学の切り口で検
証し，リスクに強い社会の構築に貢献した。放送
90年の取り組みとして「生命プロジェクト」を実
施，総合テレビでは『NHKスペシャル』「生命大
躍進」（全 3回）や特集番組を，Eテレでは国内
共同制作の教育アニメ『ピカイア！』（全13回），
デジタルコンテンツでは番組連動アプリ「コダモ
ン」を制作するなど，局際的に取り組み成果をあ
げた。
（1）定時番組
　放送開始から21年目を迎えた『ためしてガッテ
ン』は視聴者の役に立つ生活科学番組として，ま
た10年目を迎えた『ダーウィンが来た！生きもの
新伝説』は本格派自然番組として，視聴者から高
い支持を受けている。ほかにも科学の最前線を掘
り下げるEテレの『サイエンスZERO』や，宇宙
の壮大な魅力を伝えるBSPの新番組『コズミッ
ク　フロント☆NEXT』を放送。
①総合テレビ
　『ためしてガッテン』では，21年目の特集とし
て「みなさんの願い　かなえたいSP」を制作，
海外ロケや学会と連携した演出に挑戦した。「肩
こり根治マニュアル」「緊急追跡ノロウイルス」「疲
れやすい体にサラバ！スタミナUP若返り術」「ト
イレ問題　大解決SP」など，タイムリーな医学
情報や健康情報から身近な生活の悩みまでを分か
りやすく伝え，視聴者から高い支持を得た。
　『ダーウィンが来た！生きもの新伝説』では，
世界の動物を追い求め，「ハチクマVSオオミツバ
チ」「消える！化ける！草食ガゼルの秘策」「大追
跡！幻のユキヒョウ」「コウノトリ復活最前線」
など，国内外で自然のドラマを粘り強く追跡して
スクープ映像で捉えた。10周年スペシャルとして，
「もう一度見たい！世界の珍獣」「もう一度見た
い！日本の生きもの」を制作，好評を博した。
　また，『クローズアップ現代』は，宇宙，医療,
災害，ノーベル賞など幅広いテーマで 9本制作。
「がん治療が変わる～日本発の新・免疫療法～」
「小さな泡が世界を変える！？～日本発・技術革
命は成功するか～」など，世界に誇る日本の科学
技術を取り上げた。また，ノーベル物理学賞，化
学賞の受賞にあわせて制作を行うなどタイムリー
な報道にも積極的に取り組んだ。
②Eテレ
　日本唯一のウイークリー本格科学番組『サイエ
ンスZERO』では，「洞窟に眠る謎の物質」「ニャ
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ンとも不思議！遺伝子が明かすネコの秘密」「細
胞技術が毛髪再生を変える」など，専門的な科学
情報を，柔らかい演出で深く分かりやすく伝えた。
また，原発問題を検証する「シリーズ原発事故」
や，タイムリーな「ノーベル賞特集」，国際共同
制作「サイバーセキュリティ」シリーズを放送し
た。
③BSプレミアム
　新番組『コズミック フロント☆NEXT』は，
宇宙のさまざまなミステリーを，最先端研究から
解き明かして高精細CGで映像化。「太陽最後の
日」「月のミステリー　奇妙な発光現象の正体
は？」「宇宙の果てのミステリー」をはじめ，「ク
レオパトラが残した　古代エジプト天文学」「キ
トラ　最古の天文図のミステリー」「ガガーリン　
偉業の真実」など，天文学から宇宙開発の歴史ま
で，知られざる物語に迫った。
　また，『ワイルドライフ』は， 4 Kでの一体化
制作を一部で実施，「最強ジャガーが巨大ワニを
狩る！」，「オオコウモリ　謎の大集結に迫る」な
ど，ダイナミックな世界の自然を記録した。
（2）特集番組
　15年度の特集番組は，『NHKスペシャル』を18
本放送したほか，総合テレビやBSPの特集を意欲
的に制作した。また，国内外の映像祭で科学番組
の受賞が続いた。『NHKスペシャル』では，DNA
から生物進化の神秘に迫った大型シリーズ「生命
大躍進」（全 3回）を放送。 4 Kで制作された作
品は国内外で注目され，ワールド・メディア・フ
ェスティバルでインターメディア・グローブ金賞
を受賞。また，小笠原の火山新島を追った「新島
誕生　西之島～大地創成の謎に迫る～」は科学技
術映像祭文部科学大臣賞を受賞。「小笠原の海に
はばたけ～アホウドリ移住計画～」も同部門優秀
賞を受賞した。
　また，「腰痛・治療革命」「新アレルギー治療」
「シリーズ　認知症革命　第 1回」など，これま
での常識が日進月歩で変わる医療の最前線を伝え
た。14年度に制作した「腸内フローラ」は科学放
送高柳賞優秀賞を受賞した。自然分野では，明治
の天才たちが作った人工の“原始の森”に迫った
「明治神宮　不思議の森」，国際共同制作「“ジョ
ーズ”の謎に挑む」を制作。
　さらに，東日本大震災以来制作を続けている，
地震や原発事故を検証するシリーズでは，40年に
及ぶとされる福島第一原発の処理を追う「廃炉へ
の道　2015」，福島原発の危機を 4 Kの再現ドラマ
で検証した「原発メルトダウン　危機の88時間」

を放送。「メルトダウン」は第42回放送文化基金賞
テレビドキュメンタリー部門優秀賞（2016年度受
賞）。また，原発周辺の立入禁止地区の生態系を
長期取材した「被曝（ひばく）の森」は 4 K映像
で野生動物への放射能の影響を克明に記録した。
　そのほかにも『NHKスペシャル』「巨大災害　
MEGA DISASTERⅡ　日本に迫る脅威　第 2集
大避難」「第 3集　火山列島」や，「緊急報告　列
島大水害」などを放送，災害に強い社会を作る公
共放送の使命を果たし，科学ジャーナリズムとし
ての真骨頂を発揮。NHK科学番組の高い制作力
と技術力が国内外で高く評価された。
　総合テレビの特集では，『とことん知りたい！
ノーベル賞』でタイムリーな話題を分かりやすく
解説，『教科書が変わる！？日本人のルーツをさ
ぐる旅』，『科学アドベンチャー　西之島へ』（ 4 K
制作）では，スケール感あふれる番組を放送。『忍
たま乱太郎の宇宙大冒険　with コズミックフロ
ントNEXT』（ 2本シリーズ）では 4 K制作でア
ニメショーンと宇宙映像を融合させ，大型展示映
像への展開を図った。BSでは，国際展開を視野
に入れて『NHKスペシャル』を再編した『シリ
ーズ医療革命』を制作。そのほか 8 K「牧野富太
郎の植物図鑑」「富士山」「軍艦島」など 8 K高精
細映像にも取り組んだ。
　科学イベントのうち，「ロボットコンテスト」
は，大学ロボコンは 8月にインドネシアで開催さ
れた『ABUアジア・太平洋ロボコン』を 9月に
放送。28回目を迎えた『高専ロボコン』は11月に
両国国技館で全国大会が開催され，12月に放送。
初めて全国大会のライブストリーミングも実施
し，成功を収めた。また，12月に日本科学未来館
で開催された「NHKサイエンススタジアム2015」
では，NHKの科学番組が集結し，公開収録・展
示を実施，約 2万人の来場者を集めた。

教育番組

Ⅰ．青少年・教育番組
　青少年・教育番組部は，幼児から青少年までの
若い世代に向けて，楽しみながら豊かな情操を育
むことのできる学校放送番組や若者向け番組，フ
ァミリー向け番組を制作した。
　いずれのジャンルでもテレビ・パソコン・モバ
イルを連動させた番組開発に積極的に取り組み，
本格的な多メディア時代にふさわしいサービスを
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提供した。
（1）幼児向け番組
　15年度は，夕方の放送枠順の見直しを行った。
午後 5時30分付近にバラエティーに富むミニ番組
を展開し，ショーケース的なゾーンとした。14年
度に日本賞幼児向けカテゴリー最優秀賞を受賞し
た『ミミクリーズ』も，そのゾーンで定時化した。
また，デザインの面白さを通して子どもたちの洞
察力や創造力などを育成する『デザインあ』が15
年度の日本賞幼児向けカテゴリー最優秀賞を受賞
した。
（2）こども番組
　小学生を対象とした『Let’s天才てれびくん』
は14年度からデータ放送の機能を使って子どもが
より積極的に番組に参加できるスタイルを追求し
てきた。15年度はストーリーを強化するとともに
データ放送の新しいゲームを投入。毎週 1つの都
道府県にちなんだキャラクター「どちゃもん」が
登場し，その都道府県を舞台にストーリーを展開
した。また，年間 3回の公開生放送を実施。 4～
12歳の年間平均視聴率は14年度を大きく上回っ
た。また，生放送のデータ放送参加者数は 2月に
過去最高の14万3,000人を記録した。『ビットワー
ルド』も，年間 6回の生放送でPC／スマホのウ
ェブゲームとデータ放送を組み合わせた双方向企
画を積極的に行った。子どもたちのメディア環境
にマッチしたエンターテインメントを提供した。
（3）若者向け番組
　15年度，『Rの法則』は10代女子とその母親世
代をメインターゲットにして，母と娘が一緒に楽
しんで視聴できる新企画の開発に注力した。生放
送で視聴者が謎解きに挑戦する「謎解きミステリ
ー」や「学校あるあるコント」は特に大きな支持
を集め，続編も放送し好評を得た。『人生デザイ
ン　U-29』は全国各地の若者の新しい生き方や
人生の選択を伝えた。ナレーターに俳優の松坂桃
李さんを迎え，より若い世代に見てもらえる番組
にリニューアルした。
（4）ファミリー向け番組
　家族に向けたニュース解説番組『週刊　ニュー
ス深読み』は，15年度も多岐にわたるテーマに挑
戦し，視聴者の関心に寄り添って分かりやすく伝
えた。また，現役の保護者たちが子育ての悩みを
語り合う『ウワサの保護者会』をスタート。視聴
者の悩みに視聴者の解決策で応える演出を積極的
に取り入れ，共感を得た。
（5）特集番組
　 7月に開発番組『ねほりんはほりん』をEテレ

で放送。顔出し不可のゲストを人形が扮
ふん

し，赤裸々
な裏話を聞く新しい演出が話題となり， 1月に第
2弾が放送された。
　 8月と大みそかには『しあわせニュース2015』
を総合テレビで生放送。全国各局から寄せられた
心温まる話題をお茶の間に届けた。大みそかの生
放送ではTVリモコンとスマホで視聴者が投票す
る“しあわせ投票”に370万票が集まった。
　また， 8月には若者がそれまで知らなかった世
界を訪ね，実体験する姿を追う開発番組『むちむ
ち！』をEテレで放送。 9月には家族で楽しめる
開発番組として『天使のアングル』を放送し，と
もに好評を得た。
　このほかにも，『人生デザイン　U-29』『Rの法
則』『福島をずっと見ているTV』『ウワサの保護
者会』などが放送時間を拡大するなどして特集番
組を制作，定時番組をさらにパワーアップし番組
ファンに届けた。

Ⅱ．学校教育番組
　15年度は，子どもたちが自ら主体的に学んでい
く「アクティブ・ラーニング」や，「道徳実践力」，
実技教科など，教育現場の新しいニーズに応える
番組を新設した。また，ICT活用やタブレットの
配備が進む学校現場のニーズに応えるため，教育
ポータル「NHK for School」の改善に努めた。
放送法改正を受け，放送日を待たずに番組の一部
を見られる「予習動画」や，放送が終了した過去
の人気番組を配信する「蔵出し動画」のサービス
を追加し，配信本数も番組2,000本，動画クリッ
プ6,000本へと拡充した。その結果， 6月にはサ
イト訪問者数が170万人を超え，動画再生回数が
500万回に達するなど大幅な躍進を記録した。
（1）定時番組
　学校教育番組として55番組（幼稚園・保育所向
けテレビ 9，小学校向けテレビ33，中学校・高等
学校向けテレビ13）を放送した。
　新番組としては，幼稚園・保育所向け番組『ミ
ミクリーズ』，幼稚園・小学 1年生向けの道徳番
組『新・ざわざわ森のがんこちゃん』，小学 1～
2年生向けの異文化コミュニケーション番組『え
いごでがんこちゃん』，小学 3～ 6 年生向けの音
楽番組『おんがくブラボー』，小学 5年生向けの
社会科番組『未来広告ジャパン！』，小学 5～ 6
年生・中学生向け道徳番組『ココロ部！』『オン・
マイ・ウェイ！』，小学生・中学生向け理科番組『カ
ガクノミカタ』を放送した。
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（2）特集番組
　NHK全国学校音楽コンクール関連として『発
表！Nコン2015課題曲』『Nコンマガジン　スーパ
ー合唱教室』『SEKAI NO OWARI　中学生に贈
る「プレゼント」』等を放送し，10月の全国大会
に向けて多面的な展開を図った。
　また，「NHK杯全国放送コンテスト」関連とし
て，『ティーンズビデオ』『ティーンズラジオ』で
優秀な作品を紹介した。
　さらに，昔話を題材に裁判員裁判を疑似体験で
きる『昔話法廷』を夏の特集として 3本放送し，
若年層を中心に大きな反響を呼んだ。
　また，プログラミング教育をテーマに開発した
番組『Why！？プログラミング』は，アメリカ
の研究機関MITメディアラボとの連携のもと，
実際に作品を作成できる環境をサイトに整備し，
これまでに6,000人もの参加を得た。
　また，『いじめをノックアウト』を核にいじめ
問題を考えるキャンペーンを展開。10月と 3月に
『いじめをノックアウトスペシャル』を放送し
た。視聴者から寄せられた「行動宣言」は，10月
ついに目標の100万件を突破。 3月時点では111万
件超，参加した学校は4,000を超えた。さらにい
じめ防止スタンプやキャンペーンソングのアイデ
ア募集も呼びかけ，完成させた。
　このほか，「NHK for School」で新開発したウ
ェブコンテンツ「ものすごい図鑑」を使って自然
の楽しみ方を伝える番組や，全国の小学校57チー
ムの頂点を決める『なわとびかっとび王選手権
2015』など多数の特集番組を放送した。
（3）教育イベント関連
①「第66回放送教育研究会全国大会」（ 8月 4～
5 日）は，東京都渋谷区で開かれた。「体感！！
アクティブ・ラーニングに向けたICT活用のツ
ボ」をテーマに，授業における，特にタブレット
端末を使った「NHK for School」の利用のしか
たについて，ワークショップや活発な議論が展開
された。
②「第82回NHK全国学校音楽コンクール」に
は，小・中・高合わせて2,576校，約10万人が参
加した。NHKホールで行われた「全国コンクー
ル」（10月10～12日）では小学校・中学校・高等
学校の部を生放送した。
③「第62回NHK杯全国高校放送コンテスト」に
は地方予選を含め，全部門合わせて1,662校が参
加した。
④「第32回NHK杯全国中学校放送コンテスト」
には地方予選を含め，全部門合わせて600校が参

加した。
⑤「NHK for School ICT活用講座」を全国 8
か所で開催し，「NHK for School」の番組とウェ
ブコンテンツの活用方法を学ぶ，体験型の講座を
提供した。そのほか，専門の担当者が学校現場な
どで「NHK for School」の活用法を紹介する研
修として「NHK for School基礎セミナー」を，
35か所で実施した。
（4）学校教育関連委員会
①教育放送企画検討会議 （年 2 回／ 6月，12月）
　全国各ブロックからの意見を集約して番組計画
を立案した上で，学識経験者，全国放送教育研究
会連盟役員，教員，教育行政関係者と，2015～16
年度の「NHK for School」の制作方針および教
育コンテンツの将来の在り方について検討を行っ
た。
②学校放送番組委員会
　各番組の企画・制作にあたって，学識経験者，
教員，教育行政関係者などと意見交換を行い，学
校現場の意向や要望を反映させた。

Ⅲ．趣味・実用番組
（1）定時番組
　料理番組については，長年多くのファンからの
支持を受けている『きょうの料理』，主に初心者
に向けて料理の基本を分かりやすく伝える『きょ
うの料理ビギナーズ』を月～木曜の午後 9時台に
放送した。 9月からは，月に 1回『生放送 月刊
きょうの料理』を放送。Twitterで寄せられる質
問に講師が答える演出で視聴者から好評を得てい
る。同じく固定ファンに支えられている園芸につ
いては，野菜作りの楽しさを伝える『趣味の園芸　
やさいの時間』，園芸初心者向けのミニ番組『趣
味の園芸ビギナーズ』，本格的な園芸ファンのニ
ーズにも応える『趣味の園芸』の 3番組を，日曜
朝 8時台に放送した。
　クラフト系の番組としては，手芸など手作りの
楽しさを伝え，固定ファンから支持されている
『すてきにハンドメイド』を木曜夜 9時台に放
送。さらに14年度から定時化した『ガールズクラ
フト』は，小中学生向けに安価な素材でかわいい
雑貨やアクセサリーを手作りするノウハウを紹介
し，大きな反響を得ている。
　趣味のジャンルを扱う『趣味どきっ！』は15年
度から定時番組として月～水曜夜 9時台に放送。
「ペット画」や「スマホ動画」などの手軽な趣味
から，文化体験，スポーツ講座まで，現代社会の
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趣味の多様化に合わせて放送。番組・テキストと
もに好評を博した。
　月～木曜の夜間には，暮らしに役立つさまざま
なノウハウをコンパクトに伝える 5分ミニ番組
『まる得マガジン』を放送した。
　若者に身近な事象を経済学で分かりやすく読み
解いていく『オイコノミア』は， 4年目を迎え，
存在感のある番組として定着。枠内特集なども積
極的に放送し，視聴者層のすそ野を広げている。
　同じく 4年目を迎えた『団塊スタイル』は，ジ
ャンルの幅を広げる一方で，高齢者の関心の高い
健康的な暮らしをテーマにした番組を積極的に放
送。シニア世代の視聴者から支持を集めている。

Ⅳ．外国語講座番組
（1）定時番組
　Eテレでは17番組，ラジオ第 2では27番組の合
計44の定時番組を制作・放送した。
①Eテレ
　20年開催の東京オリンピック・パラリンピック
や年間2,000万人に迫る訪日外国人の増大を背景
に，世代を超えて高まる語学学習へのニーズに応
える番組を放送した。英語では新番組として『エ
イエイGO！』を制作。中学英語の基本である「語
順」と「発音」をテーマに，日本人にありがちな
間違いをピックアップし，間違いの原因を解き明
かしながら，「通じる英語」を目指した。そのほか，
前期の『おとなの基礎英語』はシーズン 4を制
作。シーズン 3となる後期制作の『しごとの基礎
英語』では，仕事で英語を使わざるをえない人た
ちのために，いくつもの要素が含まれる長い文章
を話すことに挑戦する内容とした。また，英語の
発音に特化した 5分番組『ニュースで英会話プラ
ス』を新作。同日に放送された『ニュースで英会
話』に登場した英語表現を題材に，lとrやthとs
とshなどの発音のしかたを，歯形やパターンを使
って分かりやすく解説した。スタジオには発音評
定のロボット「キキワケくん」を配置し，英語発
音の機械判定も行った。
　そのほかの言語では独・仏・中・西・伊・ハン
グル・露・アラビアの 8言語を放送。欧州 4言語
では14年度に引き続き，CEFR（セファール・ヨ
ーロッパ言語共通参照枠）のA1レベルを参考に
内容を組み立てた。また，『テレビで中国語』では，
日本人が苦手とする声調を波形にして確認できる
「声調確認くん」を開発。番組で使用するだけで
なくホームページやアプリとして公開し，新たな

学習手法として導入した。
②ラジオ第2
　英語講座では，『基礎英語』シリーズのほか，『ラ
ジオ英会話』や『実践ビジネス英語』など，本格
的に英会話に取り組みたい人，ビジネス現場で使
う高度な英語表現を学びたい人に向けた講座を放
送した。英語以外の外国語では，16年のリオ五輪
開催にあわせて『ポルトガル語入門』を 4年ぶり
に新作。ブラジルでの日常会話表現を紹介した。
そのほか，欧州各国語，中国語，ハングル，アラ
ビア語など，きめ細かくレベルを分けて放送し，
言語をより深く学びたいリスナーの要望に応えた。
　ホームページのサービスでは，「NHKゴガク」
がストリーミングや新たに開発した発音練習機能
の充実によって会員数が100万人を突破した。
（2）特集番組
　Eテレでは， 7月に外国人による日本語弁論大
会『ワタシの見たニッポン』を放送。年末年始に
は『TOKYOおもてなし計画』と題し，訪日外国
人が喜ぶもてなしとは何かを紹介した。 3月には
『エイエイGO！スペシャル「ミッション　イン　
イングリッシュ」』として，出演者がそれぞれの
英語レベルにあわせ，外国人とのデートやニュー
ヨークでの舞台修業などに挑戦した。
　ラジオ第 2では，年末年始に『エンジョイ・シ
ンプル・イングリッシュ』のスペシャル版を放送。
また，『ニュースで英会話』のスペシャル版では
事前のホームページアンケートで上位を占めた
「18歳選挙」，「リオ五輪」，「米大統領選」の 3つ
の注目ニュースについて，関連する英語表現や背
景解説を，街頭インタビュー等も交えて放送した。
そのほか，『食べて！歌って！まるごとユーロ！』
と題して，ヨーロッパ各国の食の話題と音楽を 4
日連続で放送。言葉の魅力もあわせて楽しく紹介
した。

Ⅴ．文化・福祉番組
　文化・福祉番組部では，教養・生涯学習への多
様な要望に応える文化番組，子ども・障害者・高
齢者等の社会的弱者の課題に取り組む福祉番組な
ど，多彩で高品質な番組を制作してきた。
　15年度は，従来通りの教養および知的エンター
テインメント番組に加えて，発災から 5年目に入
った東日本大震災に関連した番組をもうひとつの
重要な柱として，引き続き番組の制作に当たった。
福祉番組や宗教番組，『ETV特集』などで，東日
本大震災や原発事故の深刻な影響，今も翻弄され
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苦しむ人々の姿を取材し，その後も続く避難の状
況，復興に向けての試行錯誤について，文化・福
祉番組部ならではの蓄積や経験を生かした番組を
放送した。
　一方の知的エンターテインメントは，総合テレ
ビの定時枠で『探検バクモン』などを，また，E
テレでは，夜10時台に『SWITCHインタビュー　
達人達（たち）』，夜11時台に『先人たちの底力　
知恵泉（ちえいず）』『100分de名著』などを放送
した。
（1）定時番組
　総合テレビでは，『探検バクモン』がリニュー
アル 4年目を迎え，視聴者に代わってふだんは入
ることのできない現場を探検するスタイルを踏
襲。「東京スカイツリー」「成田空港検疫所」など
を訪ねた。時間を拡大したスペシャル版では， 4
月に「高速道路」， 1月に「シンガポール」を訪
ね，日本社会の今後を見通すヒントを探った。
　新番組『はに丸ジャーナル』を年 6回放送。子
どもの心を持った“はに丸”ならではの視点で
「ゆるキャラブーム」や「著作権問題」など，
「今」を物語るキーワードについて分かりやす
く，かつ楽しく伝えた。
　Eテレの『ETV特集』では，15年も日本社会の
課題を弱者の立場から凝視するとともに，歴史や
文化に新たな角度から光を当てる番組を編成し
た。前者では，「赤ちゃん縁組」を通してつなが
った人たちの記録「小さき命のバトン」，心迷う
人たちがつづったノートから見える人生の叙情詩
「生きると決める　何度でも～京都・大人たちの
想い出草ノート～」，学校に適応できない子ども
たちが生き生きとよみがえる「不器用な ぼくら
の教室～東大・異才発掘プロジェクト～」，人々
に勇気を与え続けているダウン症の書家のドキュ
メント「書家・金澤翔子30歳～娘と母　新たな旅
立ち～」などを放送。後者については「墨に導か
れ　墨に惑わされ～美術家・篠田桃紅　102歳～」，
「二十の顔を持つ男～没後50年・知られざる江戸
川乱歩～」，「沖縄の心（くくる）　共同店物語」，
「“浦”によせる物語～作家・小野正嗣を育んだ
蒲江～」など多彩な番組を放送した。また，戦後
70年目に当たり，今も残る戦争の傷痕や「記憶の
継承」について考える番組も重点的に編成， 5年
目となる東日本大震災の被災地にカメラを据えた
番組も放送した。
　82年から続く『こころの時代』では，競争社会
のストレスや深まる心の闇，また，東日本大震災
などをきっかけに，問い直される人生の意味や，

人々が直面する困難を乗り越える術
すべ

を，宗教関係
者だけでなく多様な分野で活躍する人々への長時
間インタビューを通して掘り下げた。また，15年
度の半期シリーズとして，「日本仏教のあゆみ～
信と行～」を放送した。
　また，夜10時台の『SWITCHインタビュー　達
人達（たち）』，『先人たちの底力　知恵泉（ちえ
いず）』は 3年目，同じく夜10時台の『100分de
名著』は 5年目を迎えた。
　『SWITCHインタビュー　達人達（たち）』で
は，各界の第一線で活躍する“達人”どうしが互
いの現場を訪ね合い，仕事の極意や人生哲学を発
見し合うトーク・ドキュメントを展開。「吉永小
百合×藤原道山」「志村けん×Perfume」「日野原
重明×篠田桃紅」「宮沢りえ×リリー・フランキ
ー」等々，「この番組でしかありえない」異色の
顔合わせを実現させ，注目を集めた。
　『先人たちの底力　知恵泉（ちえいず）』は，
歴史上の人物の知恵を，現代の第一線で活躍する
プロフェッショナル＝「仕事人」が読み解いてい
くという異色の歴史番組として開発された。先人
たちが課題や困難を克服するときに発揮した知恵
は，現代社会でも通用するのではないかという視
点のもと，歴史と現代の知恵の融合や共通項の抽
出を試みた。40～60代を主な視聴者層と位置づけ，
歴史番組にビジネス的な視点を取り入れること
で，これまでの歴史ファンとは違う新たな視聴者
層を開拓した。
　『英雄たちの選択』では，日本の運命を決める
岐路に立った英雄たちの心中に，歴史学，軍事学，
経済学など，さまざまなジャンルの専門家ととも
に深く分け入り，新しいアプローチで日本の歴史
を描いた。
　『100分de名著』では，読みたいと思いながら
も踏み出せなかったり，途中で挫折してしまった
古今東西の名著を分かりやすく解説することをコ
ンセプトに，「ブッダ 最期のことば」「ダーウィン
“種の起源”」「太宰治　斜陽」「アドラー“人生の
意味の心理学”」「司馬遼太郎スペシャル」など，
古今東西を問わず幅広く名著を解説。『100分de
平和論』など，スペシャル版も放送した。
　福祉のジャンルでは，『ハートネットTV』が 5
年目に突入した。14年度にスタートした毎週月曜
放送の「ブレイクスルー」も継続して制作。また，
月ごとに，特集テーマを掲げ，戦後70年，認知症，
パラリンピック，被災地など多様なテーマを 3回
シリーズで深掘りした。特に戦後70年，認知症，
被災地関連は『ハートネットTV』を制作後に特
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集番組への展開を図り，大きな反響を呼んだ。ま
た，継続して「ハート展」や「介護百人一首」「リ
ハビリ・介護を生きる」「公開すこやか長寿」の
放送も行い，フリー枠では個性的なドキュメンタ
リーの制作も続けた。
　一方，これまで継続的に行ってきているホーム
ページ「NHK福祉ポータルサイト」では，掲示
板やツイッターを通じての視聴者同士の議論が活
発に行われた。
　また，15年度より始まった『オトナヘノベル』
では，これまでの『オトナへのトビラTV』をリ
ニューアル。若者のさまざまな悩みにスポットを
当て，社会との向き合い方から，恋愛やネットで
のいじめに関する悩みまで，カジュアルなスタジ
オ演出を織り交ぜて伝え，大きな反響を生み出し
た。
　ほかに，『みんなの手話』『ろうを生きる　難聴
を生きる』『楽ラクワンポイント介護』『ワンポイ
ント手話』，また，ラジオでは『視覚障害ナビ・
ラジオ』『社会福祉セミナー』などの番組で，さ
まざまな障害のある人に対しての情報提供を行っ
た。
　さらに，美術のジャンルでは『日曜美術館』『美
の壺』，歴史ジャンルでは新番組『英雄たちの選
択』，紀行ジャンルでは『世界ふれあい街歩き』
を放送。それぞれファン層を広げ，高い評価を得
た。
（2）特集番組
　戦後70年関連番組として，『戦後史証言プロジ
ェクト　日本人は何をめざしてきたのか　未来へ
の選択』を 4本制作。「第 1回　高齢化社会・医
療はどう向き合ってきたのか」（7.4），「第 4回　
格差と貧困～豊かさを求めた果てに～」（7.25），「第
6回　障害者福祉～共に暮らせる社会を求めて
～」（1.16），「第 7回　難民・外国人労働者～異
国の民をどう受け入れてきたのか～」（1.23）。
『NHKスペシャル』「カラーでみる太平洋戦争」
（8.15）は，14年秋に放送した「カラーでよみが
える東京」に続く試み。戦場での記録映像をはじ
め，国内の動きを伝えるニュースや，庶民が撮影
した銃後の暮らしなど，残されている膨大な映像
の大半はモノクロである。戦争の時代を記録した
映像を国内外から収集し，徹底した時代考証を行
った上で，最新のデジタル技術を駆使して，カラ
ー映像で太平洋戦争を振り返った。『戦後70年　プ
レミアムヒストリー』「知られざる陸軍終戦工作　
あなたは“弱気の勇気”がもてますか？」（8.27）
では，太平洋戦争のさなか，陸軍にいながら，早

期終戦を訴え続けた松谷誠大佐を巡る終戦秘話を
描いた。
　放送90年関連番組として，『認知症キャンペー
ン』特番に参加。「これが認知症を防ぐチョイス
だ！」（4.27），「認知症介護　家族の悩みにこた
えます」（7.15），「アルツハイマー病 進行をくい
止めろ！」（9.8），「認知症の私からあなたへ」
（11.17），「わたしが伝えたいこと　～認知症の
人からのメッセージ～」（12.14）で，認知症のイ
メージを覆し，支援について考察を重ねた。もう
ひとつ，放送90年関連として，『挑戦！人類200万
年の旅～大英博物館展～』（5.5）を制作。東京都
美術館で開かれた「大英博物館展―100のモノが
語る世界の歴史」を舞台に，記録や文献ではなく，
所蔵品から人類の歴史を読み解いた。
　そのほか，『NHKスペシャル』「アジア巨大遺跡　
第 2集　黄金の仏塔　祈りの都～ミャンマー　バ
ガン遺跡～」（10.18），『世界へGO！まるわかりヒ
ストリー』「徳川家康×エリザベス 1世　大坂の
陣の真実」（10.21）。『NHKスペシャル』「盗まれ
た最高機密 ～原爆・スパイ戦の真実～」（11.1），
「シリーズ　認知症革命　第 2回　最後まで、そ
の人らしく」（11.15），「司馬遼太郎思索紀行　こ
の国のかたち　第 2 集“武士”700年の遺産」
（2.14）など多様な特集番組を制作した。
　さらに，初めて障害者スポーツの生中継を行っ
た『2015車いすバスケットボール　アジア・オセ
アニア選手権～リオパラリンピック最終予選～』
（10.17）や，100分に及ぶドキュメント『限界、
その先へ「ドーハ障害者陸上世界選手権」』（11.28）
など，報道スポーツなどとのコラボレーションで，
パラリンピックのこれまでにない放送に挑戦。ま
た， 1月14日には毎年恒例の『歌会始』の中継も
行った。

芸能番組

Ⅰ．ドラマ番組
　15年度のドラマ番組は，連続ドラマ，単発・シ
リーズドラマそれぞれの特長を生かしてクオリテ
ィーの高いドラマ番組の制作を目指した。連続ド
ラマでは『大河ドラマ』「花燃ゆ」，『連続テレビ
小説』「まれ」「あさが来た」がいずれも好評を博
したほか，『ドラマ10』は現代に生きる女性を描
く枠として定着し，大人向けの上質なエンターテ
インメントを目指した『土曜ドラマ』や『木曜時
代劇』『BS時代劇』『プレミアムドラマ』『プレミ
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アムよるドラマ』など，多彩なテーマで視聴者層
の拡大に尽力した。
（1）連続ドラマ
①『大河ドラマ』
　63年「花の生涯」から始まった『大河ドラマ』
は，15年「花燃ゆ」で第54作目。作・大島里美，
宮村優子，金子ありさ，小松江里子。主演・井上
真央。明治維新の前夜，兄・吉田松陰とともに幕
末の志士たちを支え，熱く生きた杉

すぎ

文
ふみ

の人生を描
いた。長州藩の萩で下級武士の娘として生まれた
文は松下村塾に集う若者たちの光となり，成長し
ていく。愛する人を次々と失ったあと，その遺志
を胸に名を美和と改め，藩の奥女中となり，藩の
世継ぎの養育係となる。明治を迎え，県令に任命
された義兄の楫取素彦とともに群馬に赴き，学ぶ
機会のなかった女性たちのため私塾を運営し，新
しい時代を切り開いていった（全50回）。
②『連続テレビ小説』
　「朝ドラ」として定着し，15年度前期の「ま
れ」で92作目。作・篠﨑絵里子，主演・土屋太鳳。
破産寸前で能登に移り住んできた小学生の希

まれ

一
家。父の影響で希はすっかり「地道でコツコツ」
が好きな少女になっていった。市役所に就職した
希は，夢を追う移住者の世話をするうちに，パテ
ィシエになるという夢を取り戻し，横浜の菓子店
に弟子入りする。希は修業・恋愛・結婚・仕事と
の両立などさまざまな試練を乗り越え，心の故郷
になっていた能登に再び帰る決意をする（全156
回）。
　後期・93作目は大阪局制作「あさが来た」。原案・
古川智映子，脚本・大森美香，主演・波瑠。朝ド
ラ初の江戸時代からスタート。幕末の京都に生ま
れたあさは，大阪の両替屋の加野屋に嫁ぐ。商い
に興味のない夫に支えられ，義父や五代友厚から
商いを学び，炭鉱事業を立ち上げていく。あさは
持ち前の負けん気で銀行と生命保険事業を興し，
女子教育発展のため日本初の女子大学の設立に奔
走する（全156回）。
③『木曜時代劇』
　木曜午後 8時， 4シリーズを放送した。「かぶ
き者　慶次」（11回），「まんまこと～麻之助裁定
帳～」（10回），「ぼんくら 2」（ 7回），「ちかえも
ん」（ 8回）。
（2）単発・シリーズドラマ・オーディオドラマ
　『土曜ドラマ』は，土曜午後10時に移設。「64
（ロクヨン）」（ 5回），「ちゃんぽん食べたか」（ 9
回），「破裂」（ 7回），「逃げる女」（ 6回）など社
会派サスペンスを中心に放送し好評を得た。

　また，火曜午後10時の『ドラマ10』では，「美
女と男子」（20回），「デザイナーベイビー」（ 8回），
「わたしをみつけて」（ 4回），「愛（いと）おし
くて」（ 8回）を放送，30～50代女性に向けた枠
として定着した。
　BSプレミアムの日曜午後10時『プレミアムド
ラマ』では，「リキッド」（ 3回），「忌野清志郎　ト
ランジスタ・ラジオ」（ 1回），「ボクの妻と結婚
してください。」（ 6回），「ある日、アヒルバス」
（ 8回），「ラギッド！」（ 4回），「ドラえもん、
母になる」（ 1回），「44歳のチアリーダー！！」（ 1
回），「鴨川食堂」（ 8回），「嫌な女」（ 6回，うち
2回は16年度）を放送した。『プレミアムよるド
ラマ』は火曜午後11時15分から，「その男、意識
高い系。」（連続 8回のうち 3回），「ランチのアッ
コちゃん」（ 8回），「オンナミチ」（ 8回），「仮カ
レ」（ 8回），「はぶらし／女友だち」（ 8回），「初
恋芸人」（ 8回のうち 4回は16年度），バラエティ
ーに富む 6シリーズを放送した。
　金曜午後 8時の『BS時代劇』では，「神谷玄次
郎捕物控 2」（ 8回），「一路」（ 9回），「子連れ信
兵衛」（ 6回），「大岡越前 3」（ 8回）を放送し，
時代劇ファンの期待に応えた。
　特集ドラマでは，『紅雲町（こううんちょう）
珈琲（こーひー）屋こよみ』，『放送90年ドラマ　
経世済民の男』（ 5回），『正月時代劇　吉原裏同
心「新春吉原の大火」』，『海底の君へ』，『恋の三
陸　列車コンで行こう！』（ 3回），『2次元グルメ
ドラマ　本棚食堂』（ 4回），『創作テレビドラマ
大賞「川獺（かわうそ）」』，『放送90年大河ファン
タジー「精霊の守り人」』（ 4回のうち 1回は16年
度）などの意欲的なドラマを制作した。
　オーディオドラマは定時番組『FMシアター』
『青春アドベンチャー』『新日曜名作座』のほか，
『特集オーディオドラマ』を放送した。また，良
質の舞台演劇を中継する番組『プレミアムステー
ジ』では演劇ファンの要望に応えた。

Ⅱ．エンターテインメント番組
　エンターテインメント番組部では，幅広い層の
視聴者に親しんでいただける質の高い娯楽番組を
制作した。15年度は，定時番組のブラッシュアッ
プとともに，16年度以降を見据えた新番組開発に
も取り組んできた。
（1）公開・派遣番組
　視聴者とNHKを結びつける役割を担う公開・
派遣番組の制作は，当部の業務の中核をなしてい
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る。
　15年度は，『NHKのど自慢』（年間46回），『NHK
歌謡コンサート』（ 9回を大阪派遣， 2回を地方
派遣），『MUSIC JAPAN』（ 2回を地方派遣），『ご
きげん歌謡笑劇団』（12回），『新・BS日本のうた』
（34回），『ザ少年倶楽部』（ 2回を大阪派遣），『真
打ち競演』（15回），『キャンパス寄席』（ 5回）の
ほか，特集番組として，チャリティーイベント『歌
謡チャリティーコンサート』（ 2回），若年層に向
けてライブハウスで公開収録した音楽番組『MJ 
presents NiPPoN RockS』（ 2回），震災プロジェ
クトの一環として制作した『明日へつなげるライ
ブ』（ 4回）など，数多くの公開・派遣番組を制
作した。
（2）定時番組
　15年度は，新たに『クリス松村の音楽処方箋』
『サンドウィッチマンの天使のつくり笑い』
『Mas ayuk i S u z uk i R a d i o S h ow GOOD 
VIBRATION』などの番組を立ち上げたほか，『ブ
ラタモリ』が 3年ぶりに復活した。従来からの定
時番組も合わせ，音楽，バラエティー，演芸，知
的エンターテインメント，ラジオ番組など，多様
な番組を提供した。
　音楽番組は，『NHK歌謡コンサート』『NHKの
ど自慢』『SONGS』『MUSIC JAPAN』『新・BS
日本のうた』『ザ少年倶楽部』『AKB48SHOW』
など，幅広い世代の視聴者に合わせて制作。バラ
エティー番組は，『LIFE！～人生に捧げるコント
～』や『ごきげん歌謡笑劇団』『鶴瓶の家族に乾
杯』を制作，視聴者層のさらなる拡大を図った。
演芸番組は，『◯◯◯◯の演芸図鑑』『日本の話芸』
『真打ち競演』『キャンパス寄席』など，多彩な
ラインナップとともに，ベテラン演芸ファンから
若年層まで幅広い層のニーズに応えた。また，知
的エンターテインメント番組として，Eテレで『E
ダンスアカデミー』『ミュージック・ポートレイ
ト』『亀田音楽専門学校』『浦沢直樹の漫勉』『岩
井俊二のMOVIEラボ』を制作。ラジオ番組は，
アイドル，J-POP，洋楽，演歌・歌謡曲といった
幅広いジャンルの音楽番組，『日曜喫茶室』『トー
キング　ウィズ　松尾堂』といったトーク番組や
演芸番組など，ラジオの特性を生かした音楽以外
のジャンルの番組なども制作。多様なラジオリス
ナーのニーズに応えるとともにNHKへの接触者
率の向上を図り，ラジオの存在感を示した。
（3）特集番組
　15年度は，定番の大型歌謡イベントや定時番組
を発展させた特集番組，視聴者層の拡大を狙った

特集番組など，年間でおよそ130本を制作した。
　『第66回NHK紅白歌合戦』は，“ザッツ、日本！
ザッツ、紅白！”というテーマのもと，NHKホ
ールから生放送で届けた。このほか，大型歌謡イ
ベント番組としては，『第47回　思い出のメロデ
ィー』などを制作した。また，復興支援の音楽特
別番組として『震災から 5年　明日へ　コンサー
ト』を制作，福島・会津若松から生放送で届けた。
そのほか『SMAPプレゼンツ　NHKのど自慢in
山田町』『NHKのど自慢チャンピオン大会2016』
といった大型特集や，『アニソンのど自慢G』『六
角精児の呑（の）み鉄本線・日本旅』『昭和の歌
人たち』『洋楽倶楽部』『ザ・プレミアム　たけし
のこれがホントのニッポン芸能史』といったシリ
ーズ特集，『鶴瓶の家族に乾杯　海外スペシャル』
『LIFE！ステージ』『SONGSスペシャル』とい
った定時番組のスペシャル版，『小林賢太郎テレ
ビ』『新　クイズ面白ゼミナール』といった演芸・
バラエティーの特集，さらには定時番組がコラボ
レーションした『タモリと鶴瓶』『ブラタモリ×
鶴瓶の家族に乾杯　真田丸スペシャル』など，多彩
なコンテンツを数多く制作した。
　また，開発番組として，『バナナ♪ゼロミュー
ジック』『歌う！SHOW学校』を制作・放送，16
年度には定時番組化される予定である。

Ⅲ．音楽・伝統芸能番組
　音楽・伝統芸能番組部では，クラシック音楽，
日本の伝統芸能，民謡，ポップスなど幅広いジャ
ンルで，視聴者の期待に応える良質な番組コンテ
ンツを制作し，公共放送として日本の放送文化に
おける重要な役割を担った。
（1）テレビ定時番組
　『にっぽんの芸能』は，舞台中継やスタジオ収
録による演目の鑑賞に加え，NHKのアーカイブ
ス資料を活用し名人たちの芸を振り返るコーナー
企画「古典芸能名人列伝」を新設，愛好家からの
好評を呼んだ。古典芸能を紹介する「古典芸能玉
手箱」のコーナーも継続し，より多くの視聴者に
見てもらえる内容とした。
　不定期放送だった『古典芸能への招待』は13年
度から定時化し，15年度は年間11本放送。能狂言・
文楽・歌舞伎を 2時間じっくり楽しめる内容で視
聴者の期待に応えた。
　『クラシック音楽館』は，NHK交響楽団の定
期演奏会を中心に，国内外のオーケストラによる
注目の演奏会をノーカットでたっぷりと楽しんで
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もらう大型の音楽芸術鑑賞番組。クラシック音楽
の魅力を存分に伝えた。
　『ムジカ・ピッコリーノ』は，「子どもの感性
を刺激する」小学校低学年向け音楽教育番組。毎
回クラシック，ポップス，民族音楽などあらゆる
ジャンルの名曲を取り上げながら，15年度は内容
と出演者を一部変更，親子で楽しめるシリーズを
展開した。
　『ららら♪クラシック』は，「どこかで聴いた
ことのあるクラシックをあなたのものに！」をキ
ャッチフレーズに，初心者にも分かりやすい多彩
な切り口でクラシック音楽の魅力を紹介した。
　このほか，『クラシック倶楽部』で，第一線で
活躍するアーティストによる室内楽の演奏を放
送。『プレミアムシアター』では，世界のクラシ
ック音楽公演を，国際共同制作・独自収録・番組
購入など，バラエティー豊かなラインナップで放
送した。
（2）公開派遣番組
　『民謡魂 ふるさとの唄』を全国 9か所で公開
収録し，民謡や郷土芸能を通じて“その地域なら
では”の「ふるさと」の魅力を伝えた。
　ラジオでは，『民謡をたずねて』14か所，『ベス
トオブクラシック』 4か所，『吹奏楽のひびき』
2か所，『リサイタル・ノヴァ』 2か所，『ららら
♪クラシック』『ブラボー！オーケストラ』 1か
所で公開収録を実施した。
（3）ミニ番組
　『名曲アルバム』では，世界の名曲を，その曲
ゆかりの地の文化や歴史，風土などの映像ととも
に紹介した。
（4）テレビ特集番組
　『MINYO SOUL～唄は時空を超える～』（1.1）
は，他ジャンルで活躍するアーティストが心の奥
底に息づく“MINYO SOUL”をたぎらせ，斬新
なパフォーマンスを披露する新感覚のMINYOエ
ンターテインメント。異空間で繰り広げられたス
タジオライブは，既存の「民謡」の概念を打ち破
る新たな試みとして注目を浴びた。
　『市川染五郎の「鯉（こい）つかみ」～ラスベ
ガスに歌舞伎の花咲く～』（9.27）はラスベガス
における初の歌舞伎公演のもようを 4 Kで中継収
録した。噴水や3Dマッピングを駆使した派手な
内容を，現場の臨場感をありのまま伝え， 4 Kで
の放送とともに海外でも高く評価された。
　『マルタ・アルゲリッチ＆広島交響楽団　被爆
70年・平和への祈り』（8.30）では，アウシュビ
ッツや広島の悲劇を描いた詩の朗読とともに，世

界的ピアニスト，アルゲリッチの演奏を紹介した。
　『時代を楽譜に刻んだ男 山田耕筰』（10.2）で
は，俳優の石丸幹二が歌やドラマを通じて，没後
50年にあたる大作曲家の生涯に迫った。
　『笑顔　光り輝く夏！～フラガールズ甲子園
2015～』は福島県いわき市で行われた「フラガー
ルズ甲子園」参加高校生のドキュメンタリー。優
勝をねらう地元の高校・いわき総合高校と，フラ
に初挑戦するストリートダンスの名門校・大阪府
立箕面高校ダンス部のひと夏を追いかけた。
　『第42回NHK古典芸能鑑賞会』（12.19）は，
NHKならではの豪華な顔合わせと，類を見ない
バリエーション豊かな演目が見どころ。一夜でさ
まざまなジャンルの芸能の至芸を紹介した。
　元日恒例の『ウィーン・フィル　ニューイヤー・
コンサート2016』では，ハイビジョン5.1chサラ
ウンドの高画質・高音質で，オーストリア・ウィ
ーンからの生中継を行った。
　正月 2日に恒例となった『こいつぁ春から～初
芝居生中継～』は，歌舞伎座を舞台に襲名を目前
とした中村芝雀（中村雀右衛門を襲名）と中村橋
之助（中村芝翫を襲名）一家をゲストに迎えて襲
名への思いを生放送で伺った。大阪松竹座からも
歌舞伎を生放送，二元生中継を生かした演出で，
初芝居の華やかな雰囲気をお茶の間に伝えた。
　正月 3日恒例の『NHKニューイヤーオペラコ
ンサート』は，第59回を迎えた。「ライフ・イズ・
ビューティフル～いのちの輝き～」をテーマに，
日本を代表するオペラ歌手たちの熱唱をNHKホ
ールから 2時間生放送した。
　そのほか，『マエストロ・オザワ　80歳コンサ
ート』ならびに『2015セイジ・オザワ松本フェス
ティバル』（10.11），『クラシック・ハイライト
2015』（12.31），『世界へとどけ！日本の伝統芸能』
（1.1）などを制作し，15年度の古典芸能・クラ
シック音楽などの重要なトピックを取り上げて放
送した。
（5）FM特集番組
　『今日は一日“○○”三昧』は，テーマをひと
つのジャンルに絞って一日中たっぷり放送する超
長時間特集番組。15年度は，「“ラ・フォル・ジュ
ルネ”三昧」「プログレ三昧　The 4th」「“世界
のオーケストラ”三昧」等を放送した。
　13回目を迎えた秋の恒例イベント『NHK音楽
祭』は“極上のオーケストラ・サウンド”をテー
マに開催。NHKホールで行われる 4つのコンサ
ートを中心に，初めての試みとなるオープニング・
コンサートなどを放送した。
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　ほかに，『吉田秀和が語ったベートーベン』『生
誕150年 日本人を魅了するシベリウス』『徳光和
夫のふるさと民謡トーク2015』『ヨーロッパ夏の
音楽祭』『バイロイト音楽祭2015』『第14回　東京
JAZZ』『年越しラジオマンジャック』『栗屋敷～
栗コーダーカルテットの夏の愉（たの）しみ～』
『しりすぎてるうた「ラスト・クリスマスのすべ
て」』などを放送し，クラシックファン，ポップ
スファンなどの幅広い期待に応えた。
（6）国際共同制作の推進
　世界各地の音楽祭やオペラハウスでの公演を，
各国の放送局・プロダクションとの共同制作によ
り，水準の高いソフトを低コストで効率的に収録
し放送した。15年度はミラノ・スカラ座やチュー
リヒ歌劇場，ロサンゼルス・オペラなど世界一流
の劇場でのオペラやバレエの公演，ザルツブルク
音楽祭やバイロイト音楽祭などのフェスティバル
のほか，海外の放送局やプロダクションが制作主
体となったプロジェクトのみならず，邦人作曲家・
細川俊夫の新作オペラ「海、静かな海」のハンブ
ルク初演をNHK主体で制作するなど，合計10本
の国際共同制作を行った。また，海外からの番組
購入も積極的に行い，マルチユースすることで大
型のクラシックソフトを安価で安定的に入手し，
効果的に編成・放送した。

購入番組

1．総合

　定時ドラマでは，日曜の午後11時に，英国ドラ
マ『ダウントン・アビー 3』（14年度から引き続
き），NHK初のスペインドラマ『情熱のシーラ』
（ 6月～），『アガサ・クリスティー　トミーとタ
ペンス― 2 人で探偵を―』（10月～），そして『ダ
ウントン・アビー 4』（ 1月～）を放送した。
　また，『ダウントン・アビー 4』の放送前には，
関連ドキュメンタリーとして『海を越えたアメリ
カン・プリンセス』を 3本シリーズで放送した。
　アニメでは， 8， 9月に50年ぶりの新シリーズ
となった『サンダーバード ARE GO』（8.15，16，
22，29，9.22，23）をオリジナルの『サンダーバ
ード』（8.20，21，29，9.21～23）とともに特集的
に編成した後，10～ 3 月にレギュラー放送を行っ
た（土，17:35／木，0:40）。

2．Eテレ

　定時ドラマでは『サム＆キャット』（前期　水，

19:25　14年度より継続），『超能力ファミリー　サ
ンダーマン　シーズン 2』（後期　水，19:25），『ア
イ・カーリー』（土，18:25），『サム＆キャット』
（16. 2 ～　土，18:25）の米国ドラマを放送した。
また， 7， 8月の夏休み期間には『ハンク―ちょ
っと特別なボクの日常―』（ 6回 水，19:25）を
放送した。　
　ドキュメンタリーでは，定時番組『地球ドラマ
チック』（土，19:00）の中で，「 4歳児のヒミツ
～驚きがいっぱい～」「本当はワイルドなペット
たち」「巨大昆虫はなぜ絶滅したのか」「UFO出
現！？そのとき何が？」などを放送，好評を得た。
　定時アニメでは，通年で土曜の午前 8時35分か
ら『おさるのジョージ』と『ひつじのショーン』
を放送。土曜の夜 6時からは『スポンジ・ボブ』
（ 4～ 9 月）と『ザ・ペンギンズ』（10～ 4 月）
を放送した。
　大型連休に合わせては，『おさるのジョージ　
スペシャル「ゆかいな大冒険！」』（5.2），『ウォ
レスとグルミット、危機一髪』『アードマンの仲
間たち』（5.4），『映画はなかっぱ』（5.5），『おさ
るのジョージ　スペシャル「わくわくアドベンチ
ャー」』（5.6）を放送。 6月には『ザッツはなか
っぱミュージカル　パンとごはん、どっちな
の！？』（6.7），『劇場版　忍たま乱太郎　忍術学
園全員出動！の段』（6.14）を放送した。
　冬休みには，『スノーマン』（12.24），『スノー
マンとスノードッグ』（12.26），『おさるのジョー
ジ　スペシャル「ゆかいな大冒険！」』（1.2），『映
画　きかんしゃトーマス　勇者とソドー島の怪物
（モンスター）』（1.3，2.11），『ミッフィーとおと
もだちスペシャル「おたんじょうびおめでと
う！」』（1.10），『ウォレスとグルミット、危機一
髪』（1.10），『ウォレスとグルミット「ベーカリ
ー街の悪夢」』（2.7）を放送した。
　 1月からは，『ラブライブ！』を週末の夕方に
3か月にわたり特集編成（1.2，9，16，23，30，
2.6，14，21，27，3.5，12，20）。さらに， 2月末
～ 3月には「海外アニメ特集」と題して，『スポ
ンジ・ボブ　スペシャル「スポンジ・ボブの真
実」』『ピクサー短編アニメーションセレクショ
ン』『ディズニー短編アニメーションセレクショ
ン』『ダム・キーパー』ほかの作品を放送した
（2.27，3.6，13，15～19，21）。

3．BS1

　『BS世界のドキュメンタリー』は，海外のプ
ロダクションが制作したドキュメンタリーを，毎
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週 1つのテーマを設定して放送した。「戦後70年
とその後の世界」（ 8月），「テロの脅威と監視社
会」（ 9月），「巨大グローバル企業の舞台裏に迫
る」（11月），「大統領選が本格始動！アメリカ社
会はいま」（ 2月）など。戦争を扱ったものやグ
ローバル企業には，多くの反響が寄せられた。番
組ウェブサイト上で視聴者に投票を呼びかけて
「もう一度見たい番組」として，放送をラインナ
ップする試みも継続した。
　さらに世界のニュースに即応する番組も機動的
に制作し，『BS世界のドキュメンタリー』「ヨー
ロッパ難民危機」，「パリ　戦慄の 3日間」（イス
ラム過激派のテロ），『デビッド・ボウイ　 5つの
時代』（追悼番組）などは好評を得た。

4．BSプレミアム

　『プレミアムシネマ』は14年度の編成を踏襲
し，月曜夜 9時の映画枠は洋画を編成，「ダイ・
ハード4.0」（6.16），「バンテージ・ポイント」（7.7），
「プラダを着た悪魔」（9.21），「エアフォース・
ワン」（11.23），「ターミネーター」（1.25），また
2月 8日から 3週連続で「バック・トゥ・ザ・フ
ューチャー」 3部作（2.8，15，22）などを放送
した。
　火曜夜 9時は邦画を中心に編成，「はじまりの
みち」（4.14），「鉄道員（ぽっぽや）」（5.19），「ピ
ンポン」（6.9），「キタキツネ物語　―35周年リニ
ューアル版―」（8.11），「子猫物語」（9.8），「マザ
ーウォーター」（10.13），「宇宙兄弟」（10.27）を
放送，11月には高倉健さんの一周忌に合わせて
「居酒屋兆治」（11.2），「駅　STATION」（11.7），
「君よ憤怒（ふんど）の河を渉れ」（11.9），「幸
福（しあわせ）の黄色いハンカチ」（11.10），「海
峡」（11.10），「夜叉」（11.11）と主演作を特集した。
　土曜夜には，「007／カジノ・ロワイヤル」（4.4），
「ダイ・ハード 3」（5.23），「アルマゲドン」（7.4），
「007／慰めの報酬」（9.5），山田洋次監督の「お
とうと」（12.5），「ステキな金縛り」（1.16）など
を放送した。
　このほか，大みそかから元日にかけては『年越
し映画マラソン』として，「のだめカンタービレ
最終楽章（前・後編）」（12.31），「ジュラシック・
パーク」 3部作一挙放送（12.31），元日はアクシ
ョン・コメディ「オーシャンズ11」，「オーシャン
ズ12」，「オーシャンズ13」，「ライフ・オブ・パイ／
トラと漂流した227日」などを放送した。
　金曜深夜は，「キツツキと雨」（4.3），「ブラッ
クホーク・ダウン」（5.15），ドキュメンタリー「フ

ァッションが教えてくれること」（6.5），「地獄の
黙示録」（8.14），「ディア・ハンター」（8.28），「戦
争のはらわた」（10.9）などを放送した。また，
1月にはダビアーニ兄弟のイタリア映画「父　パ
ードレ・パドローネ」（1.15），「サン・ロレンツ
ォの夜」（1.31），デビッド・ボウイさんをしのん
で「戦場のメリークリスマス」（1.22），スウェー
デンの巨匠・イングマール・ベルイマン監督の映
画「第七の封印」（2.5）も放送した。また， 3月
には『第88回アカデミー賞授賞式　総集編』
（3.11）を放送した。
　海外ドラマでは，定時番組として水曜夜11時15
分に米国ドラマ『キャシーのbig　C』（15年度前
期），米国ドラマ『ワンス・アポン・ア・タイム 3』
（後期）を放送した。『ワンス・アポン・ア・タ
イム 3』は，土曜午後 5時に再放送をした。
　日曜午後 9時に韓国ドラマ『奇皇后』（14年度
から引き続き）を放送し，総集編を 3本放送した。
そして，イギリスドラマ『刑事フォイル』（ 8月
～）を直前特番なども交え，放送した。『刑事フ
ォイル』は日曜午後 4時30分から再放送した。ま
た，土曜朝 8時30分は『馬医』（14年度から引き
続き），『奇皇后』（ 9月～）を再放送した。
　旧作ドラマとしては，『アガサ・クリスティー　ミ
ス・マープル　ハイビジョンリマスター版』（ 5
月～），『名探偵ポワロ　ハイビジョンリマスター
版』（土　16:00　10月～）を放送した。
　関連特集番組としては，『キャシーのbig　C　
総集編』（ 7月），『刑事フォイルからの招待状』（10
月），『奇皇后　総集編』（ 8月），などを放送した。
　アニメは，『美少女戦士セーラームーン』（月　
18:30），『新トムとジェリー　ショー』（ 4～ 9月・
火　18:30，10～ 3 月・日　7:30），『カンフー・
パンダ　ザ・シリーズ』（10～ 3 月・火　18:30），
『ベルサイユのばら』（水　18:30）を放送。また，
特集として『進撃の巨人』を 1～ 3月に深夜帯で
放送。 さらに 3月には新海誠監督の映画 3作『秒
速 5センチメートル』（3.8），『ほしのこえ』（3.18），
『言の葉の庭』（3.25）を放送した。

国際共同制作
　NHKは1980年から，継続的に海外の放送局や
制作会社，配給会社と国際共同制作を行っている。
事務局は編成局展開戦略推進部に置いている。
　国際共同制作は大型番組を制作するうえで今や
世界的に常識となっている。この背景には，テレ
ビ番組市場を巡る環境が厳しさを増していること
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が要因として挙げられる。インターネットとの競
合や多チャンネル化で良質なソフトへの需要が高
まる中，国際間で制作費を分担して高品質の番組
を確保する動きが活発化しているといえる。最近
は全世界を対象にしたSVODサービスの誕生によ
りメディアを超えた新たなパートナーシップの構
築も課題になっている。15年度に放送した国際共
同制作番組は39タイトル，78本であった。
　 5月から放送された『NHKスペシャル』「生命
大躍進」は，フランステレビジョンと米SVODの
キュリオシティーとの共同制作。40億年前の地球
の最初の生命から私たち人間まで，壮大な進化の
ドラマを 3回シリーズで描いた。また，被爆70周
年を迎えた 8月，『NHKスペシャル』「きのこ雲
の下で何が起きていたのか」を放送し，仏制作会
社との共同制作により，フランステレビジョンを
初め，多くのヨーロッパの国々でも特別番組とし
て放送された。英プロダクションの企画『BS1ス
ペシャル』「ヒロシマ　世界を変えたあの日」と
合わせて，広島をテーマにした国際共同制作を 2
本実現させた。10月・11月に放送した『NHKス
ペシャル』「アジア巨大遺跡」では中国の制作会
社との共同制作で兵

へい

馬
ば

俑
よう

の 8 K撮影を実現，また，
ミャンマー編では，MNTVと共同制作を行った。
『ドキュメント72時間』チームが韓国KBSと共
同制作した『今夜、世界の片隅で』はそれぞれが
取材・撮影を担当したエピソード 2本を交換，両
国で放送された。
　そのほか15年度に放送した主な国際共同制作番
組は以下のとおり。
○ドキュメンタリー
　『ワイルドジャパン』：BBC／BBCワールドワ
イド（英）。『サイエンスZERO』「サイバーセキュ
リティ」：WGBH／NOVA（米）。『幸せ調査隊 in 
ベトナム』：VTV（ベトナム）。
○音楽ほか
　『プレミアムシアター　小曽根真＆ニューヨー
ク・フィル　ニューイヤーズ　イブ』：メディア
アトリエ（米）。『プレミアムシアター　歌劇
「STILLES MEER　海、静かな海」』：ユニテル
（独）。『玉置浩二　シンフォニックコンサートin 
香港』：TVB（香港）。

放送番組の国際交流

1．番組交換

　NHKは，海外の放送事業者との番組交換を，

文化交流の促進や放送を充実させる目的で，協力
協定や覚書に基づいて積極的に行っている。15年
度も，ラジオ番組の提供と受け入れが行われた。
（1）ラジオ番組の提供
　15年度は，パーヴォ・ヤルヴィのNHK交響楽
団首席指揮者就任を記念した『N響定期公演』を
はじめ，同じくヤルヴィ指揮による『N響“第
9 ”演奏会』，そして「NHK音楽祭2015」「セッシ
ョン2015／2016」など76番組，合計215時間22分
の音源をEBU正会員および準会員（34か国・36
の放送機関）に対し提供した。「N響ベートーベ
ン第 9 演奏会」は毎年ユネスコが開催する
「WRD（ワールド・ラジオ・デー）」向けに提供
し，EBU本部により「WRDスペシャル・コンサ
ート」に選ばれるなど特に注目を集めた。
（2）ラジオ番組の受け入れ
　15年度は，23か国35放送機関から163件，計278
時間31分の音源を受け入れた。ベルリン・フィル
ハーモニー管弦楽団の演奏会をはじめ，ドイツ，
スイス，フランス，米国を本拠地とする主要オー
ケストラの演奏会とBBCプロムス2015，ヨーロ
ッパ夏の音楽祭，バイロイト音楽祭などの主要音
楽祭，ロイヤル・オペラハウス，ウィーン国立歌
劇場，パリ・オペラ座による話題のオペラ公演な
ど，バラエティー豊かに放送した。

2．外国放送事業者への取材協力

　NHKは，外国放送機関との相互協力の一環と
して，取材制作協力を積極的に行っている。
　協力協定，ニュース取材への協力，海外総支局
との関係等を考慮し，依頼に応じて編集・方式変
換・衛星伝送や，カメラ，スタジオ，中継車など
設備・機材の貸し出し，要員の協力・あっせんを
行っている。
　15年度の取材協力は，15か国・16放送機関に対
して，延べ100件であった。
（１）時事リポート
　中国CCTVは，東京株式市場や日本の経済トピ
ックスについて，NHK関連施設から毎週 2回，
定時生中継を行った。また， 4月には上海テレビ
が，中国で急速に進む少子高齢化問題の番組を制
作するにあたり，日本に取材班を派遣したため，
コーディネーション等のサポートを行った。イギ
リスBBCでは， 6月に横浜局のラジオスタジオ
を使って，ラジオ生放送を実施したほか， 8月に
は「広島平和式典」のラジオ生中継を計画してい
たため，現地事務局との連絡・調整を行った。
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（2）スポーツ
　スポーツ関係では，11月に長野で開催された，
NHK杯国際フィギュアスケート競技大会につい
て，アメリカNBCやカナダCBC，EBUなどのラ
イツホルダー向けに，ホスト映像の配信やユニ伝
送を実施した。
　このほか，海外放送機関から問い合わせはあっ
たものの，最終的に不成立に終わった案件が10件
あった。

「日本賞」教育コンテンツ国際コンクール
　「日本賞」は1965年の創設以来，教育番組の国
際コンクールとして，世界の教育番組の質の向上
および国際理解と協力の増進に貢献してきた。各
国の制作者が交流し議論する場や，メディアを利
用した教育に関する最新情報を交換する機会とし
て大きな役割を果たし，その結果，いわゆるメデ
ィア先進国ではない国や地域からも多くの参加を
得ている。近年はインターネットをはじめとする
情報技術の急速な進展やデジタル放送の開始な
ど，著しい変化を遂げる教育メディアのデジタル
化に対応し，既存の対象年齢別カテゴリーの枠に
収まらない革新的なメディアの活用に挑む作品の
顕彰も始めている。
　15年，創設から50年目となる第42回コンクール
は，「NHK文化祭」の一環として10月15日から22
日の 8 日間，東京・渋谷のNHK放送センターで
行われた。応募は55の国と地域の226機関から，
コンテンツ部門に293本，企画部門に46本，合計
で339本となった。
　審査は，日本賞事務局が委嘱した世界12の国と
地域の12人の審査委員によって厳正かつ公平に行
われた。
　12年の第39回からスタートしたIPCEM（イプ
セム：教育コンテンツ世界制作者会議）も，内容
をさらに充実させ，世界のコンテンツ制作者や研
究者による最先端情報と意見の交換が精力的に行
われた。
　最終日を飾る「授賞式」は101スタジオで行わ
れた。審査委員，受賞者，大使館関係者などが出
席し，女優の木村佳乃さんとNHKの真下貴アナ
の司会により，活気あふれる雰囲気の中で各賞が
授与された。
　「グランプリ日本賞」は，オランダのファミリ
ーフィルム＆テレビ制作の「キミの心の“ブラッ
ク・ピーター”」が受賞した。（⇒p.667）
　また，これまで個別の番組を対象としていた

NHK会長賞を，「日本賞」の発展や教育コンテン
ツの質の向上に貢献した個人・団体に授与するこ
ととした。50年を記念した15年は，ミルトン・チ
ェンさん，ジョージ・オークランドさん，モニー
ザ・ハシミさんの 3人に贈られた。
　関連番組として，『日本賞の 8日間～世界の教
育コンテンツ2015～』（Eテレ，11.14），『まるご
と見せます　世界の教育コンテンツ～日本賞2015
～』（Eテレ，12.31）と題して，会期中のドキュ
メントや各カテゴリーの最優秀作をノーカット版
で放送した。また，50周年の特別企画として日本
科学未来館で開催したイベントのもようを『日本
賞50周年記念番組　U18　ぼくらの未来』（Eテレ，
16.1.3）で紹介した。
　詳細は，http://www.nhk.or.jp/jp-prize/

NHK文化祭
　00年以来「教育番組の祭典」として親しまれて
きた「教育フェア」が，10年度からは若者や大人
も対象にした多様な教育文化的サービスを体験す
るイベント「NHK文化祭」に衣がえした。制作
者が視聴者の反応や要望に直接触れ，コンテンツ
の新規開発を促進するイベントを目指している。
（1）「たいけん広場2015」
　会館公開イベント「NHK文化祭たいけん広場
2015」は，10月31日（土），11月 1 日（日）の 2
日間実施した。制作および事業，関連団体等現場
から企画を募集して実施。屋内・屋外・ふれあい
ホール・スタジオパークが一体となり，来場者が
一体感や参加感を楽しめるイベントを展開した。
2日間の総入場者数は 3万4,328人を記録した。
　名前どおり「たいけん」を重視し，放送局なら
ではの番組の「本物」を体感できる企画，事前の
予約なしに当日来場して参加でき企画を積極的に
展開した。
　また，「ふるさとの食　にっぽんの食東京フェ
スティバル」，「おかあさんといっしょファミリー
コンサート」（有料チャリティー・イベント），ス
タジオパーク無料公開，どーもくん食堂（一般公
開＆特別メニュー提供）なども同時開催した。
（2）「アジア教育プロデューサー会議」
　10月17～22日，NHKをはじめタイ・マレーシア・
ブルネイ・モンゴル・ベトナム・ブータン・カン
ボジアの 8放送局のプロデューサーが集い，第 5
回「ABUデジスタ・ティーンズ」に向けて各国
で開催された作品制作ワークショップの報告や，
イベント，番組制作などについて議論した。同時
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にアジアの映像教育や，メディア教育のあり方な
どについても語り合った。
　関連番組として『ABUデジスタ・ティーンズ
2015　国際大会』（Eテレ，2.14）を放送したほか，
英語版を 3月20日，NHKワールドTVで放送した。
ブルネイ国営放送がホストとなりバンダルスリベ
ガワンで11月21日に開催されたイベントには，
NHKのほか，RTM（マレーシア）・NBT（タイ）・
VTV（ベトナム）・RTB（ブルネイ）・MNB（モ
ンゴル）・TVK（カンボジア）・BBS（ブータン）
を通して選ばれた各国代表ティーンズが大集結
し，「Happiness」をテーマに制作した映像作品
とそのメイキングを紹介。アジア各国からの留学
生も参加し，国際交流のもようを楽しく伝えた。
（3）関連番組編成
　「日本賞」関連では， 8日間の会期中のイベン
トのもようを11月14日に放送したほか，日本賞各
賞の受賞作を紹介する特集番組，また，50周年を
記念した番組などを年末年始に特集編成した。
　「たいけん広場」関連では，10月31日の『土曜
スタジオパーク』（G）で会場のもようを生中継
したほか，『ざわざわ森のがんこちゃん』（Eテレ），
『えいごであそぼ』（Eテレ），『シャキーン！』（E
テレ），『ビットワールド』（Eテレ），『ガールズ
クラフト』（Eテレ），『デジタルであそぼ！　お
かあさんといっしょ』（Eテレ）など，会場イベ
ントの様子を定時番組の中で紹介した。ラジオで
も，『劇ラヂ！ライブ2015』の公開生放送や，『音
楽遊覧飛行ワールドワイドⅢ』の公開収録を行
い，特集として放送した。

放送番組コンクール

Ⅰ．国際コンクール
　15年度は，21のコンクールで延べ38の番組が受
賞した。
　ジョージ・フォスター・ピーボディー賞では，
『BS1スペシャル「Brakeless～JR福知山線脱線
事故 9年～」』がグランプリを受賞。イタリア賞
では，『君が僕の息子について教えてくれたこと』
がシグニス特別賞を受賞した。
　ABU賞では，ラジオ：ドラマ番組部門で，『FM
シアター「真昼の流れ星」』がABU賞を，テレビ：
スポーツ番組部門で『勝てない相手はいない～錦
織圭　成長の軌跡～』が奨励賞を受賞した。
　アメリカ国際フィルム・ビデオ祭では，教育部
門：プリスクール／幼稚園カテゴリーで『ミミク

リーズ「きいろとくろのヒミツ」』が，教育部門
最優秀賞とゴールド・カメラ賞を受賞。
　ワールド・メディア・フェスティバルのエンタ
ーテインメント部門：教育エンターテインメント
カテゴリーでは，『バリバラ～障害者情報バラエ
ティー～「出生前検査（１）」』がインターメディ
ア・グローブ銀賞を受賞した。
　日本賞では，コンテンツ部門幼児向けカテゴリ
ーで『デザインあ　＃85』が最優秀賞（総務大臣
賞）を受賞した。
　シカゴ国際映画祭テレビ賞では，『アニメ　山
賊の娘ローニャ』がアニメシリーズ部門で金賞を
受賞した。

Ⅱ．国内コンクール
　15年度は，22のコンクールで延べ77の番組等が
受賞した。
　放送文化基金賞では，テレビドキュメンタリー
番組部門で，『ETV特集』「薬禍の歳月～サリド
マイド事件50年～」が最優秀賞を受賞した。また，
テレビドラマ番組部門では『土曜ドラマ』「55歳
からのハローライフ」が，テレビエンターテイン
メント番組部門では，『漱石「こころ」100年の秘
密』が優秀賞を受賞した。
　文化庁芸術祭ではテレビ・ドキュメンタリー部
門で『ETV特集』「薬禍の歳月～サリドマイド事
件50年～」が大賞を受賞。また，テレビ・ドラマ
部門では，『土曜ドラマ』「64（ロクヨン）」が大
賞を，『スペシャルドラマ「洞窟おじさん」』が優
秀賞を受賞した。
　「地方の時代」映像祭では，『NHKスペシャ
ル』「命と向きあう教室～被災地の15歳・ 1年の
記録～」が選奨を受賞した。
　橋田賞は，『連続テレビ小説』「花子とアン」が
受賞。菊池寛賞は，『NHKスペシャル』「カラー
でよみがえる東京」および「カラーでみる太平洋
戦争」が受賞した。
　科学技術映像祭では，自然・くらし部門で，
『NHKスペシャル』「新島誕生　西之島～大地創
成の謎に迫る～」が文部科学大臣賞を受賞。
『NHKスペシャル』「小笠原の海にはばたけ～ア
ホウドリ移住計画～」が優秀賞を受賞した。科学
放送高柳賞は，『NHKスペシャル』「腸内フロー
ラ　～解明！驚異の細菌パワー～」が優秀賞を受
賞した。
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アナウンス

1．公共放送の顔として多彩な業務を展開

　15年度，アナウンサーは統一地方選挙や通常国
会への対応をはじめ，口永良部島噴火，浅間山や
箱根山の小規模噴火，台風11号，関東・東北豪雨
など自然災害での緊急報道など，正確で迅速な報
道による公共放送の使命達成に取り組んだ。
　「戦後70年」の関連番組では，少年兵を取り上
げた『NHKスペシャル』の取材，制作にアナウ
ンサーが関わったのをはじめ，被爆70年を迎えた
広島局と長崎局のアナウンサーを中心にラジオ特
集やインタビューシリーズを制作した。
　 5年が経過した東日本大震災の関連番組には，
3日間のテレソンに14人のアナウンサーが参加す
るなど，21番組に延べ43人のアナウンサーがキャ
スターやリポーターとして関わり，被災地の現状
や課題を伝えた。
　スポーツでは，女子ワールドカップサッカー・
カナダ大会，ラグビーワールドカップ2015などの
国際大会にアナウンサーを派遣。試合展開に即し
た実況コメントで現地の興奮を伝えた。
　全国のアナウンサーが制作する『インタビュー
ここから』は15本を制作，『100年インタビュー』
は 3本制作した。
　15年 3 月末現在，アナウンサーは472人。内訳
はアナウンス室129人，ラジオセンター・日本語
センター・グローバルメディアサービス・地域放
送局343人。女性アナウンサーは全国で82人。
（1）報道
〔統一地方選挙〕
　 4月の統一地方選挙では，前後半あわせて延べ
58人のアナウンサーが開票速報に対応した。総合
テレビのメインキャスターは武田真一，データ紹
介は松村正代，開票状況は高瀬耕造の各アナウン
サーが担当。ラジオ第 1のメインキャスターは野
村正育，開票状況は永井克典の各アナウンサーが
担当した。
〔国会中継〕
　安全保障関連法案に関する国会中継は， 5月の
審議開始から 9月の成立までおよそ130時間にの
ぼり，23人のアナウンサーが交代で中継を担当し
た。
〔災害報道〕
　 5月，口永良部島噴火では噴火当日に全国から
4人のアナウンサーを屋久島に派遣し，島民避難

の様子を中継で伝えた。その後も全国的な応援態
勢を組み， 1か月間に28人のアナウンサーが屋久
島や鹿児島局に入って中継やスタジオ業務を担当
した。
　 7月，大型で強い台風11号が四国に上陸し，西
日本を中心に大雨をもたらした際は，全国19人の
アナウンサーが中継を担当した。 9月，「関東・
東北豪雨」では，全国的な応援態勢を組み，半月
間に20人のアナウンサーが被災地に入って中継や
ライフライン放送を担当した。鬼怒川の堤防が決
壊した茨城県常総市の中継では，住民を救助する
ヘリコプターの映像に合わせてスタジオキャスタ
ーの高瀬耕造アナが「助けが来るからあきらめな
いでください」と呼びかけ，被災者から「励まさ
れた」などの声が寄せられた。
（2）一般番組
〔定時番組〕
　15年度の定時番組ではテレビとラジオ合わせて
130番組に延べ208人のアナウンサーが対応した。
　総合テレビでは，新番組『ニュース　シブ 5
時』に松尾剛アナと寺門亜衣子アナ，『これでわ
かった！世界のいま』に井上裕貴アナ，『ブラタ
モリ』に桑子真帆アナを起用。『おはよう日本』
には和久田麻由子アナなど新たに 9人のアナウン
サーを配置した。
　Eテレでは，新番組『ウワサの保護者会』に高
山哲哉アナを起用。『先人たちの底力　知恵泉（ち
えいず）』は新たに近田雄一アナの担当となった。
　ラジオ第 1では，正午・19時の『ニュース』は
野村正育アナ，『先読み！夕方ニュース』は畠山
智之アナの担当となった。
〔特集番組〕
　夏の特集編成では，テレビとラジオあわせて45
番組に延べ61人のアナウンサーが対応した。この
うち「戦後70年」の関連番組では，『NHKスペシ
ャル』「あの日、僕らは戦場で～少年兵の告白～」
の取材，制作，ナレーションを西東大アナが担当
したのをはじめ，『戦後70年　おきなわ　PEACE 
LIVE』『原爆の日ラジオ特集』をアナウンスグル
ープが中心となって制作した。また『NHKスペ
シャル』「戦後70年　ニッポンの肖像」は，三宅
民夫アナと首藤奈知子アナが10回シリーズのキャ
スターを担当した。
　年末年始の特集編成では，92番組に延べ122人
のアナウンサーが対応した。『紅白歌合戦』の総
合司会は有働由美子アナが 4年連続の担当，「紅
白宣伝部」と「紅白裏トークチャンネル（副音
声）」は久保田祐佳アナが 2年連続の担当となっ
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た。
　また，家族視聴を目指した開発番組では，『魅
惑のソノタ』に雨宮萌果アナ，『ザ・プレミアム　
戦後70年　HIBARIフェス！1945 to 2015』に青
井実アナと片山千恵子アナ，『ネコもワンコも大
集合』に千葉美乃梨アナなど，若手アナウンサー
を全国から起用した。
　 3月の東日本大震災 5年関連番組では，宮城県
名取市をキーステーションに放送したテレソン
『特集　明日へ　つなげよう』にはキャスターの
畠山智之アナと伊東敏恵アナをはじめ，中継リポ
ーターなどあわせて14人のアナウンサーが参加し
た。このうち『震災から 5年　明日へコンサー
ト』の司会は 5年連続で有働由美子アナが担当し
た。
　また，『おはよう日本』『ニュースウオッチ 9』
『週刊　ニュース深読み』『サキどり↑』などの
番組で，キャスターが被災地からの生放送に対応
した。
　R1では被災地やラジオセンターのアナウンサ
ーが中心となって 4夜連続で50分間のラジオドキ
ュメンタリーを制作し，被災地に暮らす人々の声
を紹介した。
（3）スポーツ
　20年東京オリンピック・パラリンピックに向け
て，より多くのアナウンサーにスポーツの現場を
経験させるため，スポーツ中継には積極的に若手
を起用した。
　「女子ワールドカップサッカー・カナダ大会」
（ 6月～ 7月）には 4人の実況アナウンサーを現
地に派遣。国内でもテレビやラジオの実況要員と
スタジオキャスターに全国の若手中堅の19人を起
用した。
　「高校野球100年」の節目となった夏の甲子園
（ 8月）の中継では，全国の39人のアナウンサー
が実況やスタンドリポートを担当した。
　「ラグビーワールドカップ2015」（ 9月～10月）
には現地イギリスに 3人のアナウンサーを派遣し
た。このうち史上最大の番狂わせと言われた日本
対南アフリカ戦は豊原謙二郎アナが担当，終了間
際の逆転トライの実況には「視聴者の気持ちと見
事にマッチしたコメント」との好評意見が寄せら
れた。
　「車いすバスケットボール」のリオデジャネイ
ロパラリンピックアジア予選（10月）の中継で
は，スポーツアナウンサーと福祉番組担当アナウ
ンサーのあわせて 5人が担当。障害者スポーツ特
有のルールを繰り返しコメントするなど，分かり

やすい放送に努めた。

2．アナウンス室制作番組

　全国のアナウンスが制作する総合テレビのイン
タビュー番組『インタビュー　ここから』は「ノ
ーベル賞受賞者　天野浩」「プロデューサー・残
間里江子」「俳優・藤本隆宏」「ダンサー・田中泯」
「加山雄三」「萩本欽一　～シニア世代よ　大学
に行こう！～」「一青窈　ハナミズキ　100年の願
い」「東村アキコ」「歌手・加藤登紀子～“時代”
を歌い続ける～」「だから　まっすぐ生きる～音
楽家　長渕剛～」「又吉直樹」「福島から世界の空
へ～パイロット　室屋義秀～」「脚本家・放送作
家　小山薫堂」「スキーがくれた“笑顔”の人生　
スキー女子モーグル元日本代表　上村愛子」「信
じて貫く　その先へ　サンフレッチェ広島監督　
森保一」の15本を放送。タイムリーな人選を心が
けた。
　BSPの特集番組『100年インタビュー』は，「長
嶋茂雄」「音楽家　長渕剛」「脚本家　倉本聰」の
3本を製作した。
　『ラジオ深夜便』のインタビューシリーズで
は，「戦争・平和インタビュー」（ 8月）を 5本，「人
権インタビュー」（12月）を 5本制作した。全国
の若手アナウンサーが，戦争体験者や被爆体験伝
承者，偏見や差別と闘う難病患者や犯罪被害者な
どの声を紹介した。
　“耳で聞く短編小説”として，アナウンサーの
朗読で幅広く文学作品の魅力を届けるR1『ラジ
オ文芸館』は，新作27本，アンコール22本を放送。
朗読，スピーチ，敬語などのノウハウを分かりや
すく紹介するR2『ことば力アップ』は，新作32
本，アンコール20本を放送した。
　ラジオ特集では，若者が抱える問題を掘り下げ
る『ガチゴエ～恋愛に苦しむ若者たち～』（11月）
をR1で生放送。恋愛が苦手な当事者をスタジオ
に招き切実な声を紹介するとともに，ウェブサー
ビスによるリアルタイム投票システムを活用して
全国 8大学150人の学生にもスマホを通じて番組
に参加してもらった。
　プロ野球のシーズン開幕を前にFM『セパ対
抗！プロ野球ソング三昧2016』（ 2 月）を10時間
にわたり生放送。各チームの球団歌やプロ野球選
手が歌った曲，選手の応援歌などを取り上げた。
　東日本大震災 5年では，R1『震災から 5年　被
災地を励ます歌』を制作。被災地の復興支援に取
り組んできた歌手をゲストに迎え，被災地を勇気
づける「歌の力」を紹介した。
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映像デザイン
　映像デザイン部は，番組やイベントなど協会に
関わるビジュアルの根幹を担い，細やかで高度な
専門性を集結し，質の高いデザインを提供するこ　
とで，より豊かなコンテンツの創造に寄与した。
　映像デザインを行った番組としては，『NHKス
ペシャル』「報道・スポーツ番組」「教育・文化福
祉番組」「ドラマ番組」「音楽・芸能番組」と，す
べてのジャンルで貢献している。また，さまざま
なコンテンツに対応できる幅広いノウハウの蓄積
と新たな表現手法の開発を行い，未来のデザイン
発展へとつなげる取り組みを継続して行った。
　さらに，15～17年度デザインセンター事業計画
に基づき，NHKブランド力強化への貢献，業務
の高度化への対応，放送資産の活用など，全局的
な視点に立った取り組みも展開した。
　引き続きデザインの専門集団として，NHKの
ビジュアルの質を向上させていくことに貢献して
いきたい。

1．番組制作における映像デザイン

（1）NHKスペシャル・大型企画番組
　『NHKスペシャル』「戦後70年 ニッポンの肖
像」では，漫画家ちばてつやさんにキャラクター
デザインを制作と共同で提案。実写とアニメーシ
ョンが織りなすオープニングタイトルで戦後の日
本人の歩みを表現した。そのほかにも，戦争と平
和を考える『NHKスペシャル』が複数制作され
た。各番組には多様な形でデザイナーが参画し，
最新デジタル技術による映像表現でそれぞれの番
組メッセージを鮮やかに描き出した。その一環と
して，「カラーでみる太平洋戦争」では，14年度
に放送された「カラーでよみがえる東京」で培っ
たノウハウを生かし，NHKアートとの連携によ
り，番組の新規カラー化のすべてを国内で製作し，
インハウスでのカラー化のワークフローを確立し
た。また，この取り組みの認知度を高めるPR効
果をねらったウェブサイトをNHKスペシャル事
務局と共同で企画。ネット層への周知活動に貢献
した。
　「生命大躍進」では，本格的な 4 KCG映像制
作に初めて挑んだ。本作は，映像デザイン部，制
作技術，NHKアートの内部組織の連携により実
現。アニメやドラマ，CG，ビッグデータの可視
化など，ますます増える多様な演出に応えられる
よう，組織間の連携と同時に，部内のノウハウ共

有を進め，機動力をさらに高めていく取り組みと
した。
　また，「緊急生討論　10党に問う　どうする安
保法案採決」，「緊急報告　列島大水害」，「TPPは
日本に何をもたらすか」，「パリ同時テロ事件の衝
撃」など緊急の報道番組にも的確かつ迅速に対応
した。
（2）報道・スポーツ番組
　リオ五輪・パラリンピックのスタジオセットや
グラフィックスなどの計画を本格化した。また，
競技や選手情報を的確に伝えることと国際発信の
強化を念頭にイタリアのプロダクションと共にホ
ームページの開発を進めた。
　ニュースの新年度改定は，多様なニーズに応え
る演出を期待しNC更新計画にあわせて大型LED
モニターを導入し従来よりも明るいセットをデザ
インした。 5年ぶりのリニューアルとなる『ニュ
ース 7』や新設の『ニュースチェック11』は局内
の反応だけでなくモニター報告にも留意し改善し
た。
（3）教育・文化福祉番組
　夏季特番『昔話法廷』では，大人も楽しめる教
育番組を目指した。低コストながらもトータルデ
ザインを的確にまとめあげ，視聴者の関心につな
げた。結果，SNSやネットニュースでも数多く取
り上げられ，サイトへのアクセス数は30万回を突
破した。
　『人生デザイン　U-29スペシャル「僕らの世
代　僕らの仕事」』では，スペシャル版として200
人の若者を招いて公開収録を行った。若者が進む
べき先を見据えるというメッセージを込めて，船
をイメージしたデザインを用いた。
　『どれみえーる』では，音を食べたらどんな味
か？ 音は目で見られるか？など，音楽を五感で
楽しむ番組とし，複数の外部クリエイターのイメ
ージをスタジオセットに融合させデザインコント
ロールを行った。
（4）ドラマ番組
　15年『大河ドラマ』「花燃ゆ」では，萩～京都
～群馬それぞれの舞台の特徴を分かりやすく，幕
末～明治へと変遷する時代の流れをダイナミック
に表現した。
　『連続テレビ小説』「まれ」は主人公の学生時
代のたまり場として制作したセットが脚本家を触
発し，ケーキ屋としてリニューアルするストーリ
ーが生まれた。さらに，番組ロゴや番組内で登場
する「魔女姫」は映像デザイン主導で開発。二次
展開の対応も積極的に行った。
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　16年『大河ドラマ』「真田丸」の映像設計は，
人物や勢力分布の対比と支配や対決関係の見やす
さを追及し，物語の展開を助け視聴者のよりどこ
ろとなるデザインを目指した。
　『ドラマ10』「美女と男子」は初の20本シリー
ズとなったが，女性視聴者を意識して，芸能界や
テレビ業界の裏側がドラマ劇中にふんだんに登場
する仕掛けに，定時編成のエンターテインメント
番組で蓄積しているデザイン力を活用し対応し
た。
　『土曜ドラマ』「64（ロクヨン）」で硬派なミス
テリーとして骨太な演出に応える美術設計を行っ
た。「ちゃんぽん食べたか」では昭和40年代の高
度成長期を「懐かしさ」をコンセプトにデザイン
した。また，「破裂」「逃げる女」などバリエーシ
ョン豊かに映像デザインを展開した。
　『木曜時代劇』は「かぶき者慶次」「まんまこ
と」など庶民の生活にクローズアップした番組群
への対応であった。
　『放送90年ドラマ　経世済民の男』では，映像
的に明治，大正，昭和の「風俗の変遷」を大切に
して描き，髷

まげ

ものではない洋装の時代劇の表現に
デザイナーのスキルを発揮した。
　『放送90年大河ファンタジー　精霊の守り人』
は，今までのNHKドラマにはないファンタジー
表現を目指してデザインを行った。原作の映像化
にあたり，放送で描いていく世界観をスタッフに
イメージしてもらうため，時代設定，自然の植生
と地域の設定，文化の背景，生活，衣食住，文字
の表記などの資料作りから始め，ハイクオリティ
な映像演出を実現し，スケールの大きい作品とし
て幅広い視聴者に受け入れられた。
（5）音楽・芸能番組
　『第66回NHK紅白歌合戦』今回のステージは，
“未来遺跡”がテーマ。過去最大規模のメインセ
ットを中心に，大道具転換と最新の巨大可動LED
装置の組み合わせにより，上下左右の動きが自在
に操作できる無限のシーン展開を実現した。『紅
白歌合戦』『思い出のメロディー』『明日へコンサ
ート』等のステージ美術は，大型LED装置の発
展がセット表現に大きく影響を与えている。ステ
ージ美術ならではの従来の表現と革新的技術映像
表現を融合，調和させていく時代となっている。
　『SONGS』は，毎回の出演者にあわせ，ポス
トプロダクションにも貪欲に挑むなど，斬新な映
像演出・ビジュアルデザインを提供してきた。
　『第47回　思い出のメロディー』では，30代中
堅がチーフデザイナーとなり，ベテランがサブで

フォローする体制とした。歌謡曲を中心とした音
楽番組の視聴率低下が顕著な中，新しい感性をス
テージデザインへ反映できるよう図った。
　『震災から 5年　明日へコンサート』では，初
めて東北・会津若松をメイン会場として行われた。
今回のステージデザインは，「日本」「東北」「再生」
をキーワードに，東北出身の作家・宮沢賢治が描
いた理想郷「イーハトーブ」の，16年バージョン
ともいえるイメージとした。伝統的な職人技によ
る大道具セットと，最新LEDの超ワイド映像表
現を組み合わせながら，90分間のコンサートを彩
り豊かに展開した。

2．新サービス 

（ 1） 4 K・ 8 Kソフト制作への新手法開発
　ステージのデザインを手がけた 8 Kスーパーハ
イビジョン『きゃりーぱみゅぱみゅスペシャルラ
イブ』が15年開催のミラノ万博に併せて行われる
ミラノサローネで公開。 8 Kの魅力を世界へ広げ
た。
　ドラマにおいて，徐々に増えている 4 K制作ソ
フトは喫緊の課題と捉え，「NEXT STAGE プロ
ジェクト」を立ち上げて主に高精細画像に対応す
るカツラ，メイク手法の研究開発の準備を始めた。
また， 4 Kなど高精細映像への対応とともに「ハ
イダイナミックレンジ（HDR）」への対応も美術
部門としては重要な課題となった。
（2）インターネット関連デザインの企画創造
　戦後70年シリーズの基幹となるポータルサイト
「ニッポンのポ」の制作へデザイナーが参加し，
チームの柱としてデザインディレクションを担い
番組PRの可能性を拡大した。大型企画や報道番
組を中心にデジタルコンテンツのデザイン依頼が
増えつつある中，寄せられる期待へ組織として柔
軟な対応が図れるよう業務体制づくりを強化し
た。
　番組の成果をネット世界に最適化したデザイン
で伝えることを目的としたグループ・デジタルコ
ンテンツラボを新設。『NHKスペシャル』のポー
タルサイトを中心に手がけ接触者数の増加に貢献
した。リオ五輪・パラリンピックや『NEWS 
WEB』リニューアルへ向け検討と開発を進めた。
　NHKオンライン構造改革ワーキンググループの
一員として，共通ページのデザインを監修し，ト
ーンマナーの統一化やインターネット業務の効率
化を図った。公共メディアにふさわしいサービス
や使いやすいユーザーインターフェイスの開発を
推進するため映像デザイン部内の段階的な体制整
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備に着手した。

3．コーポレートデザイン

　NHKワールドTVの新番組『NEWSROOM 
TOKYO』では，スタジオとグラフィックとが一
貫したビジュアル計画を図り，番組の国際性と先
進的なイメージを鮮明にした。
　『IMPUT TOKYO大会』では，“伝統と革新”
をキーワードに，“白・扇・水彩”をモチーフに
ブランドデザインを設計。日本と公共放送NHK
の“おもてなし”を国内外に伝えた。
　NHKブランドによる国際発信力の強化へ向け，
海外メディアの研究やコーポレイトデザインの開
発を積極的に行い，今後予定される国際イベント
への継続参画のため部内での体制強化を進めた。
　国際発信強化の一環として，理事や職員の海外
講演用プレゼン資料のテンプレート作成を，経営
企画局と共に取り組んだ。 9月初頭の国際公共放
送会議の場で会長が初めて使用し，「信頼」と「先
進」をテーマとしたデザインが好評を得た。今回
の発展形として協会内会議用のテンプレートも企
画，資料制作の効率化やブランドデザイン向上を
念頭に準備を続けた。

4．CG・VFX窓口

　14年度よりCGコーディネーションからCG・
VFX窓口と名称を変更し，これまでのペイント
リソースの管理運用，CG発注のコーディネーシ
ョン機能に加え，番組や広報関連の制作物におい
てもアートディレクションの役割を強化し，番組
対応で実績を重ねた。
　CG・VFX先端映像の業務強化，連携強化の取
り組みとして「デザインアーカイブス」の整備計
画を推進した。これは，ドラマにおけるCGの重
要性が増すことが予想されている中で，CGパー
ツなどが各番組ごと，個人ごとに継承されている
現状から， 1か所に集約・共有し，協会財産とし
ての効率的な利用を図るものである。また，対応
が増加している 4 K・ 8 Kについても，時間，リ
ソースの効率的運用を図るため，制作技術など各
部との調整・検討を継続した。

5．CS向上活動

　公共放送と受信料制度の理解促進を図る映像デ
ザインの分野からCS向上活動を行った。愛知県
立芸術大学ではドラマ美術のノウハウについて，
渋谷の放送センターでは多摩美術大学学生を対象
にスタジオ周辺の機能，放送番組制作について，

神戸芸術工科大学では一般の視聴者も参加してエ
ンターテインメント番組の成り立ちについて解説
し，CS活動を実施した。
　『八王子発ドラマ「東京ウエストサイド物
語」』では，東京工科大学，日本工学院八王子専
門学校の生徒を美術スタッフとして受け入れ，公
共放送の役割や番組の出来るまでを体験してもら
った。そのつながりで学生寮と営業部門とのアク
セス機会を増やし，受信料の支払い率向上に貢献
した。また，体験できなかった学生を対象に「デ
ザインセッションin東京工科大学」を開催してド
ラマ美術の舞台裏などを紹介した。
　「デザインセッション」は，『連続テレビ小説』
「まれ」を題材に石川県の金沢美術工芸大学でも
開催し，音響デザインと共に学生向けにデザイン
ワークを講義した。
　さらに，20回目を迎えた「NHKハート展」の
特別キャンペーンとして，写真家・荒木経惟によ
るポートレイト撮影やカタログのデザイン刷新を
企画した。

音響デザイン
　音響デザイン部は，コンテンツを音から支える
専門家集団として，高い専門知識とスキルで放送
サービスを充実させ，経営計画の実現とコンテン
ツの質の向上に取り組んできた。加えて15年度も
NHKのブランド力強化への貢献，独自のライブ
ラリーミュージックの充実，22.2ch超高臨場感立
体音響番組の制作など，放送音響デザイン界の先
導的役割を担った。
　音響デザインを行った番組として，放送開始90
年関連番組『NHKスペシャル』「新・映像の世紀」
や『放送90年ドラマ　経世済民の男』など，戦後
70年関連番組では多くの『NHKスペシャル』を
制作。楽曲制作も含めトータルな音響設計に携わ
った。NHK初の大型ファンタジードラマ『放送
90年大河ファンタジー　精霊の守り人』では効果
音にハリウッドの最新ソフトを用いて作成を行う
などダイナミックな音響表現にチャレンジした。
　ドラマ番組では芸術祭大賞受賞作『土曜ドラ
マ』「64（ロクヨン）」，海外販売を見据えた20話
の『ドラマ10』「美女と男子」， 4部にわたって女
性の激動の生涯を描いた『大河ドラマ』「花燃ゆ」，
夢を追いかける女性を音で力強く後押しした『連
続テレビ小説』「まれ」「あさが来た」などを制作
した。
　情報・構成番組では 5 年目の震災報道，多彩
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なラインナップの『NHKスペシャル』など，楽
曲制作を含めてトータルな設計で音響プロデュー
サーとして番組演出の一翼を担ってきた。22.2ch
音響では「ねぶた」の制作や空間パンナーの開発
などを手がけた。

1．番組制作関連

（1）東日本大震災関連番組
　東日本大震災発生から 5年となる15年度，震災
を扱う多様なアプローチの番組が制作された。音
響デザイン部では『NHKスペシャル』『クローズ
アップ現代』『ETV特集』『明日へ－支えあお
う－』『こころフォトスペシャル』をはじめ，『ド
キュメント72時間』『NEXT　未来のために』お
よび東北管内各局制作番組等で東日本大震災を扱
った番組を担当。 5年という節目に被災地の状況
と視聴者の温度感が変化する中，それぞれのコン
テンツの目的を精査し，視聴者の関心を喚起し番
組の意図が的確に伝わるよう音響構成に取り組ん
だ。特に震災 5年となる 3月には『NHKスペシ
ャル』 7本，『特集　明日へ　つなげよう』をは
じめとする震災関連番組が多数制作され，音響デ
ザイン部の総力を挙げてこれに臨んだ。
（2）『NHKスペシャル』
　政治・経済・社会・文化・福祉・自然など多岐
に渡る番組に高度な音響表現で対応した。
　放送90年関連番組「新・映像の世紀」では以前
の劇伴（伴奏音楽）の再録と新曲を織り交ぜ，来
し方を振り返り未来を見つめるコンセプトに沿っ
た音響設計を行い，人類が蓄積した記録映像に込
められたメッセージを鮮烈によみがえらせた。
　「生命大躍進」シリーズでは，40億年の進化の
物語を表現した高精細CGに対し，ダイナミック
なSE（効果音）とオリジナル音楽で鮮烈な音響
世界を作り出し，人間にまでつながる“痕跡”を，
視聴者の想像力を喚起させる音響デザイン手法で
実現した。
　「アジア巨大遺跡」ではSHVと一体化制作を
行った。同じ劇伴をリミックスして使うことで番
組の品質をたもち，効率良く作業できた。
　「TPPは日本に何をもたらすか」，「緊急報告　列
島大水害」，「パリ同時テロ事件の衝撃」などの緊
急性の高い番組では迅速にマンパワーを結集し，
確実な送出に向けたマネジメントを進めながら，
番組の本質を浮き彫りにするアプローチを行っ
た。
　戦後70年関連番組として「きのこ雲の下で何が
起きていたのか」「特攻～なぜ拡大したのか～」「あ

の日、僕らは戦場で～少年兵の告白～」「憎しみ
はこうして激化した～戦争とプロパガンダ～」「密
室の戦争～発掘・日本人捕虜の肉声～」「カラー
でみる太平洋戦争」「“終戦”知られざる 7日間」
「“あの子”を訪ねて～長崎・山里小学校　被爆
児童の70年～」『戦後史証言プロジェクト　日本
人は何をめざしてきたのか』を制作。VFXやア
ニメなど多彩な映像表現に対し，創意ある音響表
現で番組の本質を浮き彫りにした。
（3）報道・スポーツ番組
　報道番組では，『クローズアップ現代』をはじ
め，災害報道・政治・経済・国際情勢を扱う番組
において，最新の情報を丁寧に分かりやすく構成
する音響デザインを実践。時々刻々と状況が変化
する事象にも機動力を発揮して対応した。
　16年のリオデジャネイロオリンピックに向けた
「オリンピック全力応援」などのPR番組でも20
人のチアリーダーや男性の声を新たに録音し，イ
ンパクトあるクラッチ（短い効果音）を制作した。
リオのテーマソングは親子 2世代に人気がある安
室奈美恵に委嘱。20年の東京オリンピックに向け
パラリンピックの予選や特集番組に対応。パラリ
ンピックの魅力を充分に伝え，音の面から機運を
高めた。
（4）情報・教養・開発番組
　『プロフェッショナル　仕事の流儀』『先人たち
の底力　知恵泉（ちえいず）』『新日本風土記』『ドキ
ュメント72時間』『目撃！日本列島』『NEXT　未
来のために』『ファミリーヒストリー』『ETV特
集』等，レギュラー番組において，それぞれの番
組カラーを前面に打ち出し，訴求力を高めるサウ
ンドデザインに尽力した。『データなび　世界の
明日を読む』ではさまざまなビックデータから浮
かび上がるキーワードをもとに，年代別の架空ヒ
ット曲のコーディネートを行った。
　開発番組『むちむち！』や『ねほりんはほり
ん』『昔話法廷』を手がけ，若年層へ向けた実験
的な番組に対し，音響面でも番組を支えた。
（5）ドラマ番組
　『大河ドラマ』「花燃ゆ」では，幕末から明治
の移行を 4部構成で劇的に描いた。川井憲次さん
による音楽は“雅

みやび

さ”や“女性の心理戦”など主
人公の境遇に合わせ，視聴者を飽きさせず，番組
を盛り立てた。
　『連続テレビ小説』「まれ」は出演者の合唱テ
ーマ曲や劇中歌など音楽要素の多い番組で確実な
音楽コーディネートを行い，『連続テレビ小説』
での音響デザインにおける新しい領域確立に貢献
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した。澤野弘之さんの音楽は主人公の成長を表現
し，力強く清涼感のある音響構成を行った。
　『放送90年大河ファンタジー　精霊の守り人』
ではNHK初の本格ファンタジーとして，スケー
ルの大きい楽曲をコーディネートした。
　『放送90年ドラマ　経世済民の男』は東京・大
阪・名古屋局で 3シリーズを制作。明治から昭和
初期の時代感を効果音で作り込み，臨場感あふれ
る番組に仕上げた。
　『土曜ドラマ』「64（ロクヨン）」では現在と過
去が交錯するミステリーを鮮烈な音響構成により
実現。重厚かつNHKにふさわしい作品に仕上が
り，第70回文化庁芸術祭テレビ・ドラマ部門大賞
と日本映画・テレビ録音協会テレビ・ビデオ部門
において最優秀音響効果賞を受賞した。
　このほか『土曜ドラマ』『ドラマ10』『特集ドラ
マ』『木曜時代劇』においても，それぞれの番組
の特徴を生かした音響設計を行った。
　また，地域局発のドラマ『独眼竜♥花嫁道中』
（仙台），『私の青おに』（山形），『ガッタンガッ
タンそれでもゴー』（岐阜），『東京ウエストサイ
ド物語』（首都圏），『インディゴの恋人』（岡山）
に音響デザイナーを派遣。ロケ収録，現地MA等
の番組制作支援を行い，求められる専門性を存分
に発揮した。
　オーディオドラマでは『FMシアター』『青春
アドベンチャー』『新日曜名作座』『特集オーディ
オドラマ』において，それぞれの特徴を生かした
ラジオならではの音響デザインを行った。
（6）22.2ch超高臨場感立体音響
　15年度は，16年 8 月から始まる試験放送を見据
え，一層制作体制が強化されて 2 K， 4 K， 8 K
の一体化制作が進んだ。
　音響デザインで担当した 8 Kコンテンツは14年
から12本増え29本。従来の 8 K宣伝のためのパブ
リックビューイングを目的とした短尺コンテンツ
に加えて，30分以上の長いコンテンツの制作が本
格的に始まり，新たな音楽制作作業フローや高臨
場な効果音展開スキルを検証し蓄積した年でもあ
った。「 8 K故宮」「 8 Kアジア巨大遺跡」「 8 K小
さな旅」等は， 2 Kコンテンツと音楽素材を共有
させて効率的に制作した。また，「 8 K青森ねぶ
た祭り2015」ではロケにも参加し，22.2chサラウ
ンドの醍

だい

醐
ご

味
み

を生かした音響製作に挑戦した。
　また，4 K制作においては，「ホットスポット」
の派生番組や「WILD　JAPAN」等で22.2chサラ
ウンドのスキルを生かした高品質な5.1chサラウ
ンドへの変換手法を開発し， 4 K，5.1chサラウン

ドに必要なスキルを研究した。

2．番組企画関連

　85年 4 月から放送が始まった『音の風景』は31
年目を迎えた。日本の津々浦々，ときには海外に
まで範囲を広げ，音の魅力を伝える音声波のミニ
番組である。15年度は 5分の通常版を40本制作し
た。ナレーターは中川緑アナ。新作と再放送を合
わせ，FMで 7枠，R2で19枠の放送を行った。

3．設備関連

　 4 K， 8 Kコンテンツの制作体制強化を見据え
て，ステレオから5.1ch・22.2chサラウンドへリア
ルタイム変換する「22.2ch音楽アップコンバータ
ー」の機能強化を行い，「surround remapping 
multi converter」として発展した。同時に，「音楽
アップコンバーター」を応用した「3D効果音空
間パンナー」の開発に着手。立体音響の音場で複
雑なプロセスを行うことなく，任意の場所に音を
配置するための新機器の試作機が完成した。
　また，「全方位集音+指向性可変マイクアレイ」
を開発。全方向の音を収録した後に，デジタル処
理により任意の方向の音をズームして取り出すこ
とができる機能を生かし，今後のスポーツ等の音
響演出に生かす検証を継続した。また，コンパク
トなサイズを生かすことでマルチチャンネルでの
環境音収録が手持ちサイズで可能となった。15年
度の番組技術展にも出品し，特許を出願した。

4．サウンドステーション・ライブラリー

　季節の地域シリーズの録音を今年も継続した。
番組に必要な日本のさまざまな地域音を年間通し
て収録する目的で，『連続テレビ小説』「とと姉ち
ゃん」の舞台となる静岡県で定点録音を敢行した。
　また，迅速な国際放送・インターネット，二次
展開に対応するために，著作者の権利が切れてい
るパブリックドメイン曲で，すべての展開に対応
した四重奏の録音を行い，番組の背景音楽素材の
拡充を行った。
　さらにリオオリンピックを見据え，「体操」「野
球」「柔道」の音源を収録するとともに， 8 Kコ
ンテンツの増加に備え，8chマルチチャンネルベ
ーシックライブラリーの録音を継続した。

5．事業計画関連

（1）ミュージックライブラリー
　「NHKミュージックライブラリー」は，オー
プンから 4年，外部効果担当者も含め総ユーザー
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数は1,300人を超え，登録作曲家も112人を数える
までになった。全国41局の119のニュース・情報
番組で定時使用されているほか，国際放送17言語
でも定時使用されており，放送現場に確実に定着
している。15年度の「国際展開・二次展開を目指
す単発Nスペの楽曲委嘱」では，『NHKスペシャ
ル』「きのこ雲の下で何が起きていたのか」「憎し
みはこうして激化した」など 6番組の委嘱を実
施。海外番販や二次展開などを可能にした。番組
単位の楽曲委嘱では，語学番組15番組を実施。こ
れまでのヨーロッパ言語に加え，圧倒的に聴取者
の多い英語番組についてもライブラリー対応を開
始した。また，ベーシックライブラリーでは，こ
れまで継続的に自然番組・趣味実用番組を対象と
した楽曲制作を続けてきたが，これに加え需要の
多い情報バラエティー番組やオリンピックを見据
えスポーツ番組をターゲットとした楽曲の制作も
行い，番組への浸透を図った。
（2）にっぽん動物暦
　番組制作支援のためのウェブデータベース「に
っぽん動物暦」の開発に着手して 4年目。15年度
は，せみのデータを新たに加えた。環境省による
調査データをベースに，新潟県の胎内昆虫の家の
協力を仰ぎながら国内で見られる主なせみの鳴き
声や写真・動画を新たに追加した。これで，「に
っぽん動物暦」のデータ数は，鳥326件・かえる
46件・せみ28件となった。

補完放送

Ⅰ．ハイブリッドキャスト
　ハイブリッドキャストは，放送にインターネッ
トを組み合わせ，放送をより豊かにする放送通信
連携サービスである。
　放送波に含まれている信号の指示に従って，イ
ンターネット経由で必要なアプリケーションを取
得し，そのアプリケーションをテレビや携帯端末
のHTML5ブラウザ上で動作させることで実現す
る。これまでのBMLによるデータ放送よりも表
現力が向上し，さまざまな情報や機能を提供でき
る。
　NHKは一般社団法人IPTVフォーラムが策定し
た技術仕様に沿った開発を進め，対応受信機も市
場に登場したことから，13年 9 月 2 日に総合テレ
ビでハイブリッドキャストのサービスを開始し
た。
　dボタンを押すと，インターネットに接続され

たハイブリッドキャスト対応テレビではハイブリ
ッドキャストのホーム画面が表示され，各種アプ
リケーションを利用することができる「サービス
連動型」（独立データ放送に相当），番組の進行に
合わせてコンテンツが展開する「番組連動型」の
2つのサービスがある。
　14年 9 月29日からは，教育テレビ・BS1・BSプ
レミアムでもハイブリッドキャストのサービスを
開始，総合テレビと同じアプリケーションを利用
できるようにした。
○サービス連動型　主なサービス
「番組表」
総合・教育・BS1・BSプレミアムの番組表を最
大30日前から 7日先まで表示。
「ビジネス」
東証 1部，海外市場，外国為替の現在値を表示。
「スポーツ」
MLB，プロ野球，Jリーグの経過と結果。スポ
ーツ番組の放送予定。
「気象」
現況， 3時間天気，週間天気，警報・注意報な
ど。
「スクロールニュース」
テレビ視聴中，画面の下にニュースのタイトル
をスクロール表示させるサービス。好きなジャ
ンルを選んで表示させることができ，気になる
ニュースだけを選んで見ることができる。
『きょうの料理』『すてきにハンドメイド』
『ガールズクラフト』
材料や作り方をテキスト表示するとともに制作
のポイントを動画で再生。
『しごとの基礎英語』
番組のミニドラマと発音練習動画をいつでも見
ることができる。
『大河ドラマ』「真田丸」
フォトギャラリー，スペシャルムービー，番組
セット（大坂城など）の360度映像。
○番組連動型
〈定時番組〉
総合テレビ『あさイチ』
番組マスコットの「ブタマン」がクイズ企画
「スゴ技Q」への参加を促す。
教育テレビ『しごとの基礎英語』
サービス連動型への誘導。
BS1『経済フロントライン』
番組内の経済リポートを番組中に最初から見直
すことができる。
BSプレミアム『世界ふれあい街歩き』
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テレビと連携したスマートフォンやタブレット
に旅の地図や写真を表示するセカンドスクリー
ンサービス。
〈特集番組〉
Eテレ『かおテレビ』
セカンドスクリーンで目や鼻など 5つのパーツ
を選んでキャラクターの顔を作り，自分の作っ
た顔をテレビ画面に送り込む。テレビ番組を自
分仕様にカスタマイズできるコンテンツ。

Ⅱ．データ放送
　2000年12月 1 日のBSデジタル放送の開始とと
もに，デジタル放送ならではの新しいサービスと
してスタートしたNHKのデータ放送は，「生活を
より便利で豊かにするサービス」「緊急時に役立
つサービス」を基本に放送を行っている。
　03年12月 1 日に東京・大阪・名古屋で開始され
た地上波データ放送は，06年12月 1 日までに全国
の都道府県庁所在地とその周辺で放送がスタート
した。07年10月 1 日をもって，NHKの全放送局
が独自のデータ放送を送出するようになった。
　データ放送は，映像・音声による通常の番組（本
線番組）と連動しない「独立型」と，本線番組と
関連した内容を同時に放送する「連動型」に分け
られる。さらに，長期間定時的に編成する「定時」，
一定期間編成する「特集」，地震・津波発生時や
気象警報発令時などに随時編成する「随時」に分
類される。また，「連動型」の一形態として，リ
モコンを使ってアンケートやクイズに参加できる
「双方向型」がある。

1．地上データ放送

　総合テレビでは，データ放送を地域サービスの
柱としており，地域と全国の『ニュース』『気象
情報』とともに，独立型データ放送で暮らしに役
立つ地域情報や生活情報を放送した。また，防災
や生活に役立つ情報として『台風情報』や『大雨
情報』『地震・津波情報』そして13年 8 月30日か
ら運用が開始された『特別警報』等を随時放送し
た。
　また，データ放送とインターネットに同時に情
報発信できる「災害情報入力システム」の運用を
13年 6 月に開始。同システムと自治体の避難情報
等を伝える「公共情報コモンズ」との連携を推進
している。
　特集番組では，『第66回NHK紅白歌合戦』や
『おやすみ日本　眠いいね！』『NHKスペシャル　私

たちのこれから』等で視聴者参加の双方向型デー
タ放送を実施した。
〔定時番組の概要〕
（1）総合テレビジョン
○独立型
・『ニュース』（地域および全国）
　各地域の地域向けニュースと全国ニュース。
・『気象情報』
　 3時間ごとの天気，週間天気，気象の現況など。
・『地域情報』
各地域放送局が，地域情報，防災情報，生活情
報等を提供する，きめ細かな地域向けサービス。

○連動型
・『大河ドラマ』『連続テレビ小説』
○双方向型
・『あさイチ「スゴ技Q」』
（2）Eテレ
○独立型
・『 アニメ　ベイビーステップ』『アニメ　ログ・
ホライズン』
番組紹介のほか，番組キャラクターのコレクシ
ョンやテニスゲームなどで遊ぶことができた。

○連動型
・『 グレーテルのかまど』『アニメ　ベイビーステ
ップ』『アニメ　ログ・ホライズン』

（3）ワンセグサービス
　06年 4 月から地上デジタル放送でワンセグサー
ビスを開始し，08年 4 月からは地域向けサービス
を全国の放送局で開始した。データ放送は，総合
テレビでは『ニュース』『気象情報』のほか，『プ
ロ野球』『Jリーグ』『大リーグ』などのスポーツ
情報や，『大河ドラマ』などの番組関連情報を携
帯電話の通信機能を生かして提供した。また，緊
急時の『地震・津波情報』などを随時放送した。
　Eテレでは，一部の時間帯でワンセグ独自サー
ビス『NHKワンセグ 2』を編成し，多様な番組
情報を提供した。

2．BSデータ放送

　BS1の独立型サービスとしては，『ニュース』『気
象情報』『スポーツ情報』『円と株～経済情報～』
などの定時サービスのほか，防災や生活に役立つ
情報として『台風情報』『大雨情報』『地震・津波
情報』を随時放送した。
　BSプレミアムでは，独立型サービスとして映
画の放送予定をお知らせする『プレミアムシネ
マ』『BSプレミアム番組情報』を，また連動型サ
ービスとして『大河ドラマ』や『連続テレビ小
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説』『世界ふれあい街歩き』などを放送した。また，
対象番組を見るとマイルがたまり，番組観覧や記
念品などの特典に応募できる「BSマイル」，視聴
した番組を自動的に記録する「BSダイアリー」
の 2つからなる「BSネットサービス」を開始し
た。
〔定時番組の概要〕
（1）BS1
○独立型
・『ニュース』（全国）
24時間いつでも見ることのできる最新の全国ニ
ュース。
・『気象情報』
「市区町村別の天気」や「週間予報」など，日
常生活や防災に役立つ気象情報。
・『スポーツ情報』
プロ野球，Jリーグ，大リーグなどの途中経過・
結果速報など。
・『円と株～経済情報～』
株価と為替を中心とした経済動向の速報サービ
ス。

（2）BSプレミアム
○独立型
・『BS番組情報』『きょうのイチオシ！』でのお
すすめ番組紹介や，『大河ドラマ』など個別番
組の情報を提供した。
○連動型
・『大河ドラマ』『連続テレビ小説』『世界ふれあ
い街歩き』など。

Ⅲ．字幕放送
　テレビ音声を文字で表示する「字幕放送」など
の補完放送を実施している。
　字幕放送は，07年秋に総務省が策定した「視聴
覚障害者向け放送普及行政の指針」（08～17年度・
以下“新指針”とする）の趣旨を踏まえ，NHK
独自の「字幕拡充計画」を基に，計画的かつ段階
的に拡充を図っている。公共放送の重要な役割と
して，バリアフリー放送＝“人にやさしい放送”
の充実を図り，情報保障の推進に積極的に取り組
んでいる。
　15年度は，総合，Eテレ，BS1，BSプレミアム
を合わせて，310番組・週319時間43分（定時番組・
4月期改定）に字幕を付与した。
　各波の週平均の放送時間は以下のとおり。
　　総合　123時間41分
　　　　　（対14年度比較　+ 4時間26分）

　　Eテレ　88時間32分
　　　　　（対14年度比較　+ 6時間07分）
　　BS1　13時間28分
　　　　　（対14年度比較　+ 3時間15分）
　　BSプレミアム　94時間02分
　　　　　（対14年度比較　+18時間00分）
　定時番組以外では，完プロ（収録）番組は夏，
冬の特集編成，祝日編成を中心に字幕放送を実施
した。
　また，生字幕放送は，『これでわかった！世界
のいま』（総合・51本）のほか，『認知症キャンペ
ーン』（総合・7.15）などで実施した。
　東日本大震災から 5年関連番組では，『特集　
明日へ　つなげよう』（総合・3.11～13），『震災
から 5年　明日へコンサート』（総合・3.12）な
どで生字幕放送を実施した。
　スポーツ中継では，これまで開会式と準々決勝
以降で実施していた生字幕放送を『第97回全国高
校野球選手権大会』（総合・Eテレ・8.6～8.20），『第
88回選抜高校野球大会』（総合・Eテレ・3.20～
3.31）において，初めて全試合で実施した。また，
『バークレイズ　ATP　ワールドツアー　ファ
イナル』（総合・11.15ほか）で生字幕を実施した
ほか，『全豪オープンテニス2016』（総合・1.19ほ
か）では，錦織圭選手出場全試合などで生字幕を
実施した。さらに，『サッカー女子　リオデジャ
ネイロ五輪　アジア最終予選』（総合・2.29ほか）
では，日本戦全試合で生字幕を実施した。このほ
か，『大相撲』（ 6場所），『プロ野球』（13試合），
『MLBアメリカ大リーグ』（ 1試合），『Jリーグ』
（ 8 試合），『第91回日本水泳選手権』（総合・
4.11～12），『日本ゴルフツアー選手権』（BS1・
6.4～ 5 ，総合・6.6～ 7 ），『第70回国民体育大会
～紀の国わかやま国体～総合開会式』（総合・
9.26），『第15回全国障害者スポーツ大会　紀の国
わかやま大会「開会式」』（Eテレ・10.24），
『2015NHK杯フィギュア』（総合・BS1・11.27～
29），『第53回ラグビー日本選手権　決勝』（総合・
1.31），『第71回びわ湖毎日マラソン』（総合・
3.6）などで実施した。
　特集番組では，『ゆく年くる年』（総合・12.31）
で初めて生字幕を実施したほか，『いじめをノッ
クアウトスペシャル』（Eテレ・ 2本），『第66回　
全国植樹祭　いしかわ2015』（総合・5.17），『平
成27年　広島平和記念式典』（総合・8.6），『平成
27年　長崎平和祈念式典』（総合・8.9），『第47回　
思い出のメロディー』（総合・8.8），『第35回　全
国豊かな海づくり大会　富山大会』（総合・
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10.25），『第15回　わが心の大阪メロディー』（総
合・12.15），『第66回NHK紅白歌合戦』（総合・
12.31），『NHKのど自慢チャンピオン大会2016』（総
合・1.11），『究極　冬なま！　夜こそ楽しもう』（総
合・2.5）などで実施した。

Ⅳ．その他の補完放送
　このほかの補完放送には，音声多重を使った
「ステレオ放送」「 2か国語放送」「解説放送」が
ある。「解説放送」は主に視覚障害者のためのサ
ービスである。
　「 2か国語放送」と「解説放送」は総合，Eテ
レ，BS1，BSプレミアムで実施した。

3 節 国際放送
　国際放送は，世界の人々の日本に対する理解を
深め，国際的な文化・経済交流の発展を促し，ひ
いては国際親善と人類の福祉に貢献することを目
的としている。
　テレビ国際放送（NHKワールドTV）は，1995
年 4 月から，北米，欧州向けに開始した。98年 4
月からは，デジタル化によって，アジア・太平洋
地域にも日本語，英語で 1日18時間の放送を開始
し，10月からは，ほぼ全世界向けに拡大した。
　99年 4 月からは，1日の放送時間を19時間とし，
10月からは24時間放送を開始した。
　01年 8 月には，衛星を変更して，それまで受信
できなかったアフリカ南部地域でも視聴が可能と
なり，世界中をカバーすることになった。08年10
月に，外国人向け放送のNHKワールドTVは英語
化率100％を達成した。また，邦人向け放送の
NHKワールド・プレミアムは国内放送のニュー
ス・情報番組に加え，娯楽を供する番組など，よ
り多彩な番組編成を実現した。
　さらに，09年 2 月に番組改定を行い，英語ニュ
ースを大幅に拡充し，国際放送局に新しく作った
ニュース専用スタジオから24時間毎正時に編成す
るとともに，日本やアジアの情報を伝えるさまざ
まな番組についても，世界各地の好適視聴時間帯
を強く意識した編成を実現した。09年 4 月より外
国人向けテレビ国際放送の充実のために，新たに
設立した日本国際放送（JIB）と連携して，日本
の魅力を伝えた。インターネットでは，24時間動
画配信を開始し，ニュースと番組を放送と同時に
配信している。
　16年 3 月末現在， 2億9,000万世帯が受信可能
である（一部，時間視聴可能世帯を含む）。
　NHKの短波によるラジオ国際放送は，1935年
に「海外放送」として開始した。戦後に一時中断，
52年に「ラジオ日本」として再開した。
　日本語と英語で放送する「全世界向け放送」（ジ
ェネラル・サービス，一般向け放送）と，地域ご
との言語で放送する「世界各地域向け放送」（リ
ージョナル・サービス）と合わせて，07年度前半
期までは22言語で， 1日65時間放送していたが，
海外発信が欧米を中心に短波放送からテレビにシ
フトしていくのに伴い，07年度後半期より，短波
放送の送信地域と送信時間を見直した。「全世界
向け放送」を廃止して，地域に応じた効率的な情
報発信を進め，ドイツ語，イタリア語など 4言語


